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○中村 啓介(名古屋芸術大学)

10:45-11:00   休憩 

[第 2部 会場発表]  座長：後藤昌人(金城学院大学)

11:00-11:15 

11:15-11:30 

11:30-11:45 

11:45-12:00 

12:00-12:15 

刑務所ラジオにおけるリクエストプログラムの意義 

―受刑者に対する質問紙調査の分析から 

○芳賀 美幸(名古屋大学)

官民データを用いたまちづくりの提案と実践 

○荒井 慶介(名古屋大学), 浦田 真由(名古屋大学), 遠藤 守(名古屋大学), 安田 孝美(名古屋大学)

高齢者のデジタル活用のための地域支援体制の提案と実践 

○長元 真実(名古屋大学), 浦田 真由(名古屋大学), 遠藤 守(名古屋大学), 安田 孝美(名古屋大学）

井上 愛子(名古屋大学未来社会創造機構)，宇野 千晴(名古屋大学未来社会創造機構)

外国人医療支援と ICT：名古屋市内一般診療所の視点から 

○岩田 幸子(名古屋大学), 山本 竜大(名古屋大学)

地域における高齢者見守りのためのスマートスピーカー活用の提案と実践 

○仲間 理沙子(名古屋大学), 浦田 真由(名古屋大学), 遠藤 守(名古屋大学), 安田 孝美(名古屋大学)

12:15-13:10   お昼休憩 

[第 3部 会場発表]  座長：浦田真由(名古屋大学) 

13:10-13:25 

13:25-13:40 

13:40-13:55 

若年女性における「承認欲求」と SNS 利用―大学生に対する調査結果の報告 

○若尾 佳央(椙山女学園大学), ○木田 勇輔(椙山女学園大学)

本土復帰 50 年・選挙イヤー・コロナの感染拡大・米軍基地環境汚染問題から見る 

沖縄の現状とその要因分析 

○糸賀 美夕紀(金城学院大学)

文化財理解のための実空間を利用したデジタルストーリーテリング 

○小栗 治子(金城学院大学), 小栗 真弥(愛知工業大学), 遠藤 潤一(金城学院大学), 後藤 昌人(金城学院大学)



13:55-14:10 

14:10-14:25 

Wizard of OZ 法による会話型ロボットを使用した観光ガイドの支援〜 

『ステンドグラスの魅力を訪ねて』ガイドツアーにおける実証 

○鬼頭 未聖(椙山女学園大学), 中村 淑乃(椙山女学園大学), 福安 真奈(椙山女学園大学), 向 直人(椙山女学園大学)

地域コミュニティの情報共有サイトを利用した施設予約システムの構築 

○小向 辰旺(中京大学), ○清水 翼(中京大学), 平塚 零士(中京大学), 中 貴俊(中京大学),

福安 真奈(椙山女学園大学), 山田 雅之(中京大学) ,宮崎 慎也(中京大学)

14:25-14:40   休憩 

[第 4部 会場発表]  座長：福安真奈(椙山女学園大学) 

14:40-14:55 

14:55-15:10 

15:10-15:25 

15:25-15:40 

15:40-15:55 

フレイルおよび認知機能低下予防を目的としたスマートスピーカーの活用

○黒川 翔(名古屋大学), 浦田 真由(名古屋大学), 遠藤 守(名古屋大学), 安田 孝美(名古屋大学),

井上 愛子(名古屋大学未来社会創造機構)，宇野 千晴(名古屋大学未来社会創造機構) 

高齢者の健康支援に向けたスマートスピーカー使用ログの収集と可視化 

○堀 涼(名古屋大学), 長元 真実(名古屋大学), 浦田 真由(名古屋大学), 遠藤 守(名古屋大学),

安田 孝美(名古屋大学), 井上 愛子(名古屋大学未来社会創造機構), 宇野 千晴(名古屋大学未来社会創造機構)

流鏑馬 VRにおける弓デバイスの試作 

○荻野 小麦(中京大学), ○村田 拓之(中京大学), ○山野 佑馬(中京大学), 兼松 篤子(中京大学),

中 貴俊(中京大学), 山田 雅之(中京大学) ,宮崎 慎也(中京大学)

VR 空間における立体表現された文字の視認性に関する一検討 

○近藤 滉平(静岡大学), 杉山 岳弘(静岡大学)
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AR 空間におけるユーザーインタラクションの可視化手法の改善 

○楊 佳錫(中部大学), 鈴木 裕利(中部大学), 宇佐美 裕康(中部大学)，石井 成郎(一宮研伸大学)，
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社会的統合に向けた「変容エージェント」としてのコミュニティ FM： 
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実空間の階層化と位置情報に基づく情報提供方式の提案 
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～名古屋市内における河川を対象として～ 
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社会情報学会中部支部・芸術科学会中部支部・情報文化学会中部支部 

合同研究発表論文 

新型コロナワクチン輸出に関する報道の米中比較 
A US-China Comparison of News Coverage on  

COVID-19 Vaccine Exports 

◎陳 欣1，山本 竜大1

Xin CHEN and Tatsuhiro YAMAMOTO 

1名古屋大学大学院情報学研究科  Graduate School of Informatics, Nagoya University 

要旨･･･本研究は，米中両国で代表的な新聞紙（The New York Timesと人民日報）において，2020
年4月からの2年間において報道された新型コロナ・ウイルス・ワクチン輸出に関する内容の共通点

と相違点を概括的に検討した．その結果，両紙の報道内容では，国家政策と政治リーダーの活動の

正当性を主張することと同盟国との連携で価値観の共有を強化するところでは共通点が見られた．

その一方で，報道の焦点と登場した国々の特徴には相違があることが示された． 

キーワード 新型コロナウイルス， コロナワクチン輸出，新聞報道，米中比較

1. はじめに
新型コロナ・ウイルス・ワクチンが感染収束の鍵

とみなされているため，日，米，中などの国々は自

国における接種を促進する以外，他国へのワクチン

輸出と支援にも取り組んでいる．しかし，ワクチン

輸出は単に公衆衛生上の問題のみとしてとらえられ

るだけではなく，むしろワクチン輸出国のソフトパ

ワー増強のツールとして利用されている（Lee,
2021）．各国はワクチンの対外供給とそれに関する

情報発信，自国製ワクチンの効果を通じて，供給国

に対するよりよい国家イメージを相手国内に構築し，

望ましい政治体制，外交政策の正当性をアピールし

ようとする思惑も潜在的にはある．それは，パブリ

ックディプロマシーの核心的な利益と大きく重なる

部分が多い．ワクチン輸出入の状況は被援助国内の

公衆衛生の向上にとどまらず，二国間， 多国間の政

治経済関係を左右するかもしれない．つまり，ワク

チンの輸出入は，現在「ロー・ポリティクス」を投

影するものである．ところが，この部分を強調する

研究は少なく，現在進行の現象であるため，明らか

にされていない部分も多く残されている．人々が情

報を受信する際，インターネットが広く普及する国，

地域であっても，情報の信頼性の点では，いまだマ

スメディアが勝るため，そこに掲載される情報コン

テンツに関する検討の重要性も，低下していないよ

うに見える．

そこで，本研究は，コロナ・ウイルス・ワクチン

関わるマスメディア・コンテンツから，報道内容を

明らかにし，その報道スタンスの相違について理解

を深めたい．もし，それができれば，現代の危機を

国際的な視点の理解に加え，テキストから浮かぶ危

機に対する各国の報道特徴と二国・多国間関係，報

道上の軸を明らかにできる可能性が本報告にはある． 

2. 先行研究とリサーチクエスチョン
関連する先行研究は 3 カテゴリーに分けられる．

一部の先行研究は，ワクチンの輸出入がパブリック

ディプロマシーに貢献するという事実に焦点を当て

る．Lee（2021）によると，新型コロナウイルスの感

染拡大，特にワクチンの生産と輸出に伴い，国民国

家の影響力を投影する方法は変わった．「ワクチ

ン・ディプロマシー」を通じて自国製ワクチンを世

界各国まで供給することは，国のソフトパワーを反

映でき，国家ブランドの構築において非常に重要な

役割を果たすという．ただ，その期待の実現は難し

い．現在，世界でワクチンへのアクセスの不平等が

深刻化しており，人類の健康に脅威をもたらしてい

る．ワクチン・ディプロマシーが一定程度この問題

を緩和できると期待されているけれども，接種

（率）とのギャップを埋めるために必要なワクチン

量はまだ提供されておらず，ワクチン・ディプロマ

シーには技術移転と知的財産などの問題もある

（Sparke & Levy, 2022）．Javed & Chattu（2020）は，

各国のワクチン競争が一定程度国際協力の失敗を反

映する面があるけれども，国際発展を促進するため

には，相互に戦略的な信頼と協力関係の構築が，各

国にとって重要であると指摘する．

コロナウイルスとワクチンに関するメディア情報

の政治化を検討する研究もある．例えば，

Broniatowski（2020）は，COVID-19 に関するツイー

トを対象にしてファクトチェックを加えた．そこか

ら，COVID-19 に関する情報発信が，政治的目的を達

成するためのツールとして利用される可能性がある

と究明した．それに対して，Hart（2020）は，米国の
新聞とネットニュースを分析し，COVID-19 に関する
報道で表象された政治性と分極化を指摘した．この

点は，国からコミュティーレベルまでに及ぶ価値の
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衝突と分断をワクチンというアイテムが招いてしま

う難しさも内包していると示唆する． 
報道コンテンツに注目すれば，比較分析を行う研

究もある．Abbas（2022）は，米中両国の代表的な新

聞紙よりコロナ・ワクチン報道をそれぞれ 2 件抽出

して言説を分析した．記事の報道期間は 2020 年 12
月から 2021 年 6 月までである．その結果，両国メデ

ィアが情報戦を続け，ワクチン報道が政治的色彩を

帯びていることが指摘される．この点で，現実政治，

国際関係を反映した各種の「競争」をワクチンが強

調する面がある．  
既存研究は，コロナウイルスとワクチンの開発・

効果の報道に関する分析を蓄積するが，ワクチン輸

出報道に関する体系的な国際比較はほぼない状況で

ある．多くの研究は言説分析あるいは事例研究を中

心とするため，量的アプローチからこの領域を検討

する研究もほぼないようだ．これを踏まえ，既存の

質的分析を補強し，一致性も意識しながら，本研究

は米中両国のワクチン輸出報道を計量的に比較し，

報道の共通点と相違点を検証し，両国のワクチン輸

出報道からみる国際関係の考察を試みたい． 
そこで検討するリサーチクエスチョン（RQ）とし

て，以下のものを本研究はあげたい． 
RQ1：異なる国において，ワクチン輸出に関する

報道内容の相違があるか？ 
RQ2：記事が国際政治経済の関係を反映するか？ 
以上のリサーチクエスチョンにアプローチするた

めに，本研究は現在他国にワクチンを大量輸出する

米国と中国に焦点を当て，この両国の主流新聞紙が

いかにワクチンの輸出を報道しているかを検討する． 

3. データ

本研究は，The New York Times（NYT）と人民日報
（Peoples’ Daily: PD）という米中両国を代表する主要

新聞紙のオンラインデータベースから，ワクチン輸

出に関する記事を収集した．対象期間は世界初のワ

クチン第 2 期臨床試験が実施された 2020 年 4 月から
2022年 4月までの 2年間である． NYTでは「vaccine
export/assistance/donation/distribution abroad」，PD で

は「疫苗输出/供给/提供/援助（ワクチン輸出/供給/提
供/援助）」が，検索用語として利用された．収集記

事数は，結果として，NYTが 137件，PDが 131件が
対象になった．本研究はそれらに形態素解析を加え，

共起ネットワークとして描画し，内容を把握する．

4. 共起ネットワーク分析の結果

(1)PDの紙面概要

PD から抽出した関連記事の頻出語を利用して，エ

ッジ数 500，重み付き次数に基づいて共起ネットワー

クを構成し，それにモジュラリティ分割を加えた結

果，5つのコミュニティが検出された（図 1）．
まず，コミュニティ A は「対外援助の取組みおよ

び国際協力」を反映する．具体的な内容は，以下の

ように解釈される．新型コロナウイルス感染症（新

冠）が拡大，蔓延する時期，中国政府は各国との協

力（合作）を強化し，積極的に対外援助を実施した．

中国は数多くの国々との連携や意思疎通を強化し，

防疫経験（经验）を共有し，医療物資（物资）や科

学技術などの支援していた．また，中国の製薬企業

シノバック（科兴）とシノファーム（国药）社が生

産したワクチンが，被援助国において健康保障の成

果をおさめ，被援助国の大統領（总统）と民衆から

肯定的な評価を受けていた点を強調する．例として，

以下の記事内容が引用される．

赤道几内亚总统奥比昂于 15 日接种中国疫苗．他表

示，中国不仅是赤道几内亚最好的朋友，也是非洲最好

的朋友．中国提供的疫苗挽救了非洲人民的生命，“我

祝贺并高度赞赏中国这一善举”．（『人民日報』，

2021.2.28） 
赤道ギニアのオビアン大統領は 15 日に中国ワクチン

を接種した．オビアン大統領は，中国が赤道ギニアだ

けでなく，アフリカの親友だと述べた．中国側から提

供されたワクチンがアフリカ民衆の命を救った．「中

国の支援事業を祝賀し，称賛する．」（とオビアン大

統領は述べた）（筆者翻訳，（ ）内の語句を追加）

（『人民日報』，2021.2.28） 

コミュニティ B は，「対外援助の目的およびワク

チン生産連携」といえる．WHO のワクチン平等アク

セスの提唱に応じ，COVAX（COVID-19 Vaccines
Global Access）に中国も加盟した．同国は一貫して

「人類衛生健康共同体（人类卫生健康共同体）」と

いう理念のもと，人民の健康と生命を保障すること

を目指す一方で，多国間主義（多边主义）を徹底し，

グローバル・ガバナンス（国际治理）体系の改革に

貢献することで，責任ある大国のイメージを顕示し

たがっている．

このコミュニティでは，アフリカで中国初の生産

連携国エジプトも特徴的である．2020 年 12 月シノバ
ック会社がエジプト企業と共同生産の契約を締結し，

技術チームを派遣するなど，同国におけるワクチン

の生産および接種の主体性を促進する重要な一歩だ

と評価する記事を掲載した（2021.8.16）. 
次に，コミュニティ C の内容は「各国との友好的

な国際連携強化」である．中国は各国との友好関係

を深め，「一帯一路」の共同建設（共建）を積極的

に推進している．その好例がパキスタン（巴基斯

坦），ASEAN （东盟）諸国と戦略的なパートナシッ

プ（战略伙伴关系）の確立や貿易（贸易）活性化な

どである．なお，PD は米中関係にも言及し，米国が

より客観的な視点から中国のことを理解する必要が

あり，双方が互いに尊重し，利害一致を目指して協

力すべきであると論じた（2021.4.5）. 
それに対して，コミュニティ D の報道内容は「対

外援助の貢献」に関連する．このコミュニティの報

道内容をまとめると，以下となる．2021 年結党 100
周年を迎える中国共産党は，党是に基づき政策を展

開し，コロナウイルスや気候変動などのグローバル

的課題に取り組み，対外援助を通じて「人類運命共
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同体（人类命运共同体）」の構築に注力してきたこ

とを強調する．中国が経済発展する現在でもその姿

勢には変わりなく，他国への援助を通じて国際社会

の平和と発展に貢献している主張をイメージさせよ

うとしている．ここから，中国の行動が国際社会の

共通利益に合致することを強調したい PDのスタンス

がうかがわれる． 
コミュニティ E は「国際会議における政治リーダ

ーの活動」を中心に展開する．なぜなら，含まれる

語句から，習近平主席が国際フォーラム・サミット

などの開催・参加し，ネパール，インドネシア，ベ

トナムとカンボジアなどの国々の指導者とコミュニ

ケーションを図り，双方の理解を深め，対ウイルス

の共通認識を形成する意図が導かれる．実際の記事

上でも同主席・中国が多国間主義を徹底し，国際的

なコロナ収束へ貢献することも併せて報道している．

以上から，PD の報道特徴は，パブリックディプロ

マシーとプロパガンダが混在し，積極的な論調で中

国の対外援助の取組みを通じて，政治リーダーの活

動の正当性を強調するところにある．対外援助の成

果と国際社会における貢献は，国内外に向けた主要

な報道アジェンダであった．ただ，PD は，各国と友

好的な連携を構築・維持することを強調したが，政

治的競争に関する議題を必ずしも強調していない．

図 1 PDのワクチン輸出に関する記事による共起

ネットワーク分析結果

(2) NYTの紙面概要
共起ネットワーク分析の結果，8 つのコミュニティ

が検出された（図 2）．そこから PD と異なる頻出語

の間には比較的顕著な差がありそうだ．コミュニテ

ィ A は，主に米国，EU，中国とインドのワクチン輸

出動向や各国の間の政治的競争への言及である．そ

の中で，バイデン政権は米国が中露両国との長期か

つ戦略的競争への対応として，情報の安全確保で欧

州との同盟関係の強化を唱える（2021.02.20）． 
中国牽制のため，同盟国とのサプライチェーンの

連携深化を米国は期待したが，欧州側では異なる声

が聞こえていた．例えば，仏国・マクロン大統領は，

欧州が過去数十年のように，米国および米中のサプ

ライチェーンへの依存を弱めるため，EU の技術力向

上を説く．さらに，同大統領はワクチンの寄付が価

値観の共有を反映できると述べ，アフリカ重視の EU
の立場を強調し，西側諸国ができるだけ早くアフリ

カ諸国の政府にワクチンを提供すべきだと提唱した

（2021.02.20）．その他に，NYT は，中国がワクチン
援助を通じてこの国際的危機における自らの役割を

書き直そうとしているが（2020.04.09），逆効果をも

たらし，一部の国で同国のワクチン安全性と有効性

が疑義があること（2021.01.25）と，インドもワクチ

ン供給に重要な国際的役割を果たし，ワクチン製造

大国であること（2020.12.16）に触れている．
欧州地域におけるワクチン輸出状況や各国・利益

集団間の競争に焦点を当たっているため，コミュニ

ティ B は「欧州のワクチン輸出と対立」という言葉

でまとめられる．このコミュニティには，2 つの重要
なアジェンダがある．1 つは，「EU のワクチン輸出

制限およびイギリスとの対抗」である．2021 年初め，

アストラゼネカ社は EU に 8000 万回分のワクチンの
供給を承認したが，実際の予定納品量がその半分以

下となった．これに対し，EU はイギリスへのワクチ

ン輸出の厳格化の要求を宣言した．この供給競争は，

イギリスと EUの関係を改めて緊張化させ，グローバ

ル的なワクチン平等アクセスの実現をくじきかねな

いものである．例えば，以下の内容が引用される．

For months now, wealthy countries have been clearing the 
world 's shelves of coronavirus vaccines, leaving poorer 
nations with little hope of exiting the pandemic in 2021. 
But a fresh skirmish this week has pitted the rich against the 
rich -- Britain versus the European Union -- in the scramble 
for vials, opening a new and unabashedly nationalist 
competition that could poison relations and set back 
collective efforts to end the pandemic.（The New York 

Times, 2021.1.27） 

もう 1 つは，ロシア・ウクライナ戦争から生じる

ワクチンの地政学的競争である．戦争が始まる前に，

ワクチン援助について，ウクライナはファイザーな

どの製薬会社と交渉し続けていたが，トランプ政権

が掲げる「アメリカ・ファースト」政策の影響で，

希望どおりにワクチン供給を受けられなかった経緯

がある．ウクライナは距離的に近いロシアに供給を

相談せず，米国との関係の維持・強化を主張し，貿

易国として関係深い中国からワクチンを購入するこ

ととした．ウクライナとロシアの間で長期にわたる

情報戦が継続するなかで，ロシアのメディアは上記

に焦点を当て，ウクライナの西側同盟国が頼りにな

らないと揶揄した（2021.01.10）．加えて，NYT はロ
シアのメディアがワクチン輸出実績を誇張的に宣伝

していると批判した（2021.03.28）．
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図 2 NYTのワクチン輸出に関する記事による 
共起ネットワーク分析結果 

コミュニティ C は，ファイザー，モデルナ，ジョ

ンソン・エンド・ジョンソン，アストラゼネカなど

の会社のワクチン生産状況と，他国へのワクチン供

給に関する契約合意を示す．コミュニティ D は「バ

イデン政権の活動」といえる．具体的には，トラン

プ政権の「自国中心主義的」イメージをバイデン政

権が「塗りつぶす」ことである．前政権と異なり，

バイデン政権は，ワクチン援助を通じて同盟国との

関係をさらに強固にする意思表明し（2021.02.18），

2020 年に脱退表明をした世界保健機関（WHO）へ再
加盟など図っている．トランプからの路線変更をし

たバイデン大統領は，対ロ中の長期的競争には，欧

州諸国をはじめとする同盟国との連携強化が不可欠

であることを強調して報じている（2021.02.20）．
コミュニティ E は，地政学的競争を含む「ブラジ

ルとアフリカのワクチン接種状況」を指す．米中ロ

などがブラジルにワクチンを供給したが，なかでも

中国に関する報道内容が比較的多いようだ．NYT は，

ブラジルへのワクチン輸出が中国にとって外交的に

レバレッジ（leverage）となる好機となり，南米への

輸出を積極化させ，国家ブランドの構築に資すると

捉えた．しかし，諸手をあげて中国からのワクチン

輸出が歓迎されたわけではない．ブラジル国内では

疑問や非難の声が起きたのである．例えば，一部の

政府関係者には中国のワクチン・原液の納入スピー

ドで不満があった（2021.01.25）．さらに，低接種率

の課題をかかえるアフリカ諸国にとって，南米諸国

と同様に世界各国からワクチン援助の受入れが，政

治的競争の場への参入を意味し，プレゼンスの維持

につなげようとする意図のあらわれとみなされる．

これまでの特徴を踏まえると，NYT は，PD と比べ

ると，報道コンテンツは多様化しているようだ．自

国以外，欧州地域，中国やロシアなどの国・地域の

動向にも関心を寄せて報じているためである．PD の

政治回避の傾向と異なり，ワクチン輸出をめぐる各

国・地域の競争は重要な議題となり，同盟国と対立

国の関係を指している．米国と連携国のワクチン輸

出の仕組みや行政過程などの明示を通じ，既存価値

観の正当性は強調された．一方，中国への批判も頻

出したので，大国間競争は鮮明化しているとみなさ

れる． 

5. おわりに

本研究は，米中両国の主流新聞紙における新型コ

ロナ・ワクチン輸出に関する 2 年間の報道コンテン

ツを概観した．そこから，国家政策と政治リーダー

の活動の正当性を主張する，また同盟国との連携で

価値観の共有を強化するところでは共通点が見られ

る．だが，両紙には報道の焦点と登場国には特徴も

あった．この点は RQ1 と一致する．そして，PD で

は連携国が集中，政治的競争の回避が解釈された．

同紙が，対外援助の仕組みおよび成果，国際社会に

おける貢献，発展途上国との連携強化，発展に寄与

する中国イメージを重視した．それに対して，NYT
は各国・地域における競争と対立を重要なアジェン

ダとみなし，報道対象としては，同盟国以外，中ロ

をはじめ対立しやすい国々の動向も関心払っていた．

部分的ではあるが，この記述は RQ2 でいう国際政治

経済関係を表す．もちろん，諸国の思惑は複雑に絡

み合う現実があるから，本研究には当然限界がある．

ワクチン輸出入は多くの国々が関係するため，本

研究は対象国を増やして，ワクチンを輸出する国々

に関する報道コンテンツの特徴とパブリックディプ

ロマシーの関係を検討し，関連するデータから，さ

らなる因果推定を導き出したい．
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2008 年以降の人工地震に関するツイート： 
フェイクか，科学報道か，それともお祭りか？
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要旨：大地震が発生すると，デマが拡散することが知られている．我々は，2008年から2021年末ま

での期間に明らかなデマと分かる「人工地震」という語を含むツイートを収集し，変遷を検証した．

その結果，当初は小規模集団内で陰謀論の流布を目的としていたが，参加者が増えるにつれ，人工

地震かどうかの議論が活発になり，"祭り"の様相を呈していることが明らかになった． 

キーワード 人工地震，デマ，フェイク・ニュース，祭り，陰謀論

1. はじめに
Twitterはソーシャル・ネットワークキング・サー

ビス（SNS）の中でもニュースに強いとされる．

MURTHY（2018）は，Twitterは「放送メディア」と

位置付け，航空機事故などを例に挙げて伝統的なニ

ュースネットワークよりも早く，現場の状況を伝え

られる速報性を強調して「市民ジャーナリズム」と

呼んだ．

2011年の東日本大震災以来，国内で被害地震が起

きると「この地震は人工地震」という説がTwitter上
で流れる．ツイート（Tweet: TW）数は地震直後に急

激に増加し，24時間程度で収束していく．広井脩

（2001）は内容がほとんど同じで，時期を隔てて繰

り返し出現する流言を「潜水流言」と呼んだが，人

工地震説は潜水流言の側面を持つ．人工地震説は地

震学者の島村英紀（2019）が明快に否定しているよ

うに明らかなデマであるが，その数は増加傾向にあ

るようだ．

この状況に対して，我々は日本語でのTwitterサー

ビスが始まった2008年から2021年末までの間で，

「人工地震」を含むTW約90万件を収集，14年間の量

的，質的な変化を調べた．その結果，当初は陰謀論

者の投稿が多く，そのテーマや話題をベースにした

デマが中心だったが，2016年以降，地震直後に人工

地震肯定派と否定派が大量のTWを発信し，"祭り"へ
と変質していることを見出した．以下では，その変

遷を概観することを，本研究の目的とする．

2. 先行研究
災害時にはしばしばデマが流れることが知られて

いる．東日本大震災（2011）では「コスモ石油の製

油所火災に伴って有害物質を含んだ雨が降る」とい

うデマがよく知られ，多くの研究がある．2016 年の

熊本地震では，動物園からライオンが逃げたという

TWが写真付きで流れた． 
Vosoughi, S. et al.（2018）は「虚偽のニュースは真

実よりも有意に遠く，速く，深く，そして広く拡散

する」とした．共著者の 1 人でもある Aral
（2020=2022）は，フェイク・ニュースをつくる動機

は政治的，経済的なものであるとした．

山口（2022）は炎上参加者が TW を書き込む理由

は，社会正義とは別の個人個人が持つ価値観として

の正義感であるとした．

山口ら（2022）は新型コロナウイルス・ワクチン

疑義言説の研究のなかで「高シェア誤情報 TW は，

比較的少数のアカウントによるものであり，ごく一

部のユーザが定期的に反ワクチン言説として投稿し

ているものである」と分析．一方，冷静な対応を呼

びかける「打消し TW」は疑義言説よりも全体に占め

る割合が高いと指摘している．

これらの指摘はあるものの，通時的視点からデマ，

フェイク・ニュースの変化をとらえようとする日本

の研究，とりわけ人工地震に注目する研究は少ない．

3. 研究の目的と方法
明らかなデマと分かる人工地震説の TW 数が増加

していることの説明として，人工地震説の肯定派と

否定派が，地震をきっかけに"祭り"を楽しんでいる，

と筆者は考えた．多数の TW が特定の個人や企業・

団体に向かう盛り上がりを「炎上」と呼ぶが，人工

地震説の場合は「説」として双方が投稿しているの

で，"祭り"と呼ぶこととする． 
デマや陰謀論に関する先行研究も参考にすると，
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以下のような作業仮説が提示される．

① 発信者は少数の熱心な肯定派と否定派，プラス

多数の善意の人

② 祭りは大地震がきっかけとなる

③ 肯定派と否定派の間に一種のコミュニケーショ

ンが成立する

上記の仮説の検証は以下のような方法で行う．

アカウントごとの発信数でその影響力を評価する

一方で，マスの動向として急激な TW 数の変化を確

認する．さらに，リツイート（RT）数が多い TW の

内容分析を通じて，仮説の実証にアプローチする．

データは，テキスト中に「人工地震」を含む TW
で，2022 年 4 月に API を使って収集された 930,262
件である．収集項目は TW 本文，発信日時，アカウ

ント名， RT 数，発信方法（デバイス）などである．  

4. TW データとイベントの関係の推察
TW は図１に示したように大地震時にピークをつく

る．年毎の TW 数と主な関連イベントを示した表１

のデータを基に 14 年間を 4 つの時期に分けた． 
(1) 東日本大震災まで

TW 数の動向は，東日本大震災を区分として，変わ

るようだ．データから人工地震を含む最古の TW は，

2008 年 3月 12 日にまとめサイト「ネタリカ」が投稿

した「無許可の人工地震実験に住民パニック！」と

いう外電記事の紹介だった．地球科学の研究で人工

地震の実験実施という TW が 2008 年には 4 件あった．

図１ 人工地震の語を含む TW 数の日別変化 

表１ 年ごとの TW数と主な「地震」イベント 

年 TW数 イベント

2008 11 日本語サービス開始

2009 74 北朝鮮核実験（5月） 
2010 288 公式 RT開始 
2011 69,262 東日本大震災（3月） 
2012 41,926 千葉県東方沖地震（3月） 
2013 44,253 北朝鮮核実験（2月） 
2014 35,627 長野県北部地震（11月） 
2015 38,595 いいね！ 利用開始

2016 82,758 熊本地震（4月） 
2017 34,606 北朝鮮核実験（9月） 
2018 110,909 大阪北部地震（6月） 
2019 119,440 山形県沖地震（6月） 
2020 171,976 千葉県で 2夜連続の震度 4（5月） 
2021 180,537 福島県沖地震（2月） 

デマ・TW は 2 件で，「今回の地震もどうやら故意に

引き起こした人工地震にほぼ間違いなさそうで

す！」が 6月 18 日で，収集できた中では最古だった．

今回の地震とは，岩手・宮城内陸地震（2008 年 6 月
14 日）を指すと考えられる． 

2009 年は 5 月に北朝鮮の核実験があり，それを知

らせるニュースで，核実験実施を地震計の波形から

とらえたという説明で「人工地震」の語が使われた．

関連の TW が 9 件あった．鹿児島県桜島で人工地震

を使った学術調査が行われるというニュースがマス

メディアなどから計 17 件あった． 
2009 年の TW総数は 74 件だが，R（仮称）という

アカウントから 25 回（33%）の投稿があった．「阪

神大震災は人工地震」など，陰謀論に基づく人工地

震説だった．別のアカウントから陰謀論では有名な

HAARP（アラスカの高周波活性オーロラ調査プログ

ラム）が 2009 年 8月 9 日の投稿で登場した．

2010 年のデータには，陰謀論の著作がある船井幸

雄がブログで「ハイチ地震は人工地震だった」と書

いている，という TW が 5 件，12月には陰謀論の本

を書いているリチャードコシミズが 6 件投稿した．  
一方，水野誠一・元西武百貨店社長を名乗るアカ

ウントが「HAARP で人工地震」と TW すると，「ご

冗談ですよね」「う～ん，地震を引き起こせる程の

電磁波エネルギーというと，想像もできません．」

という引用 RT が 2 件，アップされた．そこでは人工

地震説について意見交換が小規模で行われていた．

(2) 東日本大震災後

地震の起きた 2011 年 3月 11 日は 22 件（うち 7 件

が R から），12 日は 51 件（うち 11 件が R から）で，

ピークは 17 日の 1404 件だった．リチャードコシミ

ズが「東京のユダヤ人たちが脱出を始めている」と

して「東京直撃人工地震攻撃のまえに…情報拡散」

を TWで呼びかけていた． 
著述業・井口和基は，地震の原因として地球深部

探査船「ちきゅう」を名指しして，ブログで「ちき

ゅうがそこら中に地震兵器を埋め込む可能性」と書

いた．以来，2021 年末までに，人工地震説で「ちき

ゅう」の名前が 22,930回，TWされている． 
人工地震説で炎上騒ぎも起きた．広島県議が 4 月

23 日に人工地震説を TW したのをきっかけに，23 日

2625 件，24 日 4127 件，25 日 2408 件もの関連の TW
が出現した．2011 年の総計は 69,262 件と前年 2010
年の 240倍となる伸びをデータ上記録した． 

2012 年から 2015 年までの年間投稿数は 4 万件前後

と東日本大震災前よりは大幅に増加したが，2011 年

に比べると半分近くまで下がった．2013 年 2月 12 日

に 3431 件に増えた要因は，北朝鮮の核実験である．

(3) 熊本地震以降

2016 年の熊本地震は前震（4 月 14 日）と本震（4
月 16 日）で 2 度の震度 7 を記録し，多くの犠牲者が

出た．投稿は 4 月 15 日 2713 件，16 日 4758 件，17 日

3982 件と急増した．人工地震は Twitter のトレンド入

りをしたが，それに触れた TW は 4 件だった．2016
年の最多は 11 月 22 日早朝の福島県沖地震で，同日

福島県沖地震 

千葉県で２夜連続地震 

大阪北部地震 

東日本

大震災 
熊本地震 
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に 5089 件．発生 2 分後には「このふざけた揺れ方

人工地震だろ」など 2 件がアップされた．その 10 分

後には「あーまた，人工地震って騒いでる人いる」

という投稿があった．

2018 年は大阪北部地震（6月 18 日）が起き，10 万

件の大台を超えた．人工地震が Twitter のトレンド１

位になり，関連の TW が計 2608 件にのぼった．多く

はトレンド入りを「笑う」としている．地震の原因

として「アベ（安倍首相）」を名指しする TW や関

連の TWが 11,049 件もあった． 
2019 年は 6月 18 日午後 10 時 22 分ごろ，山形県沖

地震が起きた．発生から 2 分後に「また人工地震

か」の TW，その１分後には「人工地震とかいうやつ

はそれだけのエネルギーを生み出してみろ」と否定

派の TW がアップされた．翌 19 日には TW が 13,452
件あった．

東日本大震災後，陰謀論についての著作がある作

家自らの TW や，ブログを紹介する TW があったが，

熊本地震後は，作家自身の TW はほとんどなくなり，

人工地震説支持派の TW でもその記述は少なかった． 
(4) コロナ禍

被害地震がなかった 2020 年は 171,976 件，福島県

沖地震があった 2021 年は 180,537 件だった． 
2020 年 5 月 6 日未明，千葉県で二晩続けての地震

（震度 4）が起きると，6 日に 33,152 件もの TWがあ

った．最初の地震（5月 4 日，震度 4）後の 5月 5 日

は 586 件だったのと比べると，非常に多い．地震は

午前１時 57 分の発生だったが，地震発生と同時刻に

「人工地震」「人工地震やめろ」という 2 本の TW
が発信されていた．

2021 年 2月 13 日深夜，福島県沖地震が起きた．翌

14 日の投稿数は 55,199 件で，調査期間中の最多を記

録した．「トレンド入り」を含む TW は全調査期間

を通じて 3134 件あるが，1157 件は福島県沖地震だっ

た．地震直後に「人工地震がトレンド入り」するだ

ろうという予想 TW が 2 件投稿されていた．トレン

ドで人工地震説を知ったという投稿もあった．

(5) アカウント

収集された総アカウント数 240,327 のうち 153,442
個（63％）は投稿数 1 回であった．10 件未満は

230,286 アカウントで，96％を占める． 
一方，発信数が多いアカウントが全体に占める割

合は高いものの，時系列的には総数の増加に比べ，

低下傾向にある．1 アカウントからの最多発信数は

7,418 であり，1,000 件以上は 56 アカウントあった．

2011 年には年間 1,000 件を超えるアカウントが 7 つ

あり，上位 10 アカウントで総 TW 数の約 19%を占め

た．だが，それらの占有率は 2012 年，2014 年は 20%
を超えたが，2018 年以降は 5%前後で推移している．

全期間で上位 10 アカウントの内容は，陰謀論関連が

8，否定派が 1，ジョークが１だった． 
デバイス別で見ると，2016 年にモバイル端末の利

用が増え，デバイス別でトップになった．

(6) bot

発信方法で bot と分かる TW が計 95,349 件と全体

の 10％を占めた．特に 2020 年は 25,002 件，2021 年

は 22,265 件と多かった．これらはほとんどが同一テ

キストを定期的，あるいは不定期に発信していた．

なかには 2011 年 7月から 2021 年 12月 31 日まで計

5076 回も同一テキストを発信したアカウントもある．

また，同一テキストあるいは一部修正したテキスト

を複数のアカウントから発信している例もある．発

信源がスマートフォンでも，bot  と同じように同一テ

キストを繰り返し発信しているアカウントもある．

内容は「311 人工地震説が内部告発で証明された」

「核爆発による振動と同じく P 波無し」「人工地震

の歴史」などである．「知ってました？東日本大震

災の人工地震説．オカルトと思うかもしれませんが，

自然地震だと証明できる根拠がなく，人工地震であ

る可能性は否定出来ない．」という陰謀論に特徴的

な文体の TW もあった．こうした TW は地震発生と

は無関係に発信されていて，ほとんどの場合，RT も，

いいね！もゼロだった．

同一テキストを発信したアカウントを調べると，

ワクチンなどの陰謀論も TW していて，人工地震説

の発信数はそれぞれのアカウントから発信された全

TW 数の 1~4％程度だった．個々のアカウントのフォ

ロワー数は最大で 20 万を超え，3 万以上のアカウン

トが 6個あった． 

5. 考察
以上を踏まえ，作業仮説を本研究は検証する．

① 上位 10 アカウントの占有率は低下傾向だが，少

数のアカウントが大量投稿する一方で，大多数の

アカウントは投稿数が一桁だったことが分かった．

2016 年までは，人工地震否定派の TWが少ない．

これは陰謀論に近い人たちの間だけで TW や RT
が繰り返されていたことを示唆する．つまり，エ

コーチェンバーの状態だった．それが Twitter の

ランキングで広く知られるようになり，新規アカ

ウントが 2018，2019 年は 3 万超，2020，2021 年

は 4 万超と新規参入者が増えてエコーチェンバー

の枠外に広がった．常時発信しているコアな人工

地震説のグループと，地震発生直後に少数回投稿

する否定派のグループの存在が確かめられた．多

数回投稿アカウントは肯定派の bot が主だが，仮

説は支持されたとみなせると考える．

② 図 1 が示すピーク状況をみると，地震（大阪北部

地震，福島県沖地震など）と北朝鮮の核実験

（2009 年，2013 年，2017 年）に重なる．「北朝

鮮」「核実験」の二つの語を含む TW は全期間で

8776 件あったが，実験直後の TWなので，デマの

人工地震とは無関係である．デマとしての人工地

震説は，被害地震や首都圏に影響を与えた地震の

後に急増することから，仮説は支持される．地震

発生直後から TW されるので，首都圏の場合は被

害がなくても投稿が増える可能性もあると考えら

れる．

③ 数は少ないが，相手の主張に対応した TW が見ら

れた．例えば「人工地震というのなら，地震の波
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形を示せ」という TW に対して，地震波の波形デ

ータがアップされていた．東日本大震災で震源の

深さまで掘削できるのかと批判されると，熊本地

震では肯定派は震源が浅いことを強調した．これ

らの TW は返信でなく，時間も経っているが，緩

やかな交流，コミュニケーションと考えられる．

 炎上を特定の個人・団体への攻撃と定義すると，

1000 件を超える TW があったのは，2011 年 4月の広

島県議の 1 例だけである．このトピックに関連して，

炎上した事例は公職に就く者の TW をネットメディ

アが取り上げたという経緯によるところが大きいか

もしれない．なぜなら，今回確認できる事柄として，

東日本大震災直後までは人工地震説ばかりで，否定

派の TW はほとんどないためである．1 度のみの発信

アカウントに限ると，2011 年 3月 11 日から 3月 15
日までの 5 日間での TW は計 67 件しかない．しかし，

県議の事例では， 3 日間で 3332 件にも上った．その

内容は，県議個人への批判と同時に，ほぼ 3 分の 2
の 2169 件が民主党に言及している．この炎上が人工

地震説に関心をもつ人とは異なる政治的志向者から

の投稿で生まれた現象であると推測される．

TW の影響力を RT 数でみると，RT 数上位 10 位ま

でに人工地震説や陰謀論の TW は入っていない．１

位は 2021 年 2 月 14 日の「人工地震どうこうのやり

とりで，一番面白かったやつ．」という TW で，

「今回の地震はバイデンが松屋で食い逃げしたこと

を隠蔽するために起こした人工地震です．…」とい

う 2月 13 日の TW を引用したもので，17,307回 RT
された．このようなユーモアやからかうような文章

で人工地震説に否定的な TWが上位を占めている． 
陰謀論に特徴的な HAARP やケムトレイル（ある

種の飛行機雲で，陰謀論では航空機が散布した有害

な化学物質などとされる）といった語は全期間を通

じて発信が続いているが，2020 年以降は bot からが

多く，他の発信源からのオリジナル TW で触れられ

ることは少なくなった．米国で問題になっている「Q
アノン」は 2018 年に登場したが，期間中にわずか 23
件に含まれているだけだ．相対的に陰謀論の本流の

TW が減っている．仮説の「コミュニケーション」は，

時間経過とともに育っていることを示している．

Twitter は速報性に優れているうえ，スマートフォ

ンを使えば，地震の揺れを感じたらすぐに TW を発

信できる．実際，スマートフォンが投稿手段のトッ

プになった 2016 年に起きた福島県沖地震では，本震

の 2 分後，2018 年の大阪北部地震は 1 分後にスマー

トフォンから人工地震という TWが発信された．  
こうした特徴をまとめると，祭りのイメージに重

なる．地震が祭りの始まりを告げる花火の役割．人

工地震肯定派が「この地震は人工地震」という旗を

揚げる．すぐに否定派が「フェイク・ニュース」と

いう旗を揚げる．両者はお互いに相手の説を面白お

かしく批判する．それを多くの見物人が取り囲む．

見物人は時に，賛同の TW を投稿したり，RT したり

して祭りに加わる．見物人を意識しているので，両

派は主張をユーモアにくるむなどの工夫をしている．

祭りと祭りの間は見物人がいない．TW 数は 2桁か

ら 3桁であるが，bot が発信する陰謀論に基づく人工

地震説がほとんどを占める．その結果，14 年間の調

査期間の総 TW 数は肯定派の方が多い可能性が高い． 

6. おわりに
地震発生直後，Twitter などの SNS は重要な通信手

段となることが，東日本大震災で明らかになった．

皮肉にも，その震災を契機に，地震が起きると人工

地震説が繰り返し発信される状況が続いている．

 肯定派には，陰謀論の一つとして人工地震説を主

張するアカウントから，新型コロナウイルス・ワク

チン疑義言説を発信している例がある．船井幸雄や

ベンジャミン・フルフォード，リチャードコシミズ

は，東日本大震災は人工地震などと，地震と陰謀論

を結び付けた書籍を出版している．経済的利益と結

びついているという他の陰謀論での研究と一致する．

フェイク・ニュースが広がる要因として藤代

（2019）はミドルメディアの役割が大きいと指摘し

た．人工地震説では「トレンドランキング」がミド

ルメディアの第一段階になっている．さらに，ネッ

トメディアがトレンド入りを報じることで，新たな

参加者を呼び込んでいる．

他の陰謀論と同じように，肯定派よりもずっと多

くの否定派が存在する．先行研究を踏まえ，本研究

が明らかにした事柄を推察すると，否定派は個人個

人が持つ価値観としての正義感から発信する善意の

人と考えられる．宇野常寛は『平成ネット史（仮）』

（2021）で「多くの人にとって『情報を拡散』する

ことはハードルが低い自己実現である」としている．

それが正しければ，旗を揚げる人がいる限り，今後

も新たな参加者が現れ，祭りは続くことになる．
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ネット世論上で表出する首長選挙：

2017年名古屋市長選挙を事例に
Mayoral Election Revealed on Internet Public Opinion: 

A Case of 2017 Nagoya Mayoral Election 

◎趙 婉婷
1
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要旨･･･本研究は，2017年名古屋市長選挙におけるTwittert投稿を対象にして，ネット世論の特徴を

検討した結果，情報源としてのマスメディアの影響力の大きさとネット世論の「風向き」は必ずし

も有権者の投票態度を投影する可能性が高いわけではないことが示された．その他ネットメディア，

が情報伝達のフローにおける役割も無視できないという特徴も浮かんだ．さらに，全国や海外の選

挙状況を示す投稿から，ネット世論が複雑に絡み合う部分が現れた. 

キーワード 名古屋市長選挙，地方政治，ネット世論，ソーシャルメディア 

１．はじめに 
近年，ソーシャルメディアの普及に伴い，選挙に

おける「ネット世論」に関する研究が増えている．

多様な小公共圏群から構成されるネット世論の定義

自体がもつ曖昧さ（遠藤, 2010）や匿名性などのア

フォーダンスに影響され，選択的接触やエコーチェ

ンバー(Echo chamber)現象の存在が指摘される．そ

のような偏りや集団極性化の出現が大きな注目を集

め，また，それらを分析する領域が政治学・選挙研

究の文脈下で行われている．その中で反エリート主

義と民主主義の特徴が混在するポピュリズム関連研

究もまた十分な蓄積の過程にある．この10年では，

日本におけるポピュリズムの事例は主に地方政治に

集中する．大阪府・市政を担った橋下徹の研究がそ

の典型例である（e.g. 善教, 2018）．しかし，国内に

20ある政令都市は20あることを考慮すると，地方の

大都市における「ネットと選挙」という視点から見

ると，この領域の研究は非常に限られる.  

そこで，本研究は名古屋市長選挙を研究対象とし

て，市長選挙におけるネット世論の特徴を明らかに

することを目的とする．名古屋市の現職市長・河村

たかし（以下，河村）に関する研究は少ない．橋下

に比べ，2021年時点まで「知名度でも勢力でも劣る

が，10年以上にわたり大都市のリーダーを務め」た

人物である（松谷, 2022, p. 14）．本研究は， 2017年
名古屋市長選挙を事例にする.それまでの過去3回の

市長選で独自候補を擁立し続けた共産まで，対立候

補の支援に回ったことから，「現職対与野党相乗り

候補」の構図が鮮明化した2017年の事例は，上述の

学術的空白を埋める事例として相応し面をもつ． 

２．先行研究 
ソーシャルメディア上に表出するネット世論の研

究は情報拡散力と比較的容易なデータ収集から，

Twitter投稿を対象とした様々な領域での研究が多数

存在する．政治学・選挙研究にも関連するネット世

論の分析もある．例えば，Twitterを介したデモに関

する分析から，一部のユーザーによって拡散が水増

しされた事実はあるものの，それが単なるノイジー

マイノリティ現象でもなかったことが指摘されてい

る（鳥海, 2021）．和田(2019)は2016 年東京都知事

選挙に言及するTwitterデータでは，市民運動を呼び

かける拡散が見られ，またTwitter上での盛り上がり

が必ずしも現実を反映されるものではないと指摘す

る．同様にTwitterに関する海外の研究では伝統的な

マスメディアがTwitter上の議題を設定したこと，否

定的・攻撃的な発言よりも肯定的・非攻撃的な発言

が優勢と言われる(Pedro-Carañana, Alvarado-Vivas & 
López-López, 2020)． 
名古屋市長選挙の研究蓄積については，橋下徹お

よび大阪維新の会と同様に，河村と減税日本への投

票は政治的価値観や不安感といったものより，ポピ

ュリスト志向の影響が大きいという視点もある．こ

れに対して，松谷（2022）は「2011年減税日本の所

属議員の不祥事に対して有権者は河村の責任を問う

のではなく，リーダーを正しく支えない（支えられ

ない）議員を批判する姿勢を取り，すなわち市民参

加を重視するのではなく，市民の代表たるポピュリ

スト指導者を重視するという志向性がある」( p.
137)と指摘する．

しかしながら，繰り返しになるが，それ以外の地

方政治，首長選挙に関連する研究が少なく，ネット

世論に焦点を当てる研究が限られる状況であるから，
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ポピュリズムが交錯する名古屋市長選の事例の検討

は，ネット世論の特徴を捉える点においても意味が

ありそうである． 

３．データと分析 
本研究はTwitter APIを利用して，2017年1月1日か

ら4月30日までの間に，「名古屋市長選」というキ

ーワードを含む投稿を2021年12月25日に収集した．

その結果，2017年の11,657件の投稿が収集された1．

その内訳はRetweet (RT)，58,16件(49.89%)，Original 
Tweet (OT)，5,750件 (49.33%)，Reply (RP) は91件 
(0.08%)であった． 
(1) 選挙の概略

2017年の立候補者は3名，現職の河村，前副市長

の岩城正光，元会社員の太田敏光である．河村は地

域政党「減税日本」の推薦を受け，岩城は自民党，

民進党市議団と共産党議員が加わる市民団体「革新

市政の会」，社民党愛知県連からの支援を受けた．

2017年の市長選挙において，現職の河村と市議会の

政党が支援する候補者の一騎打ちの構図がとられた

ことがわかる．ただ，河村と岩城は，幅広い支持を

得る狙いで市民派として，無所属で立候補した．結

果，河村が454,837票，岩城が195,563票，太田が

20,099票を集め，河村が4回目の当選を圧勝で果た

した．

(2) 社会ネットワーク分析

この選挙戦では，Twitter世論がどのように表れる

かを理解するため，投稿のRT・RP関係を視覚化し

た図1を見よう． 
Twitter上の選挙情報のフローの方向を明らかにす

るため，重み付き次数，ハブ値，媒介中心性といっ

た中心性指標2に基づいて，RT・RPネットワークで

活躍するユーザーを分析した．2017年名古屋市長選

挙をめぐるTwitter世論の中心を担うアカウントは，

ほとんどマスメディア系のアカウントであった．

NHKニュース(@nhk_news)，朝日新聞(@asahi)，毎
日新聞(@mainich)，日本経済新聞(@nikkei)，東京新
聞(@tokyoseijibu)などのマスメディアの他，Yahoo!
ニュース(@YahooNewsTopics)，災害速報アカウン

ト(@UN_NERV)といったネットメディアの影響力

も大きかった．このネットワークは8つに分けられ

る．ネットワークAは，河村への批判をしやすい個

人ユーザーを多く含む．ネットワークB・Cは，

NHKニュース，災害速報アカウントによる当選結果

の伝達を示す．これらのネットワークには中心性が

際立つほど高いアカウントは多くない．ネットワー

クDは同様にメディア系のアカウントで構成される．

1 Twitter の投稿収集はベストエフォートで行っているため

に収集時点に削除済みツイートやプライベートアカウント

によるツイートは収集できない．この点について留意する

必要がある．
2 重み付きグラフに対する次数中心性は各頂点の重み付き

次数となり，接続する辺の重みの和である（増田・今野,  

2010）．HITS (Hyperlink-Induced Topic Search) は膨大なウ

図1 2017年市長選挙に関するTwitter投稿による

社会ネットワーク分析（RT・RP関係） 
注：ラベル表示は，重み付き次数45以上

のノードのみを対象とする． 

そこでは，朝日新聞，毎日新聞，共同通信社

(@kyodo_official) の 他 に ， 朝 日 の 政 治 記 者

(@Nao_Maeda_Asahi)が見られる．ネットワークEで
は日本経済新聞の名古屋編集部(@nikkeinagoya)のア

カウントが中心に位置する．ネットワークB・C・

D ・Eと異なり，ネットワークFの中心にはYahoo!ニ
ュースが位置する．その下には，朝日新聞名古屋編

集局(@asahi_nagoya)がある．ネットワークGの上半

部分は親岩城のアカウント，例えば，岩城支援会

(@nagoyatotomoni1) ，日本共産党愛知県委員会

(@jcpaichi)や共産党元県議(@keiko_washino)が出現

する．この部分は候補者・陣営による組織型キャン

ペーンの可能性があり，また政党レベルでは共産系

のアカウントが比較的活発であったことが示された．

図の下，中央にあるアカウント(@senkyosticker)は，

投票呼びかけていた．最後のネットワークHは親河

村のユーザーが多いが，読売新聞オンライン

(@Yomiuri_Online)も出現し，選挙ニュースの情報

源として引用されたようだ．前述の分析を踏まえ，

中心性指標（表1）を確認する．上位には支持態度

を明確に表したユーザーが少ない．支持態度の表明

ェブページの中にユーザの検索クエリに関連した質の高い

ページ（Authority）と，多くの質が高いペーシにリンクす

るページ（Hub）を見つけるために開発された（高・牛尼,

2016）．媒介中心性とは，ある点が他の 2 点間を結ぶ最短

経路上にあるほど中心性が高いとする考え方である（長谷

川・渡辺, 2018）． 
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表 1  2017 年市長選挙に関する Twitter 世論の社会ネットワーク分析における 
中心性指標の比較（上位 20 のみ）

注：*による伏字は，個人ユーザーの特定を避けるためのものである．アカウントの着色は，親岩城・現職批判と親河村を示す．

については，親岩城・現職批判サイドのユーザーが

積極的であるようだ．総じて見ると，3つの中心性

指標の上位20では，個人ユーザーより，メディア系

のユーザーが多い．特に，マスメディアがRT・RP
されやすいアカウントであるといえる．その次に，

ネットメディアの影響力も無視できない．災害速報

アカウントやYahoo!ニュースの他， ニコニコニュー

ス(@nico_nico_news)も10位から20位に入る．全体的

にこの事例では候補者別の支持態度が明瞭に分かれ

ていない．むしろ，マスメディア からの情報流通が

重視される状況の特徴として明らかにされた．

(3) 内容分析

投稿内容をよりわかりやすくため，ハッシュタグ

とRT情報を削除した．テキスト・データで生成し

た共起ネットワーク図2は，モジュラリティに基づ

くと，同ネットワークは6つに分割される．ネット

ワークAは「選挙報道」に注目している．なぜなら，

「出馬」「表明」から「討論会」，「出発式」，

「告示日」，「情勢調査」，「投開票」まで一連の

流れが読み取れるためである．そのような選挙報道

の情報源としての新聞紙の名前が散見され，「朝日

新聞」，「日本経済新聞」，「毎日新聞」，「中日

新聞」，「読売新聞」，「産経ニュース」がある．

加えて，テレビ局によるニュースも存在する．例え

ば，「名古屋テレビ」と「cbcテレビ」が見られる．

ネットワークAには，密集する部分（すなわち，共

起頻度が高い語群）が左側と右側にある．右側は原

発反対者の投稿によって形成され，主に原発反対の

河村を応援する内容である．左側は，大村知事と河

村の不仲に関する内容である．ネットワークBは

「当選ニュース」に関する内容である．議論の少な

い候補者「太田敏光」の名前やその経歴が周辺にあ

るものの，中心となるのは「河村たかし」，「当

選」，「確実」などの抽出語である．また，情報源

としての「nhk」が目立つ．次に，ネットワークCは
「政策の対立軸」と名付けられる．具体的な2つの

選挙争点（「名古屋城」「天守閣」「木造復元」と

「市民税」「減税」）は新聞紙の紙面上に取り上げ

た争点と一致する．先述したTwitter世論においてマ

スメディアの影響力の大きさを考慮すれば，マスメ

ディアによる政策レベルの議題設定機能が示唆され

る．ネットワークDは「5党相乗り」をめぐる議論

である．主要政党名および「報酬」といったキーワ

ードが出現し，その他，名古屋市長選挙以外の話題

（「山内末子」，「島袋俊夫」など）も混じり込ん

でいた．ここでは政治関心者による投稿の場合が多

いことも特徴であろう．例として，以下の投稿を，

引用できる．

4月23日も多くの選挙があります．外国ではマクロン氏，

ルペン氏，フィヨン氏，メランション氏が競り合うフラン

ス大統領選ですが．日本では沖縄県うるま市長選で，現職

自公推薦の島袋俊夫氏と社民・共産・社大・自由・民進推

薦の山内末子氏の一騎打ちに注目．愛知県では名古屋市長

選もあります．

（三春充希(はる)☆Mitsuki Miharu,2017.4.23 0:02 tweet）

ネットワークE・Fは「選挙結果への反応」，「全

国の選挙情勢」である．これらのネットワークは，

前述の同時期の選挙情報をシェア・分析する投稿と

類似性を持ち，いずれも名古屋市長選挙事態と関連

が薄い内容となる．その中で，異色なのは「逆神」，

ノード 重み付き次数 ノード ハブ値 ノード 媒介中心性 

kam***am 779 nhk_news 0.970 Aloe***Oimo 9.000E-06 
nhk_news 609 kam***am 0.206 asu***ukai 9.000E-06 

UN_NERV 411 UN_NERV 0.092 nhk_news 0.000E+00 
YahooNewsTopics 225 YahooNewsTopics 0.056 kam***am 0.000E+00 

nikkeinagoya 198 47news 0.029 UN_NERV 0.000E+00 
earth*****herry 127 asahi 0.024 YahooNewsTopics 0.000E+00 

47news 126 nikkei 0.022 47news 0.000E+00 
senkyosticker 122 YK4***0270 0.020 asahi 0.000E+00 

asahi 105 mainichi 0.017 nikkei 0.000E+00 
nikkei 90 tokyoseijibu 0.017 YK4***0270 0.000E+00 

ken***u1 89 miraisyakai 0.015 mainichi 0.000E+00 
ju***g 72 032****achi 0.015 tokyoseijibu 0.000E+00 
rut**q 72 nikkeinagoya 0.013 miraisyakai 0.000E+00 

nico_nico_news 72 nico_nico_news 0.013 032***rachi 0.000E+00 
merasoku 69 senkyosticker 0.013 nikkeinagoya 0.000E+00 

mainichijpnews 68 ju***g 0.012 nico_nico_news 0.000E+00 
YK4***0270 67 kyodo_official 0.012 senkyosticker 0.000E+00 

nagoyatotomoni1 67 ROCKi***EVO 0.011 ju***g 0.000E+00 
miraisyakai 67 Nao_Maeda_Asahi 0.010 kyodo_official 0.000E+00 

Nao_Maeda_Asahi 63 asahi_election 0.010 ROC****REVO 0.000E+00 
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図2 2017年市長選挙に関するTwitter投稿による 
共起ネットワーク（投稿テキスト）

「明日」，「勝利」からなるネットワークEである．

これは選挙結果を当てる投稿の拡散と見られる．そ

れらは，ネット世論が入り混じるさまを表す．

以上から，この事例において，マスメディアの影

響力の大きさが指摘される．RT・RP による社会ネ

ットワーク分析と投稿の内容分析からも，マスメデ

ィアの存在感が大きかった．多くの個人ユーザーが

マスメディアから情報を RT し，情報伝達のフロー

を成している．もちろん，その他の中心性の高いユ

ーザーも存在し，ネットメディアがその一例である．

そして，Twitter 世論を分析する際に，先行研究が指

摘するように，現実との違いに注意する必要性が本

研究でも確認できた．この点では，ネット世論の

「風向き」は必ずしも有権者の投票態度を投影する

わけではない点に留意を促す．もっともこの事例で

は，支援・支持を明確にしたユーザーが比較的に少

なかったが，親岩城・現職批判のユーザーによるネ

ットワークがより活発であったことも示された．

4．おわりに 
本研究は，2017 年の名古屋市長選挙に関する

Twitter 投稿分析を通じて選挙とネット世論の特徴を

明らかにしようとした．そこからの指摘点は以下の

ものである．先行研究が指摘したように，マスメデ

ィアが Twitter 世論上の議題を設定し(Pedro-Carañana 
et al., 2020)，情報源として大きな影響力を持つこと

がわかった．その他にネットメディア，例えば，災

害速報アカウントやYahoo!ニュースなどが，情報伝

達のフローにおける役割も無視できない． しかし，

ネットメディアの情報源の「信用」に課題あること

は否めない．日本最大級のポータルサイトYahoo!ニ

ュースが，基本的にメディアから提供される数多の

ニュースをコンテンツとして取捨選択し，配信する

ことは周知の事実である．この点は，政治とメディ

アの関係においても，複合的な情報流通環境を背景

にした考察の必要性に結び付く．さらに，中心性上

位のアカウント分析から，取り上げた事例において

支援・支持を明確化したユーザーが比較的少なかっ

たけれども，親岩城・現職批判のユーザーによるネ

ットワークがより活発であった点は組織型キャンペ

ーンを観察，説明ツールとしてのソーシャルメディ

アの有用性，可能性につながる．また，先行研究が

指摘した通り，ネット世論を分析する際には現実と

実際の世論にある乖離を理解する必要が示唆される．

Twitter 世論の内容分析から，前述したマスメディア

による議題設定機能を裏付けられ，全国や海外の選

挙状況を示す投稿から，ネット世論が複雑に絡み合

う部分が現れたことが確認できる．

本研究は，多様なコミュニティによって構成され

たネット世論の複雑性を十分に考察できないことや

政治ネットワークがネット世論を反映する限界，そ

れがネット世論に与える影響の点で課題が残る．し

かし，首長選挙におけるネット世論の特徴を明らか

にした点，事例の蓄積では，本研究は一定の知見を

提供したと考えられる．今後は，ネット世論を多様

なメディア，公共圏に構成される視点から，分析を

進めるとともに，候補者の政治ネットワークとの関

連性を検討していきたい．
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ウクライナ侵攻に関する報道官の言説への反響：

Twitter分析に基づいて 
Reaction to Spokesman's Discourse on Ukraine Invasion： 

An Analysis Based on Twitter Data 
〇劉 小雪

 1
，山本 竜大

1

Xiaoxue  LIU  and  Tatsuhiro  YAMAMOTO 

1名古屋大学 情報学研究科  Graduate School of Informatics, Nagoya University 

要旨･･･本稿はソーシャルメディア上におけるロシアウクライナ侵攻開始後の報道官に関する日本

語Twitterを収集して，それらの発信内容を分析した．そこから，同侵攻開始後の１ヶ月間，主なイ

ベントが発生した前後の時期に，相関するように，データ量の増減も確認できた．さらに，ゼレン

スキー大統領やウクライナ軍，また米英政府がメディアを通じて発信した情報がネット世論に影響

した可能性がうかがえ，原発問題核兵器・停戦交渉・国益などに日本人の関心の高まりが示された．

キーワード 報道官， 官房長官，ロシア・ウクライナ侵攻，Twitter 

１．はじめに
2020年以降新型コロナウイルスの感染が拡大する

なか，行動制限やマスクの着用など，行政によりホ

ワイト・プロパガンダへの注目が一層高まっている．

そこでは，同時に，広報情報によって公衆の行動が

変容するかにも関心が集まる． 2022年2月下旬ロシア

が「特別軍事作戦」と呼ぶウクライナ侵攻が長期に

及び，その影響が世界各国に及んでいる．そのこと

を踏まえると，コロナ感染と異なる形でこの動向や

対応に関する各国政府の情報発信が公衆の行動・意

識変容や世論誘導，説得できるかに関心は高まって

いる（関谷・薗部・北見・伊吹・川北，2022）． 
この数年で，従来のマスメディアが展開する議論

に加え，インターネット上で若年層が中心に展開す

る言説も世論として無視できない状況になっている．

特に危機が重なる現代の情報社会ではそのメディア

空間の拡大は加速しているといえるようにみえる．

しかし，ネットを介した情報ルートが一般化して

も危機における政府の公式情報コンテンツは変わら

ず重要である（北村・佐々木・河井，2016；藤代，

2019）．そこで本研究は，Twitterデータから浮かぶ

危機発生時における「報道官」に関連する言説分析

を試みる．本研究はロシアによるウクライナ侵攻が

始まった最初の約1ヶ月間で報道官に関連した日本語

Tweet（TW）の分析を通じて，「報道官」の発言内

容の扱われ方，反応，意識を検討する．

2010年代以降，欧米の報道官研究においてソーシ

ャルメディア上の言説に着目した研究が存在する

(Lacatus & Meibauer, 2021; Marshall, Yammarino, 
Parameswaran, & Cheong, ; Schubert, 2012; Yap, 
Chaudhry, Jha, Mani, & Mitra, 2020)．これに対して，

日本（語）に関する研究は十分といえない現状にあ

る．そのため，オンライン空間で広がる「報道官」

に関連する内容の特徴を解明できたら，日本の広報

研究，政治情報分野において学術的貢献が期待され

ると思われる．

2．先行研究 
現代の政治では，権力とはコミュケーション手段

の管理であるとよく言われる．これは，メディアが

アメリカの政治システムの中で大きな比重を占め，

世論形成に重大な影響力を及ぼす状況を指す．ニク

ソン政権から「世論対策戦略会議」が本格化された

といわれる．定期的に記者らをホワイトハウスに招

き入れ，広報方針を伝達し，イメージ戦略が実践さ

れ，ホワイトハウスの「メディア操作マシーン」の

出現してきたといわれる（佐々木，1992）．このよ

うな広報活動では「前線」にたつ報道官やスポーク

スパーソン (spokesperson)と呼ばれる人物たちは欠か

せない(Breaugh, 1977; Kecskes, 2012)．
メディア・ルートの多様化で有権者は多様な広報

情報に簡単にアクセスでき，発信・共有されるよう

になった．それに伴い，関連情報も飛躍的に増加し，

国民・有権者の広報への関心と政治的有効性感覚を

高める効果が期待される（鈴木・李・志岐，2017）． 
ロシアのウクライナ侵攻による人的被害や人道的

危機に加え，世界経済の成長鈍化，インフレの加速

など悪弊も顕著になっている．西側諸国はウクライ

ナを支援し，またロシアへの経済制裁を強めている

一方で，エネルギー価格，物価高騰を招き，国民生

活にもその影響が及んでいる（伏田，2022）．この

状況下において，ソーシャルメディア上で拡散する

侵攻に関する広報情報は社会的意思決定を大きく左

右する可能性をもつ（宮脇・樋口・浦部，2022）． 
日本でもコロナ禍，原油高，円安により厳しい経

済状況下だが，さらにこの侵攻の発生は，日本経済

に大きな影響を及ぼしている．その間，人々の戦争

に対する考え方も変化していたと考えられる．
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Google Trendでは2022年2月20日以降「戦争」「ロシ

ア」「ウクライナ」など，キーワードで検索した数

が急激増加の傾向があった（Google Trend，2022）．

これまでに，ソーシャルメディアに投稿された情

報を分析することで世態や人情が捉えられるといわ

れる（鳥海・榊・吉田，2020）．メディア対応が重

要課題になっている現代では，組織の広報は好まし

いメッセージの影響を最大化し，好ましくないメッ

セージの影響を最小化することを目指す．ここから

メディア・リレーションズにおける議題設定機能に

注目が集まる．なぜなら，メディアは人々の態度の

方向やその強さに直接影響しなくとも，重要争点の

集約，認識・行動に作用する可能性があるためであ

る．つまり，広報部門や報道官たちの発言一つ一つ

がメディアの議題構築に組み込まれているのである．

これらを踏まえ，危機時において，報道官の発言

への（即時的）反応を知るために，本稿はロシアに

よるウクライナ侵攻開始後の報道官に関するTwitter
への投稿を約1か月間分収集，分析し，イベント，各

国報道官の言動とユーザの投稿との関係にアプロー

チする．これによって，報道官の言動が社会にどの

ような反響，影響を与えたのかを俯瞰的に捉えたい．

3．データと投稿量変化に関する記述的説明 
本研究では，検索クエリ「報道官・官房長官・#ウ

クライナロシア・＃ロシアウクライナ」をキーワー

ドとして，上記のいずれを含む日本語TWデータを収

集した．2022年2月23日から3月23日までの期間中に，

198,267TWを取得できた．収集されたTWは「報道官」

が127,030，「官房長官」が70,988，「＃ロシアウク

ライナ/＃ウクライナロシア」が249であった．横軸に

日付を，縦軸にデータの量の値を示している．デー

タ取得期間中における侵攻に関する主なイベントと

Tweet数を重ねると，その変化状況が確認される（図

1参照）．

図1に即して，重要イベントとの関連性を以下でピ

ークの状況を説明しよう．2月24日午前6時（モスク

ワ時間，日本時間24日12時）の少し前：プーチンは

ウクライナ東部で「特別軍事作戦」を開始すること

を決定したと発表した．演説の中で，プーチンはウ

クライナの領土を占領する計画はなく，ウクライナ

の民族自決権を支持すると正当性を強調した．

図1 投稿量の推移 

期間中最多 TW 数が 2 月 26 日に出現した．この日

は，多くの情報が交錯していた．報道官が関連する

イベントは①キーウ南，ヴァスィリキーウ市とその

空軍基地付近での激しい戦闘，②ゼレンスキー大統

領による Facebook への動画投稿である．その内容は，

米英政府からの脱出の助言に対し「自分たちに必要

なのは，乗り物ではなく砲弾」と断るものである．

さらに，③ウクライナ軍は Facebook でロシア軍が死

傷者をだし，戦力を消失と報じた．④ロシア軍の原

発攻撃可能性に加え，⑤米英当局者から，ロシアの

戦車や装甲兵員輸送車の映像もネット上に公開され

た．ロシアが燃料不足などに直面し進軍が遅れてい

ると強調，外交・広報上の影響を回避するために，

ロシア軍は兵器を使用していない可能性が高いと述

べた（ISW，2022）．①②③からゼレンスキー大統

領やウクライナ軍が戦闘の様子を，ソーシャルメデ

ィアを通じて，世界中発信したことへの反応，④か

ら原発事故の記憶が残る日本人には「ロシア軍は原

発への攻撃」というウクライナ側が流した情報が

Tweet 数の急増につながるとみられる．⑤は米英が示

す現況に利用者が反響した可能性をうかがわせる．

上記に対して，官房長官を含むツイートとつながる

イベントは，雇調金特例延長や原油高騰・東日本大

震災の弔意表明・核戦争の脅威・岸田文雄首相が対

ロシア制裁措置を発表といった内容へ注目が集まっ

た．

2 月 28 日，侵攻終了の条件として，プーチンがウ

クライナに「中立化・非軍事化」を要求したため，

ベラルーシでのウクライナとロシアの 1 回目の停戦

交渉は合意に至らなかった．また，40 年ぶりの国連

総会緊急特別会合の開催が決定された．官房長官の

部分では，ウクライナ難民の受け入れと日本領空に

おけるロシア機の飛行禁止措置・核共有や非核三原

則などが議論されていた．

3 月 2 日国連総会の緊急特別会合でロシアを非難し，

軍の即時撤退などを求める決議案が賛成多数で採択

された．ラブロフ大臣は NATO と EU が核戦争を起

こそうとしていると非難し，「第三次世界大戦は核

戦争となり，破壊的なものになる」と警告した．

3 月 4 日ザポリージャ原子力発電所がロシア軍に占

領されたとウクライナ原子力規制当局が発表した．

ただ，稼働中の原発への攻撃は明確な国際法違反で

あり，人類史上初の出来事であった（日経，2022）． 
3 月 8 日官房長官を含む TW 数は報道官を含む TW

に超えた．ロシアの「非友好国」指定・松野官房長

官の「遺憾であり抗議」，台湾有事を想定質問へ答

えない，北方領土は「固有の領土」など安倍元首相

の発言など内容が関心を集めたようだ．

3 月 10 日トルコ外相を仲介役にした両国外相の停

戦会談は合意しなかった．ロシア外相が「ウクライ

ナを攻撃していない」とする一方で，プーチンは同

国から撤退する外国企業の資産国有化を発表した．

3 月 13・15 日官房長官の Tweet 数が報道官を超え

ていた．13 日官房長官が留学生の入国を認め・福島

原発で水素爆発の可能性・日本がウクライナへ防弾
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チョッキ供与，15 日ロシア艦艇が宗谷海峡通過，こ

れに対して官房長官が重大懸念と発表，またロシア

の企業への圧力に懸念の内容が多い．内外の憂慮が

絡む状況への反応が，複雑に絡んでいた．

3 月 16 日ロシアは国際司法裁判所の侵攻即時停止

の仮保全措置を拒否した．アメリカ上院ではプーチ

ンの非難決議が全会一致で採択され，ウクライナ支

援も表明している．ウクライナメディアがロシア軍

の空爆攻撃で民間人が死傷者が出たと報道したこと

に対し，ロシアは強くこれを否定した．

3 月 17 日官房長官との関わりで宮城福島で地震発

生・東シナ海で中国の無人機を確認，ロシア軍が津

軽海峡通過，安倍政権時の「ロシアへの 8 項目の経

済協力プラン」と現政権の関係への注目が集まった．

3 月 19 日官房長官の発言と関連して「新自由主義

の弊害」という内容が関心をよんだ．日本の雇用や

少子化などの社会問題，ウクライナ避難民の身元保

証なしの入国容認への懸念が注目されるものだった．

3 月 23 日の前日ロシア軍が生物・化学兵器部隊を

保有し，ウクライナで活動しているかに関する情報

収集というトピックが関心をよんだ．また，アメリ

カはロシア軍がウクライナの反撃を受け，首都キー

ウ周辺から後退したという分析を明らかにした．

上記から，国家レベルの交渉，事態の悪化に関す

る内容にネット世論が反応した様子がうかがえる．

これらの多くが海外の報道官の発言に大きく依存し

て起きている．ただし，日本の官房長官への反応は

日本国内の出来事に加え，国際状況からの自国への

影響，懸念や不安といった内容を確認させた．

4．テキストマイニング 
形態素解析後にまとめられた頻出語の状況が表 1

にある．そこでは，報道官に関連する内容を収集し

たデータ上位には，日本を含む関係国名・直接の当

該国の政治リーダー・日米ロの報道官の名前も登場

していた．続いて，中国はロシアの友好国としての

影響力，日本の安全保障との関連性で無視できない

ことを示す．さらに「侵攻」「攻撃」「戦争」とい

った語句から日本話者が「原子力」「発電」への関

心の高さが再確認できた．「外務省」「首相」「政

府」といった語も上位に入っている．戦後世界史を

書き換えるも言い過ぎないこの戦争における各国政

府首脳の外交，発言が焦点となったと推察される．

続いて，図 2 は紫（39.4%），緑（29.8%），橙

（16.4%），青（14.4%）のコミュニティーに分割さ

れた共起ネットワークを示す．紫のそれは主に国際

間の武器と制裁，東アジアの情報発信への反応とい

える．具体的には「ロシア」「ウクライナ」「報道

官」「プーチン」「戦争」「非難」「核兵器」「生

物」「化学兵器」など侵略に結びつく語から確認さ

れる．プーチンは「ロシアの存亡の危機でのみ核兵

器使用」すると表明する一方で，「アメリカ」の

「バイデン」大統領や「サキ」報道官は「CNN」や

記者会見などで「制裁」「計画」「軍事」「発表」

が結びつく点は米政府の対ロシア制裁政策といえる．

そして「中国」「台湾」「可能」などの語は中国の

台湾への武力による統一行動の懸念につながる．

緑の部分には「松野博一」「官房長官」「安倍晋

三」「元首相」「経済」「領空」「国際」「対策」

が含まれるから，侵攻による日本国内への経済的影

響，中ロの軍事活動，外交の経緯とわかる．また

「原子力」「発電」「ミサイル」「攻撃」から日本

人の「原発」への恐怖，安全保障の懸念が浮かぶ．

「EU」「国連」「常任理事国」「解任」「イギリ

ス」からなる橙の部分は，安保理常任理事国であり

ながら，国連憲章に違反し，ウクライナへの侵攻を

続けるロシアを常任理事国から解任する「選択肢」

にふれたイギリスの発言への注目である．

語 回数 

ロシア 168433 
報道官 126765 

ウクライナ 106926 
官房長官 74853 
大統領 56047 
アメリカ 49543 
中国 37349 
日本 35243 
松野博一 33741 
プーチン 27274 
原子力 23128 
発電 21692 
首相 21143 
政府 19452 
ペスコフ 18796 
侵攻 17713 
サキ 16429 
外務省 16293 
攻撃 14953 
戦争 14859 

表 1 頻出語の状況（上位 20語抜粋） 

図 2 共起ネットワーク
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青の部分にある「ゼレンスキー」「メディア」

「キエフ」「映像」「様子」「証拠」「投稿」「政

治」は 2 月 26 日以降のウクライナの首都キエフへの

攻撃の模様を伝えるネット配信といえる．同時に，

これは国際社会の関心をより喚起，維持する，戦争

の現実を伝えるために，ウクライナ大統領や軍隊が

よくソーシャルメディア上で展開した「手法」にも

つながる面もある．その点で，当初劣勢と評価され

ていたウクライナが，対ロシアの有力な武器として

ネット・メディア戦に優位に立つきっかけに日本語

ユーザーも反応していると評価される．

5．おわりに 
本稿のロシアのウクライナ侵攻開始後の報道官に

関する日本語 Tweet からユーザの注目点を検討した

結果，侵攻開始後の１ヶ月間，主なイベントが発生

した前後の時期にデータ量の増減が連動すると確認

できた．さらに，ゼレンスキー大統領やウクライナ

軍，また米英政府がメディアを通じて発信した情報

がネット世論に影響した可能性がうかがえる．また，

原発問題核兵器・停戦交渉・日本の国益への影響な

どに日本人の関心が集まりやすいといえる．

また，テキストマイニングから，各国報道官の言

動への関心を概ねまとめられた．ロシア侵攻への非

難や制裁・核兵器・生物や化学兵器など使用可能性，

また，中台問題への波及などの懸念が示されていた．

日本国内では，戦争より国民の生活への影響・ロ

シアの平和条約交渉打ち切りに関する官房長官「遺

憾の意」の表明に注目が集まった．そして，安倍元

首相とロシアの北方領土問題・平和条約の締結など，

政治の成果を問う議論にも関心が集まった．

国際的な経済制裁に加え，国際機関から締め出し

が表明されるなど既存の国際的な枠組を根本から覆

す事態を招いている点で単なる 2 国間の争いを超え

て重大な局面に世界が直面していることを，メディ

ア利用者も認識しているといえるだろう．

上記の結果から，本研究には報道官の言動が国内

「世論」にどのように反響したかをソーシャルメデ

ィアのデータを利用して俯瞰的に捉えられたといえ

る面もある．しかし，本研究の限界として，データ

の収集期間及び言語が限定された点，受け手の研究

ではなく，送り手の視点からの分析が欠けていた．

そのため，今後より多元的に検討を加えることで，

より的確で詳細な分析・考察の提供が期待される．
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ピエール・レヴィにおける「存在論的四学」について

On the Ontoligical Quadrivium 

中村 啓介
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1名古屋芸術大学 

要旨･･･本論は、情報の哲学を展開する哲学者ピエール・レヴィについて論じる。技術的客体への

考察を中心に据えて、「存在論的四学」を提示することが目的である。そのために、レヴィが使用

する基本的な概念群から四つの存在様態と四つの移行を取り上げ、論じていく。

キーワード 存在論的四学、技術的対象、ヴァーチャル化、集合的知性

１．はじめに

本論は、ピエール・レヴィの著作『ヴァーチャルとは何か？ーデジタル時代のリアリティ』において提示され

た「存在論的四学 le quadrivium ontologique」について、道具や人工物といった「技術的客体 l’objet technique」の

観点から論じていく。存在論的四学も、それを考察するにあたって技術的客体から語ることも、レヴィが構想し、

提唱する「集合的知性 l'intelligence collective」にとって、欠かすことのできないテーマである。 
それに先駆けて、まず、著者であるピエール・レヴィについて、少し紹介をしておこう。レヴィは、人間集団

が構成する「集合的知性」の過程を研究する哲学者であり、情報の哲学の第一人者である。2002 年から 2016 年

までカナダのオタワ大学にある集合的知性研究所で主幹を務め、現在はコミュニケーション学部で教鞭をとって

いる。2006 年には言語のニュアンスまでも汲み取ることのできる人工言語に創りだすために、「情報経済メタ言

語」（IEML）プロジェクトを立ち上げ、2011 年に『意味論的圏域』の第一巻を出版した。彼の著作はさまざま

な言語に翻訳されており、日本では本論で扱う『ヴァーチャルとは何か？』と、『ポストメディア人類学－集合

的知性』の二冊がある。『ヴァーチャルとは何か？』では、「ヴァーチャル（化）」を中心に、哲学的な考察が

おこなわれ、そのなかでいくつかの概念の提示がおこなわれている。それらを用いて、身体、テキスト、経済な

どの分析がおこなわれ、レヴィのテーマである知性に対し、主体と客体の二つ側面からの考察がおこなわれてい

る。そして、分析のためにもちいられた諸概念は、この著作の最終章である第 9 章において、「存在論的四学」

という形で、図式的に提示されている。

本論ではまず、存在論的四学を構成している諸概念を整理し、それがどのような図式となっているかという点

を主題として論じていく。そのために、道具や人工物といったレヴィが「技術的客体」と呼ぶものの例を中心に

みていく。というのも技術的客体は、諸概念の説明のためにレヴィが頻繁に用いる例であり、そのうえ、集合的

知性の問題にもリンクしているために、レヴィの諸概念の整理、そして、それらを集合的知性へと接続させよう

とするときに、重要になってくる鍵のひとつである。たとえば、レヴィは以下のように述べている。

私たちを取り囲む道具や人工物は、人類の長い記憶を内に蔵している。それゆえ、これらを使うたびに、私

たちは集合的知性に訴えていることになる。家、車、テレビ、コンピュータは、探求や発明や発見の積年の

系譜を要約したものである。これらは同様に、これらを実際に生み出すために用いられた組織や協力という

宝物を結晶させたものである。[p.125] 

 道具や人工物は集合的知性によって生み出され、それらを使用することは集合的知性に訴えかけることであり、

私たちは集合的知性に参加するようになる。ここに、本論の考察対象である「技術的客体」と、集合的知性との

密接な結びつきをみてとることができる。だからこそ、技術的客体を中心に、レヴィの諸概念を整理することは、

彼の研究テーマである集合的知性へと進むうえでも重要となってくる。そこで、集合的知性の扉をひらく鍵であ

る技術的客体についてみていくことにする。

技術的客体について 
これから、技術的客体についてみていくが、それに先駆けて、レヴィの「客体」という用語は、フランスの哲

学者ミシェル・セールに倣ったものであり、セールの「準＝客体 quasi-objet」を意味しており、独自の用語であ

る点には注意していただきたい。

さて、技術的客体とはどのようなものか、レヴィの見解をみていくことにしよう。
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自転車はそれが機械的装備なしの歩行や非常に費用のかかる馬の代用になるからこそ、技術的対象であるの

だ。[p.105] 

まず、引用文中の「技術的対象」とは、「技術的客体」のことである。ここでは、「代わりとなる」や「匹敵す

る」という動詞で表現される、「代理の働き opération de sustitution」があることが重要になってくる。引用文に

あるように、「歩行」や「馬」が自転車に置き換えられるとき、自転車は「技術的客体」となる。何かが何かで

置き換えられるということが、技術的客体にとって大事であるとすると、この点に注意しながら、より身近な例

を取り上げてみていくことにしよう。

 レヴィは、ハンマーについて言及する。ありふれた道具だが、『ヴァーチャルとは何か？』においては、重要

な役割を果たしている。マーシャル・マクルーハン、アンドレ・ルロワ＝グーラン以来、「道具は身体の延長で

ある」と繰り返されてきたが、「この理論が技術的現象の特性の真価を言い当てているとは、私には思われな

い」と述べている。では、レヴィは道具、人工物といった技術的客体をどのように理解しているのだろうか。

道具はどのように生まれるのだろうか？まず、生物の何らかの身体的ないし心的機能が同定される（打つ、

捕らえる、歩く、飛ぶ、計算する）。次いで、これらの機能が骨や肉やニューロンといった特定の集まりか

ら引き離される。――中略――。混成的装置や別の支持体が、裸の身体に取って代わる。[p.91] 

 機能が同定され、身体組織から引き離され、装置や支持体に置き換えられることにより、道具が生まれるのだ

とすると、それはどうしてなのか？釘を打つとき、素手で打つ人はほとんどおらず、一般的には、ハンマーを使

用する。それは、釘を打つには素手では柔らかすぎたり、力が十分に伝達できなかったりといった、機能の不十

分さがあるからではないだろうか。言い換えれば、道具は同定された機能の不十分さが問題になったとき、それ

をよりよく打とうとするための解決としてあるのではないだろうか。だとすれば、問題になっているのは身体器

官ではなく、機能であり、道具と身体器官との形態的類似の必要性はない。むしろ、車輪、車、電話、コンピュ

ータといった身体器官と類似していない道具についても、機能を軸にして考えてみれば、納得できるはずだ。

道具の出現は、ある特定の刺激に応えるのではなく、類的機能を部分的に物質化し、問題群の解決のための

支点を創造するのである。[p.93] 

この引用文を、上述したように解釈することができるのはずだ。そして、ある特定の人物の特定の身体器官か

ら引き離され、物質化された道具、この場合であればハンマーは、誰もが使用することができるもの、公のもの

となる。公のものとなるとは、「全部あるいは一部が、外部へと、すなわち客体の中へと移される」[p.92]とい

う意味で理解しなければならない。そのうえ、公のものになり、共有されるということは、集合的知性について

考察するうえでも、重要となる。しかし、この段階で技術的客体の話を集合的知性へと即座に接続させることは、

早計である。というのも、技術的客体をレヴィの哲学のなかで、とりわけ「存在論的四学」のなかに位置づけて

から、あらためて戻ることが大事である、と思われるからだ。

結局、同一の技術的客体は四つの存在様態にしたがって考察されうるのである。[p.94] 

このレヴィの主張を理解することから、考察を再開しよう。

四つの存在様態、四つの移行 
 技術的客体を考察するときにしたがう「四つの存在様態」とはなんであろうか？それは、レヴィが提示する

「存在論的四学」における、四つの極、「リアルなもの le réel」、「可能的なもの le possible」、「ヴァーチャル

なもの le virtuel」、「アクチュアルなもの l’actuel」である。レヴィは、この四つの存在様態にしたがって、ハン

マーという技術的客体を考察することを提案しているが、その前に、レヴィが四つの存在様態をどのように概念

として説明しているかを追うことにしよう。前提として、『ヴァーチャルとは何か？』は、ヴァーチャル化を研

究することが目的であり、この著作が出版された 1995 年時点で、技術、経済などの領域でのかつてないほどの

「急速で不安定であった」変化の、「まさに本質、あるいは最先端を構成するもの」がヴァーチャル化である

[ⅻ]。レヴィが定義する「ヴァーチャルなもの」とは「ヴァーチャル・リアリティ」が「仮想現実」と訳される

ときにみられるような、「仮想」、幻想、現実の偽物との親近性はない。だが、このような誤解が生じる原因の

一つが、可能的なものとヴァーチャルなものとの混同にある、すくなくともレヴィはそう考えている。

しかし、そう考えてしまうのは、可能的なものとヴァーチャルなものは「混同の元となる共通の特徴」をもっ

ているからであり、それは「二つともに隠れており、表に出されていない」というものである。反対に、リアル

なものとアクチュアルなものとは、「明白で露わにされている」。さらに実体と出来事という区別を入れること
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によって、可能的なものはリアルなものとに、ヴァーチャルなものはアクチュアルなものに対置される。このと

き、極としての存在様態は、四つに分類されているのだが、それは「隠れている／表に出ている」と「実体／出

来事」という二つの仕方によって、二度にわたって二つずつに分類されている。その結果として、二組の対関係

を構成しているのである。この点については、注意しておく必要がある。

 話を戻そう。可能的なものとヴァーチャルなものとは、共通の特徴をもっていることにより、混同されてい

るので、レヴィは二つのあいだに「根本的な相違を導入しなければならない」[p.2]と述べている。なぜなら、こ

の二つを区別できなければ、レヴィが提示している四つの極をはじめ、あとで触れることになる、ある極から別

の極への四つの移行も成り立たず、「存在論的四学」はその根元から破綻することになるからだ。そこで、「根

本的な相違」は、二つの仕方によって、導入される。一つ目は隠れ方であり、二つ目は表れ方、表に出ているも

のとの関係である。

 レヴィによれば、二つの存在様態の隠れ方は「可能的なものにおいては、すでに全てが構成されているが、未

発の状態にある」[p.2]のに対して、「ヴァーチャルなものとは、問題提起的な複合体としてあり、それは、傾向

あるいは力の結節点
ノ ー ド

」[p.3]として、隠れている。そして、表れ方は、可能的なものは「その決定においてもその

本性においても、何も変化することなく」表に出て、リアルなものとなる。対する、ヴァーチャルなものは創造

として、解決として、発明として、アクチュアルなものとなる。前者の表れ方は「リアル化」と呼ばれ、後者の

場合は「アクチュアル化」と呼ばれる。可能的なものとヴァーチャルなものとは、このように隠れ方と表れ方と

いう二つの仕方によって、区別されている。相違を明確にするために、レヴィが用いる例を取り上げておく。レ

ヴィは、ヴァーチャルなものの例として「種子」を取り上げる。種子は課題「なのであ」り、それは「木を成長

させること」であるが、このとき、種子のなかにどのような木になるか、枝葉の数、形が「構成された」状態で、

形相としてあるわけではなく、土壌、日光、水分量などの周辺環境との関係性のなかで、どのような木になるか

という「一つの形態の発明」がおこなわれるのだ[pp.3-4]。ここで、レヴィは上述した内容を、以下のようにまと

めている。

リアルなものは可能的なものに似ている
、、、、

が、アクチュアルなものはヴァーチャルなものに応えている
、、、、、

。

[p.181] 

先ほど、技術的客体について考察した際に、「問題になっているのは身体器官ではなく、機能であり、身体器

官との形態的類似の必要性はない」と述べたのは、技術的客体の出現、つまり発明時に起きていたのは、「ヴァ

ーチャル-アクチュアル」における解決、発明であり、問題に対して応えている
、、、、、

という関係性であり、「可能-リ
アル」における「類似」ではこの瞬間を捉えることはできない。さらにいうならば、「身体器官の延長としての

道具」という理論は、形態的類似を思い描かせてしまうという意味で、「可能-リアル」と相性が良い。しかし、

そうなると、手、腕とハンマーのような形態的類似がある場合には、通用するが、車輪、電話のように類似を見

つけることが難しい場合には、途端に通用しなくなってしまう。こうした理由からも、技術的客体を「機能」に

着目したうえで、「ヴァーチャル-アクチュアル」の対において、考えるべきである。

さて、いままでに論じられたのは「可能-リアル」と「ヴァーチャル-アクチュアル」という二組の対関係と、

それぞれの対における隠れているものから表に出ているものへの、前者の場合は「リアル化」、後者の場合は

「アクチュアル化」と呼ばれる移行である。先に引用した文中にある「道具の出現は、――中略――、問題群の

解決のための支点を創造する」という文は、まさにこの「アクチュアル化」の話である。この二つの移行に加え

て、その「逆の運動」もあり、リアルなものから可能的なものへの移行は「ポテンシャル化」、アクチュアルな

ものからヴァーチャルなものへの移行は「ヴァーチャル化」と呼ばれる。『ヴァーチャルとは何か？』の主題で

あるヴァーチャル化についていえば、その機能は非常に多岐にわたっており、説明も豊富にある。たとえば、先

に記述したハンマーの場合、同定された機能が特定の集まりから引き離される、機能の不十分さが問題になると

いった表現や、ハンマーが共有され、公のものになる、外部化した道具を使用する際に、使用に必要な身ぶりの

習得といったこともヴァーチャル化の一例である。レヴィの術語に基づき、ヴァーチャル化は「異型発生」、

「脱領土化」、「メビウス効果」などの特徴に結び付けられることになる。一つ注意しておくならば、こうした

ヴァーチャル化のさまざまな特徴や、レヴィによるそれらについての記述の多様性は、この概念の曖昧さを示し

ているのではなく、概念の厳密さにもとづく射程の広さを示しているのだ。

 ヴァーチャル化が多様な記述を生み出している一方で、「ポテンシャル化」については、多くは言及されてい

ない。ポテンシャル化について論じられているのは、テキストの「デジタル化」の文脈において、である。レヴ

ィによれば、テキストのデジタル化はすなわち「テキストのポテンシャル化」である。デジタル化されたテキス

トは、人間が読むことができるような形ではないにせよ、元のテキストを「すでに全てが構成された」状態で、

記録している。完全な形で記録されたテキストは、各自のディスプレイ上で、記録されたままの形で表示（リア

ル化）される[pp.38-39]。このとき、コンピュータは「情報のポテンシャル化
、、、、、、、、、、

のオペレータ」として、位置づけら

れることになる[p.41]。 
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 ここまでで見てきた、四つの極、四つの移行を中心に、レヴィの「存在論的四学」は提示される。存在様態の

話を中心に、さきほどの技術的客体の話に戻らなければならない。というのも、先に引用したように、「同一の

技術的客体は四つの存在様態にしたがって考察されうる」という点を確認しなければならないからだ。

混ぜ合わされる様態 
これまでみてきた存在論的四学を構成する四つの極、四つの移行、それらの区別が「概念的」であることが強

調される。レヴィは四つの極を扱うことの意図は、「他の存在様態を失墜させるためにヴァーチャルなものに加

勢しているわけではな」く、四つは同等の存在論的地位にあり、「四つの極を持つ一種の弁証法を一緒になって

形成する」ことを吟味することだと説明している[p.180]。ヴァーチャルなものであるときに、可能的でもあるこ

ともできるように、しばしば「混合」が強調される。

リアル、可能、アクチュアル、ヴァーチャルは、異なった四つの存在様態である。しかしこれらはほぼ常に、

私たちが分析しうる具体的な現象において共に
、、
働いている。あらゆる生きた状況は、一種の存在論的動力を

四つのサイクルで機能させており、それゆえ、決して四つの区分の一つに一括して「まとめられる」べきで

はない。[p.188] 

ふたたび、ハンマーを持ち出そう。技術的客体が「四つの存在様態にしたがって」分析されるということは、

それぞれのハンマーの様態があるということを意味している。「価格や重さ、木の柄や金属の頭、明確な形を持

った事物」としてのリアルなハンマー、「滅ぶべきものであり、特定の打撃や使用の有限な蓄え」としてのポテ

ンシャルなハンマー、「今ここで
、、、、

、毎回違った仕方で、起こる
、、、

」アクチュアル化したハンマー、「ハンマーの発

明の記憶として」、私たちの身体を世界へ向けて新たに開示する「ヴァーチャル化しているハンマー」というよ

うに、四つの存在様態にしたがって、分析することができる。

このとき「ポテンシャル-リアル」の対と「ヴァーチャル-アクチュアル」の対とが、技術的客体において、交差

しなければならない。たとえば技術的客体に言及するなかで、この例で明らかなように、ヴァーチャル化はしば

しば「物質化の過程」をもたらすからである。二組の対関係だけではなく、移行も交差しなければならない。た

とえば、テキストのポテンシャル化とリアル化は、それが読まれること、言い換えれば「あるテキストの意味の

一つのアクチュアル化」によってのみ、「意味をなす」のである。対称的に、ヴァーチャル化とアクチュアル化

の弁証法である「意味あるメッセージの創造」は、「ポテンシャル化-リアル化」によって「条件づけ」られる

[pp.188-189]。本論において、提示することを目的としていた存在論的四学は、ただ、四つの極と四つの移行から

なるだけではなく、それらの相互補完的、相互包含的な関係によって、「共に
、、
働いている」ことを吟味するため

のものだといえるだろう。

おわりに 
技術的客体の発明を、レヴィも枠組みにおいて考察することによって、四つの存在様態、四つの移行が同一の

技術的客体において、交差しており、それは存在論的四学が図式的なものだけではなく、ある種のダイナミズム

を分析するためのものである、と論じてきた。レヴィにおいて技術的客体である道具は、ヴァーチャルなものを

結晶化させており[p.94]、「人類の長い記憶を内に蔵している」[p.125]。レヴィは、道具をこのように考えるから

こそ、集合的知性の鍵であるように語っている。そして、本論ではそのことを論じてきた。しかし、これはまだ

集合的知性の問題の入り口にすぎない。

 集合的知性にせよ、技術的客体にせよ、それらをヴァーチャル化を軸にして、考察しなければいけない。とい

うのも、「ヴァーチャル化というものは、それによって人類が形成され、創造され続けている運動であることを

示したいと願った」[p.194]からである。だとすれば、本論の終わりにたどり着いた入り口とは、このダイナミッ

クな運動を考察するための入り口でもある。この先には、ヴァーチャルな世界が拓けていることだろう。

参考文献

Pierre Lévy , Qu’est-ce que le virtuel? , LA DECOUVERTE , Paris , 1995 

ピエール・レヴィ 『ヴァーチャルとは何か？――デジタル時代のリアリティ』 昭和堂, 二〇〇六, 米山優・曽我

千亜紀・井上寛雄訳

――――『ポストメディア人類学に向けて－集合的知性』 水声社, 二〇一五, 米山優・清水高志・曽我千亜紀・井

上寛雄訳

20



社会情報学会中部支部・芸術科学会中部支部・情報文化学会中部支部 

合同研究発表論文 

刑務所ラジオにおけるリクエストプログラムの意義 
―受刑者に対する質問紙調査の分析から 

Significance of request programs in prison radio 
-The analysis of qustionnaire surveys of prisoners

芳賀 美幸◎
Miyuki Haga 

名古屋大学大学院情報学研究科  Graduate school of Informatics, Nagoya University 

要旨･･･本研究では,刑務所で受刑者向けに放送されているラジオのリクエスト番組において,聴取と

メッセージ投稿という２通りの参加に焦点を当てて, その意義を明らかにする. 受刑者への質問紙調

査を実施し，自由記述回答を質的分析方法の一つ，修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ

（M-GTA）を用いて分析した. 受刑者は番組参加の過程で，DJのコメントや他の受刑者のメッセー

ジを介して，自らの感情や生活を省みることにつながっていた.

キーワード 刑務所ラジオ， 質問紙調査，グラウンデッド・セオリー・アプローチ

１．研究目的 

 本研究の目的は,刑務所で受刑者向けに制作・放送

されるラジオにおいて,リスナーである受刑者から,

音楽のリクエストとメッセージを募る番組の意義を,

聴取とメッセージ投稿という２通りのリスナー参加

の観点から明らかにすることである. 

刑務所ラジオとは,刑務所の職員や地元のコミュニ 

ティFM 局によって,受刑者の社会復帰を支援する目

的で制作され,多くの場合,所内のみで放送されてい

る音声番組である.報道などによれば,札幌,府中,富

山,松本,岡山,山口,福岡など,各地の矯正施設で実施

されている.多くが受刑者から音楽のリクエストとメ

ッセージを受け取り,それに対してコメントを返すと

いう「DJ スタイル」の番組形式である.

 筆者はこれまでに，番組制作者の視点からみたDJ
とリスナーのコミュニケーションのありようについ

て研究を行った.1 次なる段階として,本研究では,番

組の受け手である受刑者に対する質問紙調査の回答

の分析から,リクエストプログラムを通じて,受刑者

はどのような体験を得ているのかを明らかにする. 

２．研究背景 

(1) 「沈黙」の刑務所におけるラジオの可能性

日本の刑務所の特徴は,沈黙である.人権団体ヒュ

ーマン・ライツ・ウォッチは，1995年の報告書で，

日本の刑務所では，受刑者は何年にも渡って人と接

触する機会を奪われ，大きな音を立てることが禁じ

られ懲罰の対象になることさえあると指摘している. 

1 「刑務所ラジオにみるリスナー参加の意義－豊橋刑

務支所「リクガメ」の事例から」（2022 年 9 月,社会

情報学会で発表） 

日本の刑罰制度は，長く「応報」「懲らしめ」の

考えが基本にあった.社会から閉ざされた環境は,受

刑者の人間性を軽視する対応にもつながり,名古屋刑

務所で刑務官が受刑者を死亡させる事件も起きた.事

件を契機に,受刑者の処遇に関する旧監獄法が改正さ

れ,刑事収容施設法が制定された.近年では刑務所の

役割は,罰を与えることよりも，受刑者が刑期を終え

た後に円滑に社会復帰し,再び罪を犯さずに生きてい

くための支援にあると認識されるようになっている. 

そのような流れの中でも,「沈黙」を強いる刑務所

の状況は根本的には変わっていないとみられる.受刑

者たちは刑務作業中や食事中は原則，会話は禁止さ

れており,自由に会話できる時間は限られている.安

田（2020）は,社会においては他者とのコミュニケー

ションが極めて重要であるにもかかわらず,刑務所で

は他者と接する機会が圧倒的に少ないために,受刑者

は自らの意志を表示することができず,そのことが出

所後に対人関係のトラブルにつながったり,生活再建

のために必要な福祉サービスなどにつながることを

阻んでいると指摘している.

一方で,沈黙を破り,受刑者がコミュニティ（共同

体）の中で自らの経験を語り合うことで人間的な成

長につなげようとするプログラムもある.世界的に

「回復共同体（Therapeutic Community:TC）」という

アプローチが，欧米を中心に広まっており，日本で

も導入されつつある（毛利・藤岡，2018）.TCにおい

て重要視されるのが,自分自身の様々な感情を感じ取

り,理解し,表現する能力である「エモーショナル・

リテラシー」の習得だという（坂上,2002,2022）.自

分自身がいま何を感じているのかを分からず,感情を

言葉にできない状態においては,暴力が表現手段にな

りかわってしまうことがある.他者との対話を通じて,

自分の感情を理解し,適切に表現できるようになるこ
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とは,新しい生き方の獲得につながっていくと考えら

れている. 

上記のように受刑者のコミュニケーション機会の

確保と,他者との関わりの中で自己の感情を理解し,

表現することを重視する見方がある中で,本稿では刑

務所ラジオが果たす役割に注目する.メディアは単な

る情報の媒介物ではなく,「人びとが物語を交わし合

う広場」（小川,2015）である.その中でもリスナー

の参加をもって番組が成り立つラジオのリクエスト

プログラムは典型例だといえる. 

広場を活性化させるリスナーの参加の仕方として,

まず「メッセージの投稿」がある.真鍋（2007）は，

NHKの「ラジオ深夜便」を例に,リクエストメッセー

ジを送ることは，音楽によって喚起される記憶をた

どって,自らの人生を懐古し,意味づける過程であり,

同時に話題提供者として番組に寄与することである

と指摘している.記憶の懐古は,記憶に紐づく感情の

喚起であり,その感情はメッセージを通じて,番組を

聴いている他のリスナーにも伝播していく.ここで

「聴く」という行為を通じて番組に参加しているリ

スナーたちも,また「語り手の経験をきっかけにして,

語り手との間に“対話性”のある関係(語り手は不特

定のリスナーに語っているが,リスナーは語り手の言

葉を触媒にして,自分自身と語っている)を作ろうと

する」(藤竹,2009:71)のである.

ラジオを通じた自分自身や他者との対話は,刑務所

ラジオの実践の中にも見出される可能性がある.特に

社会に比べて他者とのコミュニケーションが制限さ

れている刑務所という「沈黙」の空間において,ラジ

オというメディアを通じた対話が,受刑者にもたらす

役割は大きいと考えられる.

(2)刑務所ラジオにおける受刑者の参加形態

刑務所ラジオは，イギリスやアメリカ，オースト

ラリア，ドイツなど欧米諸国でも放送されており，

海外ではオルタナティブ・メディアや市民メディア

の視座から研究が進みつつある.中にはリスナーを受

刑者に限定せず，広く一般の人に向けて放送されて

いる音声番組も含まれる（International Prison Radio
Conference, 2021, Anderson, 2012）.Anderson(2012）は，

受刑者の番組参加は社会の一員として公共圏へ参加

することだとみなし，受刑者やその家族らが参加す

るリクエスト番組は，受刑者が抱く社会からの疎外

感を解消すると述べている.

イギリスでは，イングランドとウェールズの100以
上の刑務所で番組を放送するラジオ局「Prison Radio 
Association」が,公共放送 BBC とパ ートナーシップ

を結び，服役中の受刑者がプロのラジオプロデュー

サーとともに番組を作っている. 受刑者によるラジ

オ制作への参加は，社会復帰に向けて当事者の視点

から有効だと思われる情報の提供につながる

(Charlotte,2018)と同時に，受刑者が読み書きや ICT
のスキル，会話によるコミュニケーション能力を高

める機会になる（Charlotte， 2018，Wilkinson and
Davidson，2008）と指摘されている.また,ドイツの

刑務所で受刑者が制作するポッドキャストを分析し

たGrace（2021）は，音声コンテンツを通じて受刑者

が自分自身の物語を語る機会を与えられることで，

肯定的なアイデンティティの変容につながり，回復

を促進する可能性があると述べている.イギリスとド

イツの事例では，受刑者の番組参加は，制作過程へ

の関わりを通して，実用的なスキルの獲得と，自分

の内面に向き合う機会につながっているといえる.

上記のような海外の刑務所ラジオに対して，国内 

の刑務所ラジオは形態が異なる.受刑者の番組参加は,

聴取と番組へのリクエスト,メッセージの投稿に限ら

れている場合がほとんどである.札幌刑務所で放送さ

れている「苗穂ラジオステーション」について受刑

者にアンケートを行った村崎(2018)によれば，番組

のリクエストプログラムに参加する理由は，音楽が

聴きたいという以外に，DJや他のリスナーに自分の

思い出話などを聴いてもらいたいという声があると

いう.また,坂田（2019）は，DJが受刑者のメッセー

ジにコメントする番組形態について，DJはコメント

を最低限に抑えており，受刑者が送ったメッセージ

はいったん他者の言葉と声を借りて，本人へと循環

していくという点で，番組は「自分自身の内面を見

つめ続けなければならない『自己監視』の装置」で

あると述べる.一方で，筆者による注1の研究では，

DJは受刑者の承認体験を重視し，メッセージに対し

て「自分を認めてもらえた」と思ってもらうコメン

トを積極的に行うことを心がけている事例もあった.

それぞれの刑務所で，番組形態やDJの態度は異なっ

ていると考えられるが,リクエストという共通の形式

を通じて，DJとメッセージを投稿するリスナー,それ

を聴く一般リスナーの間に重層的なコミュニケーシ

ョンが展開されている可能性がある。

３．研究対象・方法 

 2022年6～7月，名古屋刑務所豊橋支所に収容され

ている受刑者及び未決拘禁者を対象に，質問紙調査

を実施した.受刑者は全員女子であり,年齢層は20代
～70代以上で,平均年齢は50.1歳である.未決拘禁者と

は,裁判で刑が確定する前の被疑者・被告人であり,

女子と男子を含む.配布・回収数は182部（受刑者155,
未決拘禁者27）で, 有効回答数は166部（有効回答率

91％）であった.質問項目（全10項目）は，過去の調

査（村崎，2018）の結果に基づいて検討を行い，作

成した.倫理的手続きについては,刑務支所を通じて,

調査の目的を説明し,学術研究以外でデータを使用し

ないことを約束し,調査協力の同意を得た. 

受刑者らの自由記述欄の回答は，質的研究法の１

つ,修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ

(M-GTA)を用いて分析を行った.Ⅿ-GTAは，人と人

が直接的にやり取りする社会的相互作用に関わる研

究,対象とする現象がプロセス性を有する研究に適し

ている（木下，2003）.本研究では，受刑者がDJや他

のリスナーと交流するプロセスにおいてどのような

体験を得ているのかという個人的な経験を分析する

ため,M-GTAによる分析が有効だと考えた.  

22



社会情報学会中部支部・芸術科学会中部支部・情報文化学会中部支部 

合同研究発表論文 

分析テーマは「刑務所ラジオにおけるリスナーの

聴取体験のプロセス」とし,自由記述回答から分析内

容と関連する具体例を抽出し,他の類似例も説明でき

る概念を生成した.さらに,他の概念との関係を検討

して,複数の概念から成るカテゴリーを生成した. 

４．結果 

(1) 番組の聴取と参加の傾向

「リクガメを聴いたことがあるか」の質問（有効

回答数：166）では，聴取経験があったのは80％
（n=133）だった.番組を聴いたことがある者のうち，

番組を聴く頻度（有効回答数：130）は，「毎回」

87％（ n=113 ）が大半を占め，「たまに」 13 ％
（n=17）であった.番組は受刑者に広く認知され，積

極的に聴取されているといえるだろう. 

リクエストの経験の有無（有効回答数：132）は，

「ない」68％（n=90）が，「ある」32％（n=42）を

倍以上上回り，「メッセージの投稿」を通じた番組

参加よりも，「聴く」ことを通じて参加しているリ

スナーが多数を占めていた.「ある」と回答した者に

リクエストをした理由（複数回答,有効回答数：42）
を尋ねると，「自分の好きな曲・思い出の曲を聴き

たい」41％が最も多く，「自分の書いたメッセージ

をDJに読んでほしい」28％と続いた.「その他」6％
の自由記述欄では，「他の受刑者のメッセージに励

まされたので,誰かの励みになればと思い応募を始め

た」「特殊な世界の出来事はなかなか社会で話す事

ができないので，ここで吐き捨てて前に進んでいけ

たら」などの回答があった.また,リクエストが読ま

れた感想（複数回答,有効回答数：30）で，多かった

回答は「好きな曲が聴けて嬉しかった」34％，「DJ
のコメントがうれしかった」32％が並んだ.「その

他」7％の自由記述欄では，「分かってもらえた時の

嬉しさ」「聴いてほしいお話が沢山ありすぎて書き

きれません」などの回答があった.リスナーがメッセ

ージを投稿するのは，リクエストした曲が聴きたい

という理由だけでなく,メッセージを通じて自身の置

かれた環境や境遇に理解を示してくれるDJや他のリ

スナーとの交流を望んでいる様子が見えてきた.

一方で，メッセージを投稿するリスナーは，自身

の思いや考えを文章としてまとめるだけの感情表現

能力や言語能力を有しているともいえ,リスナーの中

にはそうした能力を十分に有していない（と本人が

思っている）者が一定いるとみられる.リクエスト経

験が「ない」者にリクエストをしない理由（複数回

答,有効回答：84）をたずねると，「メッセージに書

く内容が思い浮かばない」が47％と半数近くを占め

た.「その他」30％の自由記述欄では，入所して間も

ない（5件），刑務所の規則上の理由でリクエストを

送ることを許可されていない（4件）といった物理的

な制限を除いて，「うまく文章を書けないから」（4
件）が多かった.このことから「聴く」ことに専念し

ているリスナーの中には，メッセージを書くことに

困難さを感じている者が一定いることがわかった. 

(2)番組に関する感想の自由記述の分析

番組に関する感想の自由記述（有効回答：111）に

ついて,M-GTAの手法に則り分析を行った結果,リス

ナーの番組聴取に関わる8個の概念と5個のカテゴリ

ーを生成した（表1）.以下では,【 】で囲んだカテ

ゴリーを,〈 〉で示した各概念を用いて説明する.

【外部の存在】 

このカテゴリーは，番組聴取を通じて，受刑者が意

識しているコミュニケーションの対象を示す.刑務所

という閉鎖空間にいるリスナーは，番組聴取を通じ

て，外部の存在と間接的に関わっているといえる.リ

スナーは番組を通じて〈社会との接触〉を体験して

おり，「DJさん達の会話で外の情報も知れる」

「MISHAの会いたい今をリクエストしたいです.主人

は今でも月に２回面会に来てくれています」という

ように，DJの会話やリクエストを通じて，外の生活

や人に思いを馳せている.また，DJのトークやコメン

トは「毎回明るい口調で楽しい」「人間らしいあた

たかみを感じる」もので，〈DJの明るさ〉が，受刑

者の気分転換や前向きな気持ちを持つことにつなが

っている.

【内部の存在】 

上記と同様に，番組聴取を通じて受刑者が意識して

いるコミュニケーションの対象を示す.番組でさまざ

まなメッセージや音楽が流れることで，リスナーは

同じ刑務所の中で生活する他者の言葉や考えに触れ

ている.〈他者への関心〉では，「メッセージを聞き

ながらどんな方なのかなと想像しています」「自分

以外の受刑者も頑張っていることがわかって力強く

思う」というように，他者のメッセージに共感した

り刺激を受けたりしている.一方で，メッセージの内

容が「表面的な言葉，かっこいい前向きな言葉ばか

りで本当にそう思っているのかな」「メッセージ 
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を送る理由がわからない.しかもこんな所で」と〈他

者への懐疑〉を抱いている者もいる. 

【現実認識】 

番組を聴くことは，受刑者にとって日々の生活や現

実に向き合う機会となる.刑務所の外部の社会への接

触に加え,DJのコメントや他者のメッセージを聴くこ

とによって,自身の〈生活の省察〉につながっている.

一方で,聴取によって自身が刑務所にいるという現実

を実感する側面もあり,「日常の毎日の生活から離れ

たいので余り興味がない」として〈現実回避〉のた

めに聴取やメッセージの投稿を避けている者もいる. 

【娯楽としての音楽】 

受刑者は〈娯楽としての音楽〉を求めており，番組

を通じて音楽を聴くことが気分転換となっている. 

【時間経過の実感】 

外部から閉鎖された刑務所は，日々の変化を感じに

くい中で，「リクガメが流れるとあれから一カ月も

たったのかと思える」「あと何日と待っているとあ

っという間に１年過ぎてしまい助かってます」と

〈時間経過の実感〉につながっている. 

続いてカテゴリーと概念を用いたストーリーライ

ンを記述しておく.

刑務所ラジオにおいて,リスナーは番組の聴取を通

じて２種類のコミュニケーションを展開している.一

つは,刑務所の【外部の存在】とのコミュニケーショ

ンである.リスナーは〈DJの明るさ〉を生活の励みと

しており，また番組を通じて〈社会との接触〉を体

験している.もう一つは刑務所の【内部の存在】,受

刑者同士のコミュニケーションである.受刑者の中に

は〈他者への関心〉を持つ者がいる一方で,他の受刑

者に対して〈他者への懐疑〉を抱く者もいる.また,

番組の聴取は受刑者にとって〈時間経過を実感〉し

たり,〈娯楽としての音楽〉を楽しむ機会でもある.

全体として,番組を介したコミュニケーションが,受

刑者の【現実認識】に作用し,〈生活の省察〉につな

がることがある一方で,あえて聴取やメッセージ投稿

を避けるなど〈現実回避〉に向かう場合もある.

５．考察 

 刑務所ラジオにおけるリクエスト番組の意義とは

何かという本研究の問いに対し,受刑者は番組参加の

過程で，他者と交流し，自らの生活を省みることに

つながっていると明らかになった.自由記述欄の分析

の中では，「メッセージの投稿」を通して直接的に

DJ のコメントを受け取っているリスナーだけでなく，

「聴く」ことに専念しているリスナーも，他者の投

稿やそれに対する DJ コメントを媒介に心の内でさま

ざまな感情を巡らせていた.「沈黙」の中で生きる受

刑者にとって，生活や立場を共にする他の受刑者，

外部の人間でありながら受刑者の置かれた環境や立

場に理解を示す DJ とのコミュニケーション機会は貴

重であり, やり取りの中で，受刑者はこれまでの人

生や現在の生活,そして出所後の生活を考える.その

ことが，犯罪を断ち切った新しい生き方につながっ

ていく可能性もある. 

 一方で，分析の中で番組に対する肯定的な要素が

多くみられたのは，番組を好意的に聴取しているリ

スナーが，より積極的に自由記述欄に回答している

からだと考えられる.リクエストプログラムに対する

否定的な見方も示されたが，具体例に乏しく十分な

検討ができなかった.今後，異なる調査手法や分析方

法を用いて，刑務所ラジオの機能を多面的に検討し

ていくことは，受刑者の更生に向けた生活の向上に

ラジオが寄与することにつながると考える.
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要旨･･･近年の情報技術の発達により，世の中の意思決定におけるデータ活用は変化している。

2016年には官民データ活用推進基本法が施行され，国及び地方公共団体においても官民データ活用

が重要視されている。その一方で，まちづくりにおける適応という面では，官民データの活用ニー

ズがある一方で，ノウハウの不足などから取組が進んでいないという現状がある。本稿では官民デ

ータを用いたまちづくりにおける①愛知県日進市におけるオープンデータ研修の実施及びその後の

影響調査，②岐阜県高山市における官民データ分析結果の意思決定への有用性の確認のそれぞれの

結果を報告する。取組の結果，①研修参加職員のオープンデータに対する理解度向上及び，新規オ

ープンデータ公開に係る議論の創出，②官民データの分析結果から得られた知見の新施策創出への

有用性の確認といった成果が得られた。

キーワード 官民データ，オープンデータ，まちづくり，Public and Private Sector Data， 
Open Data，City Planning 

１．はじめに
2016年に官民データ活用推進基本法が施行された。

この法においては，「個人・法人の権利利益を保護

しつつ，情報の流通をすること」や「活力ある日本

社会の実現に寄与すること」が基本理念として掲げ

られている[1]。また，国と都道府県は官民データ活

用推進計画の策定することが義務付けられている。

同計画により，データの公開や活用が推進され，都

道府県レベルでは，その全てがオープンデータに着

手している[2]。しかし，地方公共団体の中には，一

度オープンデータが公開された後にその更新がなさ

れていなかったり，そのデータを用いた活用事例等

が乏しかったりする地域も存在する。 

さらに，官民データ活用の結果を享受する住民に

とっても，データ利活用は身近な存在となっている。

例えば，民間事業者であるアスクル株式会社は自社

が保有するショッピングサイト，LOHACOを通じて住

民(消費者)のニーズデータを収集，これをメーカー

となる他の民間事業者に提供することにより，新た

な商品開発等に活かす取組を行っている[3]。 

このように，データに基づいてより良い意思決定

がなされることを住民も実感するようになってきた

昨今では，まちづくりの面においても住民はデータ

に基づく意思決定が行われることを求めている。 

地方公共団体である市区町村においては，官民デ

ータ活用推進基本法の基本理念の前半部分にもある

ように「個人の権利利益を保護」する点においては

手厚い対応が行われている。例えば，個人情報保護

条例に注目をすると，1984年の福岡県春日市による

条例制定を皮切りに，政府が民間企業向けに個人情

報保護法を施行する前から多くの市区町村において

独自の条例が定められている。今ではそれがいわゆ

る2000個問題と呼ばれ，問題視されていた。これが

令和3年に行われた個人情報保護法の改正により，地

方公共団体においてもベースの統一された個人情報

保護法が適応されることになったことは記憶に新し

い。 

その一方で，まちづくりへの適応という面では，

データ利活用の現状として，その4割がまちづくりへ

の新たなデータの活用ニーズがあるとしている。し

かし，約半数に及ぶ46%においてノウハウが不足して

いるという調査結果も得られている[4]。つまり，ま

ちづくりにデータの活用をしたいというニーズはあ

るものの，ノウハウの不足によってそれが阻害され

ているということである。 

そこで本研究では，官民データ活用を通じて，ま

ちづくりに良い影響を与えることを目的に取組を行

う。 

２．研究の目的
今回行った研究の目的は，以下の二つである。 

① オープンデータに関する研修をオープンデータ
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推進を担当する職員以外の地方公共団体職員に

実施することにより，官民データの一つである，

オープンデータの取組が推進するかを確認する

こと。

② 地方公共団体によって公開されている官民デー

タを分析し，ここから推察される知見を創出し，

これを公表することがデータに基づく意思決定

に利用可能であるかを確認すること。

目的①は，オープンデータにおける，特に権利と

個人情報との関係について説明する研修を実施し，

研修前後での参加者の理解度等のアンケート結果を

収集することで，このような研修が官民データ活用

促進に有益かを確かめるものである。 

目的②は，地方公共団体によって公開されている

データの中で，まちづくりという面で利用されてい

ないものに対し，分析やそれを通じた知見などへの

意味づけを通じたものを公表することにより，これ

らがデータに基づく意思決定に利用可能かを確認す

るものである。 

３．オープンデータに係る研修の実施

３.１研修実施先の状況 
今回対象とした地方公共団体は，愛知県日進市(以

下，日進市)である。日進市では，「市町村官民デー

タ活用推進計画」と兼ねる形で，「日進市ICT推進の

ための基本方針」を2021年3月に発表している[5]。

本計画の中では基本方針の５項目が挙げられており，

そのうちの一つに「官民データの容易な利用等に係

る取組」を含んでいる。また，個別施策として，

「官民データ活用施策の推進に向けた職員の研修・

育成」が含まれている。

日進市におけるこれまでのオープンデータの取組

の一つとして，防災啓発マップというWEBアプリがあ

る[6]。これは日進市を含む尾三地区のオープンデー

タをもとに，防災への関心を高めるものであった。 

しかし，このような取組が行われている日進市に

おいても市の職員の方々全体にオープンデータにつ

いての知見が広まっているわけではない。ここを改

善し，業務のあらゆる場面でオープンデータの活用

が検討・実施され，より多くの事例が創出されるこ

とが求められる。 

３.２研修内容 
本研究の取組は2022年6月27日に，日進市役所にて

行われたオープンデータ研修の後半部分で実施した。

研修には，市役所の職員の方々26名が参加した。 

この研修において，大きく二つのテーマを設定し

た。 

① オープンデータに関する権利について

② オープンデータと個人情報の関係性について

テーマ①を設定した理由は，オープンデータ公開

に直接携わらない職員であっても，業務で取扱うデ

ータがオープンデータとして公開可能なものかとい

う判断基準知っておくことで，今後のオープンデー

タ推進に繋がると考えたためだ。オープンデータ推

進の前提には，使用するデータがオープンデータと

して公開可能であることが挙げられる。そのため，

オープンデータに求められる権利面の整理や要件に

ついて発表を行った。

テーマ②を設定した理由は，官民データ活用推進

基本法の基本理念の一つである「個人・法人の権利

利益を保護しつつ，情報の流通をすること」を実現

するにあたっては，個人情報とオープンデータの関

係性を事前に知識として知っておく必要があると考

えたためだ。先述したように，地方公共団体におい

ては，過去に発生した他の地方公共団体におけるイ

ンシデントなどから，個人情報に対してかなり保護

に向かう働きかけが大きい。しかし，それでは，官

民データ活用推進基本法の基本理念は達成されない。

これを改善するための一歩として，個人情報とオー

プンデータの関係性や，実際の事例を紹介すること

により，将来的に，元々は個人情報を含むデータで

あっても，適切な加工を施した上でオープンデータ

として公開する動きが創発される環境を作りたい。

３.３アンケート結果 
取組の評価を行うべく，研修に参加してくださっ

た職員の方々に対し，その前後において，アンケー

トを行った。その結果を各々表１，２に示す。 

表１ オープンデータに対する理解度 

(出典 : 筆者作成) 

表２ オープンデータ研修を受けての理解度 

(出典 : 筆者作成) 

事前アンケートより，「オープンデータ」という

言葉自体の知名度は高まっており，ほとんどの職員

の方々が知っていたという結果になった(表１)。そ

の一方で，そのオープンデータがなにか，という点

については約半数の職員の方が理解していないとい

う結果であった。 

また，事後アンケートでは研修を通じて9割以上の

職員の方々がオープンデータについて理解できたと

いう結果だった(表２)。 

さらに，研修後に新たにデータがオープンデータ

の対象として相談が始まった。対象データ一覧を表

３に示す。 
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表３ 相談が始まった新規オープンデータ対象 

(出典 : 筆者作成) 

４．官民データ分析による知見の発見

４.１分析の概要 
本取組は岐阜県高山市(以下，高山市)にて実施し

た。 

高山市では，名古屋大学，高山市及びNECソリュー

ションイノベータ株式会社(以下，NES)との間で産官

学連携協定を結んでおり，観光まちづくりなどの分

野において連携して取組をおこなっている。

本協定に基づき，NESが所有するAIカメラである

FieldAnalystを用いた人の流れの可視化に関する取

組が行われている[7]。このシステムからは通行人数

の計測が行われ，設置地点ごとに「時間帯別通行人

数」及び「時間帯別性別年代別通行人数」が集計さ

れている。こうしたデータはcsv形式のファイルとし

て高山市のHP上で公開されており，データの利用を

表示することで自由に利用することも可能となって

いる[8]。 

しかし，こうして収集・公開されている官民デー

タについて，活用が十分に行われていないという課

題があった。そこで，本研究では，このように公開

されている官民データを分析し，そこから知見を発

見し，これを公表することで，このような官民デー

タが施策立案などの意思決定に有用かを確認した。

４.２分析内容 
公開されている官民データをもとに，複数の分析

を行った。 

まず，単純な通行人数に関する分析を行い，市内

のある地点において３連休における通行人数の特徴

を明らかにした。図１のように２年以上のデータを

収集し，その期間における３連休の日数ごとの通行

人数の平均をとったところ，２日目が最も多く，他

の日に比べて約1.5倍の通行人数であったことを確認

した。この結果から，３連休の場合には，２日目が

最も通行人数が多くなり，他の日に比べて約1.5倍ほ

どになるのではないかという知見を得た。 

図１ ３連休の日数ごとの通行人数 

(出典 : 筆者作成) 

続いて，同じく市内のある地点において，性別ご

と，年代別，季節別の割合推移について分析を行っ

た。図２のように，年代ごとの割合の推移を季節ご

とに確認したところ，2021年の夏以降，女性の２０

代が占める割合は増加し，４０，５０代が占める割

合が減少していることを確認した。周辺環境を調査

すると，2020年の12月までは観光庁によるGoToトラ

ベル事業の適応があった[9]。そのため，2021年夏以

前はこのような旅行者支援制度を用いて，４０，５

０代が観光を行っていたが，こうした支援の中止や

感染症の流行状況に応じて女性の４０，５０代の観

光客の割合が減少し，２０代の観光客の割合が増加

した可能性が考えられた。 

図２ 女性の季節ごと年代割合推移 

(出典 : 筆者作成) 

４.３発表内容 
発表は2022年10月29日，土曜日に高山市市役所地

下の大会議室を会場とし，午後19時から21時まで実

施された「第２回ICTを活用したまちづくりワークシ

ョップ」において行った。本ワークショップには高

山市内事業者や，市役所職員等が参加した。 

発表においては，前節で述べたような，分析結果

やその結果から考察されたことについて述べた。そ

の際，長期的なデータを用いた分析結果だけでなく，

直前に高山市内で開催された「秋の高山祭」の期間

を対象とした分析結果についても述べた。 
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４.４アンケート結果 
「第２回ICTを活用したまちづくりワークショッ

プ」の終了後に参加者に対してアンケートを実施し

た。アンケート結果は図３のようになり，分析結果

は新施策創出に有益そうだという結果が得られた。 

図３ 分析結果の有用性について 

(出典 : 筆者作成) 

５.考察
目的①に基づき実施した研修については，オープ

ンデータに関する研修をオープンデータ推進を担当

する職員以外の地方公共団体職員に実施することに

より，オープンデータの取組が推進することを確認

できた。その理由として，オープンデータに対する

理解を庁内に広めたことが挙げられる。理解が広ま

ったことにより，オープンデータ公開に向けた行動

に対する障壁が下がり，結果として活動の促進につ

ながったと考えられる。そのため，今後も同様の活

動を通じて広くオープンデータの理解度を高めてい

くことにより，公開されるデータの量，種類を増や

し，さらなる活用が取組まれることが期待される。

そして，目的②に基づき実施したデータ分析とそ

の結果及び知見の公表については，このような取組

がデータを用いた意思決定に有用であることを確認

できた。その理由として，民間事業者及び，市役所

職員の方々が感じていた感覚をデータで裏打ち，ま

たは覆すようなデータ分析および結果の発表を行う

ことができたことが挙げられる。今後はこのような

分析や知見の発見までを民間事業者及び市役所職員

の方々が実行可能な環境を整備することにより，彼

らが主体的にデータを用いた意思決定を進めていく

ことが期待される。 

６．おわりに

本研究では，官民データを用いたまちづくりにお

ける課題点を取り上げ，それに対して複数の地方公

共団体における実践を行い，その成果を提示してき

た。これらの取組を通じて感じたこととしては，実

際にまちづくりに携わっている方々が官民データ分

析や活用に対して高い関心を持っているということ

だ。しかし，その一方でそうした官民データに対す

る説明責任を果たしたいなどの要望から官民データ

活用へのハードルが高まり，なかなか導入に踏みき

れていないという面もあったように見受けられる。

そのため，真に官民データを活用したまちづくりを

進めるにはノウハウのみならず，そうした挑戦に対

して住民も納得をし，場合によってはある程度の失

敗は許容するといった受容性を育むことが必要だと

考える。 

将来的には，目的①及び②を発展させ，異なる組

織が保有するデータを，個人・法人の権利利益を保

護したまま連携・分析可能とする技術，「プライバ

シーテック」が，まちづくりにおける官民データ活

用に有益かを確認するべく，民間事業者等向けに勉

強会を開催することを企図している。
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高齢者のデジタル活用のための地域支援体制の提案と実践
Proporsal and Practice of  a Local Support System for Digital 

Utilization among the Elderly 

◎長元真実1，浦田真由1，遠藤守1，安田孝美1，

井上愛子2，宇野千晴2 
Mami NAGAMOTO，Mayu URATA，Mamoru ENDO，Takami YASUDA， 

Aiko INOUE，Chiharu UNO 

1名古屋大学大学院情報学研究科  Nagoya University Graduate School of Informatics 
2名古屋大学未来社会創造機構 Institute of Innovation for Future Society  

要旨･･･デジタル技術が進展する我が国が抱える社会問題の解決のためにデジタルの利活用がます

ます重要になっている．社会全体のデジタル化を進めるには，国，自治体，民間そして地域住民が

協力し，高齢者をはじめとするデジタル活用の恩恵を受けられていない人へ支援することが必要で

ある．本研究では，高齢者のデジタル活用の支援方法の検証と，地域の担い手育成並びに育成した

担い手による支援の実践を通して，高齢者のデジタル利活用を支援する地域体制の構築を目指す．

キーワード 高齢者，デジタルデバイド，デジタル活用支援，生活支援，スマートスピーカー

１．はじめに
我が国ではデジタル技術の進展するなか，少子高齢

化とそれに伴う様々な社会問題の解決のために，社

会全体でデジタル利活用がますます重要となってい

る 1．この状況を踏まえ，社会全体のデジタル活用を

推進するため 2022 年に「デジタル社会実現に向けた

重点計画」が閣議決定され，デジタル庁を中心に取

り組みが行われてる 2．ここでは，誰もがデジタル化

の恩恵を享受できる人に優しいデジタル化を進める

ために，「誰一人取り残されないデジタル化」の取

り組みが進められている．具体的には利用者視点を

第一としたサービスデザインの確立や地方公共団体，

企業や住民などが各々の立場で相互に協力する「皆

で支え合うデジタル共創社会」の環境整備がある．

２．高齢者のデジタル活用とその支援
(1) 高齢者のデジタル活用

令和３年度版情報通信白書によると 60 代のインタ

ーネット利用率は 82.7%であり，スマホの保有率は

60 代以上で 81%であり，いずれも上昇傾向にある．

このように高齢者はデジタルを活用できる機会をこ

れまで以上に持っている．しかし，インターネット

を利用したサービスの利用状況で見てみると，他の

世代に比べ SNSやメッセージングアプリ，QRコード

決済など多くのサービスで若い世代に比べ利用率が

低く，活用が十分とは言えない．

(2)支援の現状

総務省では 2021 年からデジタル活用に不安を持つ

高齢者を対象にデジタル活用支援事業に取り組んで

いる 3．この事業は 5 年間で延べ 1,000万人の高齢者

を対象に携帯ショップ等でスマホの使い方講座を実

施することを目指している．この事業は非常に需要

がある一方で，現在もさまざまな論点がある．具体

的には，携帯電話ショップのない地域への講師の派

遣や，講習会のフォローアップとして相談会の実施

や体験コンテンツの充実など，活用支援の形式の検

討も行われている 4．またこうした事業は終了後の継

続性について指摘されることもあり 5，継続的な支援

体制を地域で築くことが求められている．加えて，

高齢者のデジタル活用支援に関する研究では講習会

形式において高齢者の理解度に合わせ一対一での補

助のもと複数回にわたって実施されている 6．こうし

た個別的また継続的な支援の実現には，高齢者にと

って心理的・距離的に近い担い手が必要となる．

(3) 提案

本研究では高齢者のデジタル活用のための地域支

援体制の構築を目的とする．持続可能な地域支援体

制の構築には，地域の現状にあった支援内容を自治

体と連携して検証し，地域の担い手が主体的に支援

していく必要がある(図 1)． 

図 1 高齢者のデジタル活用のための地域支援体制 
そのため，3 段階にわけて体制構築に取り組む(図
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2)．まず，1 段階目に地域に合わせたデジタル活用支

援の方法を検証するため学生による地域の高齢者を

対象に支援を行う．次に 1段階目で検証された支援を

担い手が実践できるよう，担い手を育成する．最後

に担い手による支援の実践を行う．それぞれの段階

においてフィールドごとに各段階の進度を評価する．

図 2 体制構築に向けた 3 段階 
(4)研究フィールド

本研究はデジタル活用の地域支援体制の足がかり

とするため，デジタル活用に積極的な自治体，高齢

者を対象とし，2つのフィールドを選定した． 
名古屋市北区は市内で 2番目に高齢化率が高く，本

研究以前より社会福祉協議会と共同で「令和 2年度デ

ジタル活用支援員推進事業」に取り組んでいる 7． 
次に愛知県豊山町は令和 2年度から名古屋大学未来

社会創造機構と共同で，元気な高齢者を対象に地域

活動の担い手を育成する健康長寿大学の取り組みを

実施してきた．栄養管理，運動実践に関する講座が

行われ，運動や料理に加え，スマホの活用など実践

的な教室も開催されている．このように同町では，

高齢者の健康の維持向上を目的に ICT 活用に積極的

に取り組んでいる．本研究室とも共同で，介護予防

を目的に Amazon 社のスマートスピーカーAmazon 
echo show シリーズに対応した栄養分野のアプリ開発

や，google 社のスマートウォッチ Fitbitシリーズを活

用した研究を実施している 8． 

３．高齢者への支援の検証
(1) 概要

学生による高齢者への支援を行い，支援の検証を

を行う．参加した高齢者にアンケートを実施し，そ

の結果と実施の様子から支援の方法を検証する．

(2) 個別形式相談会によるイベント型支援

名古屋市北区では 2021 年 11月に北区在住の 65歳
以上の高齢者を中心に悩みを個別形式で相談できる

デジタル相談会を実施した．実施の際は説明用紙で

ヒアリングの内容や解決方法をメモし，用紙は実施

後参加者に手渡すようにした．1 回あたり 30 分の時

間をとっていたが，延長する人や延長を希望する評

価がアンケートから見られた．30 名が参加し，うち

26 名が 60 代以上であった．参加者による相談会の評

価は 5段階中満足度が 4.5 であり，全員が今後も参加

したいという評価であった．

(3)自宅における継続的支援

愛知県豊山町では 2021年 10月から 2つの期間で合

計 20 人の参加者に 1 カ月間ずつデジタル機器を貸出

し，自宅で利用してもらった．参加者は健康長寿大

学の関係者や，地域活動に関わる人が中心となった．

貸し出す機器は Amazon echo show シリーズ，fitbit 
versa3, fitbit aria2 である．これらを選定した理由とし

てはこれまでの本研究室の取り組みから活用にノウ

ハウが蓄積されていること，そして専門的な機器に

比べ比較的安価に，また手軽に健康データを収集で

きるからである．本研究では貸し出すにあたり，機

器の使い方を説明する体験会と，その後貸出期間中

に生じるわからない点を解決するため対面で中間相

談会を複数回実施した．加えて実施期間中には公式

LINE を用いて，相談を受け付けた．

期間終了後のアンケートには 8名から回答があった．

スマートスピーカーの使いやすさの評価では 10 段階
中全員が 5 以上，4 名が 8 以上の評価となった．支援

については公式 LINE での質問受付についてはヒアリ

ングで利用しやすいと回答する人も複数いる一方で，

心理的なハードルや文面に直すことが難しいという

意見が聞かれた．一方，ヒアリングの一部で LINEミ
ーティングを活用したが，参加した全員が手軽に使

えたという意見が聞かれた．

(4)考察

高齢者への支援としてイベント型支援と自宅にお

ける継続的支援を実施した．イベント型では個別の

相談により高齢者の一人ひとりの悩みを解決できる

ことがこうしたイベントへの参加を促すことがわか

った．自宅における継続的支援については対面とオ

ンラインを組み合わせることで，支援を行えること

がわかった．それぞれにおける支援の方法は地域の

支援体制において基礎となるものであり，今後の担

い手育成の方針としていく．

４．担い手の育成
(1) 概要

３章で検証した支援に向けて，地域で支援を行う

担い手の育成を行う．育成ではデジタルに関する知

識を身につけることに加え，活動を自主的に進めら

れる体制を作ることを目指す．

(2) イベント型の支援に向けた育成

北区では 2022 年 6月から高齢者のデジタルに関す

る相談を受ける「デジタル支援ボランティア」の育

成に取り組んだ．募集には ホームページや広報誌で

の広報と民生委員など普段から地域の活動に参加し

てる高齢者に対して自治体職員からの声かけを行い，

50代〜80代の男女 14名が担い手として参加している． 
育成は月 1回程度講義形式の勉強会を 3回実施し，

学生が作成した資料を用いてデジタル機器について

説明を行った．参加者のおおよそ半数程度の学生・

自治体職員が補助を行った．日程の調整や資料や感

想の共有に LINEオープンチャット機能を利用した．

実施後のアンケートでは勉強内容についてわからな

かったと答える人はおらず，コメントでは次回以降

の勉強会を楽しみにするものが多く見られた．

(3)自宅における継続的支援に向けた育成

豊山町では高齢者が自宅でデジタル機器の活用を

する際に支援を行う「インストラクター」の育成に
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取り組んだ．

3章の支援で活用したデジタル機器の使い方を難易

度によって対面と LINEミーティングを活用したオン

ラインで講義形式の講習会を実施した．具体的には

アカウントの作成や初期設定といった複雑な操作は

対面で，これまで活用した経験のある機能はオンラ

インで講習会を実施した．勉強会中には公式 LINE を

活用した．担い手が勉強会の内容を YouTube に公開

した動画や教材を保存した google driveの URLへアク

セスできるようにし，LINE 電話を利用し質問受付す

るなど自宅で復習できる環境を提供した．講習会の

実施後はアンケートを行った．結果から対面での講

習会は初めて実施した内容であり，複雑な内容であ

ったため，担い手によって理解に差が出た．

(4)考察

北区における勉強会の理解度は高く，コメントか

らも担い手のモチベーションも高いことが伺える．

豊山町では貸出のデジタル機器自体の活用につい

てはかなり広く使えるようになっている．しかし，

連携したアプリの設定などはやや困難な担い手もい

た．アンケートでは担い手から新たに活用したい機

能が提案され，実際に補助をしながら活用できるよ

うにするなど本人たちの活用が積極的になった．

一方，いずれのフィールドにおいても自分たちで

勉強会の開催など自主活動への取り組みは進められ

ていないため，担い手としての意識を高めるために

今後は担い手全員がコミュニケーションをとれる場

を設けることが必要であると考えられる．

担い手育成においては，講師と資料，また質問を

受け付ける体制があることで高齢者であっても継続

的に学習に取り組め，活用できるようになることが

わかった．一方で，育成を継続するには担い手自身

の自主学習や学び合いが必要となる．継続的な自主

活動には，担い手同士の交流の機会を設け，活動の

動機づけをする必要がある．

５．担い手による高齢者への支援の実践
(1) 概要

担い手による支援を実施し，参加者と担い手，補

助を行う学生からのアンケートの結果と実施の様子

から支援の体制を検討する．

(2) 担い手によるイベント型の支援

デジタル支援ボランティアによる支援の実践とし

て個別形式の相談会を 2回行った． 
第 1回の相談会では担い手と学生が 2人 1組で高齢

者 1名の対応を行った．事前に担い手に普段利用する

機器や機能をアンケートで調査し，学生が予約内容

に合わせて担い手の割り振りを行った．

相談会には担い手が 3 名参加し，8 名の高齢者の支

援を行った．実施の際には担い手が率先して説明を

行う様子も見られたが，説明用紙の記入やクラウド

の利用，アカウントの作成など複雑な説明に関して

は学生が説明を行った(図 3)． 

図 3 イベント型支援の実施の様子 
参加者から満足度や参加意欲について 5段階で評価

をしてもらい平均 4.5 以上の高い評価を得られた．丁

寧な対応や説明のわかりやすさを評価する人が多か

った．しかし個別には，自身の悩みと提案された解

決方法が異なるというコメントもあり，ヒアリング

が十分でなく担い手の解説が適切でないことが考え

られた．担い手には解決方法の理解度と説明の難易

度を 5段階で伺った．解決方法の理解度は「ほとんど

わかった」が 2名，「全てわかった」が 1名であった．

参加者に対して説明する難易度では「やや簡単だっ

た」が 2名「簡単だった」が 1名であった．これらの

理由として担い手が普段から周りの高齢者に使い方

を教える経験があったから，参加者の理解度が高か

ったからというコメントがあった．一方，補助に当

たった学生の評価では担い手によって理解度にかな

り差があり，一部結果に乖離が見られた．

第 2回では担い手が 2 名 1 組で高齢者 1 名の対応を

行った．実施にあたっては自治体職員と相談し，説

明の際の用紙のレイアウトや担い手の属性を配慮し

組み合わせを決定した．当日受付であったため，対

応する相談内容はその場で担い手がヒアリングを行

い，説明用紙へ記入した．参加者は北区在住の 65 歳
以上の高齢者が 10 名程度（アンケート回答 5 名），

担い手が 8名参加した．参加者からの評価は，満足度

と参加意欲いずれにおいても全員から 4以上の高い評

価が得られた．担い手に解決方法の理解度と説明の

難易度を 5段階で伺ったところいずれも評価が分かれ

た．低い評価の理由としては，相談内容自体が複雑

なものや使い慣れていないものであったことや，説

明に慣れていないことがコメントからわかった．

(3)担い手による自宅における利用に向けた支援

豊山町ではインストラクターが支援の実践として，

新たにデジタル機器（ Amazon echo show, fitbit 
versa3 ,fitbit aria2）を貸し出す 5 名の参加者への支援

の補助をおこなった．具体的には貸出機器の使い方

を説明する体験会 2回と，自宅での利用中の疑問を解

決する中間相談会 2回に支援の補助として参加した．

体験会で参加者に担い手が 1対１でつき，学生が参加

者全体に説明する際に個別で機器設置やミュート，

音量調整など細かな操作を行った．

中間相談会では参加者 3 名に学生 1 人と担い手が 1
〜2 名つき，グループで参加者の質問への回答やおす

すめの活用方法の提案を行った．

参加者からの評価ではインストラクターによる説
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明のわかりやすさや説明への理解度を 5段階評価で伺

った．2回の体験会の評価では説明のわかりやすさは

平均 4.5 で高い評価となった．中間相談会でも参加者

全員が担い手からの説明があることを良い点として

あげている．説明の理解度では操作が複雑な fitbit 
versa3では低くなるなど，補助がついた場合でも短時

間の講習会で理解させることは難しいことがわかっ

た．担い手には説明の難易度を 5段階で評価してもら

ったが，いずれの回でも難しいと回答する人はいな

かった．コメントでは体験会や中間相談会を通じて，

会が楽しいや自身の復習になるといったコメントが

多かった．

(4)考察

北区でのデジタル支援ボランティアによる支援の

実践では，担い手のみで高齢者の個別相談形式の支

援を実施しつつあるといえる．しかし，相談内容に

よっては学生の補助が必要であり，ブラウザで検索

して回答するといった力を身につける必要がある．

またこうしたイベントの運営についても現在は自治

体職員と学生が実施しており，受付や資料の準備な

どを徐々に担い手へ移行していくことが必要である．

そのためにも担い手同士の交流を活発にし，担い手

だけでの活動への動機づけが重要となる．

一方豊山町でのインストラクターによる支援は，

本研究においては学生の補助に留まっている．しか

し，今年度の健康長寿大学の ICT教室において LINE 
の使用方法，Zoom の視聴方法について受講生のサポ

ートを行い，自治体の高齢者 ICT 利活用支援の活動

に参加している．今後はこれらの経験を発展させ，

担い手が中心となり体験会の講師を行うなどの活動

に移行していく必要がある．担い手同士は元々同じ

コミュニティに属しているため協力して活動するこ

とには抵抗感がないと考えられる．適切に役割分担

を進め，豊山町と連携したデジタルに関する活動に

継続的に支援の機会を持つことが重要である．

2つの事例において，担い手によるデジタル活用支

援を実践できた．しかし，担い手の主体的な支援に

は，より長期間継続して活動を行い，知識や経験を

身につける必要がある．そして活動の継続には，支

援を段階的に担い手に任せることで担い手としての

意識を持たせること，そして担い手同士の交流を活

発にすることが重要であると考える．

６．おわりに
本研究では高齢者のデジタル活用を支援する地域

体制を提案し，支援を実践した．

高齢者へのデジタル活用支援には地域の実情に即

した支援の方法を検証する必要がある．そのために

は自治体や地域活動を取り組む団体と協議すること

が重要である．そして地域との協力はデジタル支援

を行う担い手の選定においても同様である．担い手

には，既存のコミュニティで活動する人が参加する

ことで，活動を円滑に進められるからである．次に

育成は支援の実践と交互に行うことが望ましい．支

援の実践を通じて，自身の知識・説明の経験の少な

さを実感し，育成に取り組む更なる動機となる人が

一定数いることに加え，担い手としての自覚を持つ

ことにつながるからである．

今後は担い手の安定的な活動と支援の実践に向け

て段階的に活動と支援の機会を増やしながら，担い

手同士の交流を促し，活動主体を担い手に移行する

ことが必要である．活動の機会を増やしていくため

には，自治体内での連携強化も課題となる．これま

で窓口となっていた福祉課のみならず，デジタル活

用支援事業の業務を行うことが多い総務課やデジタ

ル推進課といった部署と協力した一体的な取り組み

にしていくことが重要である．北区のデジタル支援

ボランティアでは活動拠点を設置し，月 1回の定期開

催とする方針が決定している．また来年度以降は新

たに担い手を募集しその育成に今回の担い手が補助

として参加する予定である．豊山町のインストラク

ターは，今後も町で行う健康促進イベントなどより

広い対象への支援に参加する予定である．
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外国人医療支援とICT：名古屋市内一般診療所の視点から 
Healthcare Support for Foreigners and ICT:  
From the Perspective of Clinics in Nagoya 

◎岩田 幸子
1
，山本 竜大
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Yukiko  IWATA  and  Tatsuhiro  YAMAMOTO 

1名古屋大学大学院情報学研究科  Graduate School of Informatics, Nagoya University 

要旨･･･本研究は，在住外国人の増加によって対応が迫られる外国人医療の課題に関連して，国が

推進するICTの導入についての医療従事者の意識を明らかにする．現状を知るために，本研究は，

名古屋市内の内科を持つ一般診療所向けアンケートを実施し，主に外国人医療に関する医療従事者

からの要望を分析した．その結果，人材と経済的コストともに有意な関係性はあるが，外部との連

携が必要な人材支援よりもハード面への要望がより強いことから，自院内で対応可能な管理・維持

への支援が示唆された．また，従業員の平均年齢が若いほど，外国人医療にかける人材や財政のコ

ストを重要視し要望が強い一方，年齢によるデジタルデバイドの存在も示唆された．従って，新し

い取り組みによるベネフィットへの理解の差異等，医療現場の視点を踏まえた政策が求められる．

キーワード  外国人医療，ICT，名古屋市内診療所，PLS分析

１. はじめに
近年，訪日外国人及び在住外国人の増加傾向に伴い，

国は共生政策を推進している（e.g. 総務省, 2006）．

2006 年に総務省が「多文化共生推進プラン」を作成

したのを皮切りに，医療現場を含む公共サービスの多

言語化を提唱するなど，外国人の生活を支援する施策

が地方自治体などでも推進されている．言語の課題へ

のアプローチとして，従来の対策に加え，近年では

ICT の発展とともに医療機関において対面通訳，電

話・映像通訳，機械翻訳（AI 通訳アプリ）等を組み

合わせ，地域の実情に応じて，医療機関で必要な医療

通訳の体制を確保することに力点がおかれている（総

務省自治行政局国際室）．

出入国管理統計によると，安倍政権が発足し，実質

的に稼働した 2013 年から，コロナウイルス感染症拡

大前である 2019 年 10月までに日本で働く外国人の数

は約 100万人増加し，約 166万人まで膨らんだ．人手

不足が顕著な肉体労働の領域を補うことを目的に，外

国人労働者の受入が拡大された(明石,2017)ためである． 
2020 年中頃からコロナウイルス感染症にかかる入

国制限により，在住外国人は減少したが，制限緩和措

置が取られる中，長期的な目で見れば今後の来日外国

人数が増えることが推測できる．

これまで，政府は医療費削減のため，新しい医療政

策を継続的に実施してきた(Kido et al.,2020)．昨今の感

染症流行による医療提供体制の変化で拍車がかかる医

療財政の悪化を踏まえると，今後の適切な政策対応に

備えるために，医療現場の実態把握が重要である．

そこで，本研究は，一次医療への ICT導入と在住外

国人の増加を絡めて，実情及び現場からの要求を明ら

かにしたい．以下では，名古屋市内における一般診療

所を対象としたアンケート調査から得た回答を利用し，

本研究は，診療所の政策要求を検討することにより，

研究の蓄積に加えて，学際的に診療所から見た課題を

明らかにし，関連政策及び政治への示唆を得たい．

２. 先行研究：外国人医療の課題と対応策
外国人患者受入れ医療機関認証制度の運用，医療コ

ーディネーター養成研修，翻訳・通訳者の養成，民間

の相談窓口設置，医療従事者・患者間のヘルスコミュ

ニケーションの有用性が挙げられている．一方，善家

ら（2020）は，人材育成等に時間がかかる点において

新規に実施する事業としてすぐに利用できるものは少

ないとし，そのアプローチの即効性の問題を指摘する．

また，出入国在留管理庁「令和 2 年度 在留外国人

に対する基礎調査報告書」(p. 141)では，外国人が病

院で診察・治療を受ける際の多くの困りごととして，

言語の課題，医療アクセス，支払い能力，文化・制度

の理解があげられている．

外国人受け入れに関する医療機関へのアンケート調

査もある．厚労省(2022)「医療機関における外国人患

者の受入に係る実態調査結果報告書」の質問項目は，

同省が作成した医療機関向けマニュアル等の認知度，

受入態勢の整備状況，外国人患者の受入医療コーディ

ネーターの配置実績，通訳の対応状況，医療通訳の費

用の請求状況，多言語化の整備状況(通訳・通訳機器)，
医療費(自由診療)の請求状況，キャッシュレス決済，

未収納金への対策状況についてである．質問項目は，

「厚生労働省 訪日外国人旅行者等に対する医療の提

供に関する検討会」における専門家の議論等を踏まえ

ている．しかしながら，結果の背景となる政策への要

望について十分な言及は見られない．

総務省自治行政局国際室による2022年度版「地域に

おける多文化共生推進プランの改訂について」の文書

では，多言語翻訳技術の高度化と社会実装が進む中で，

スマートフォンのアプリをはじめICTを積極的に活用

33



社会情報学会中部支部・芸術科学会中部支部・情報文化学会中部支部 

合同研究発表論文 

し，多言語対応を図ることの必要性が挙げられている．

他にも，他団体との連携・協働，問診票の多言語化が

対応策として挙げられる．そして，外国語対応可能な

病院・薬局に関する情報提供地域の多言語対応が可能

な病院や薬局については，ホームページ等による，外

国人住民へ積極的な情報提供が，健康診断や健康相談

における対応としては，外国人が多数居住する地域に

おける健康診断や健康相談の実施に際して，多言語対

応の実施が検討されている．

他方，ウェブサイトを介した医療情報提供について，

ニーズが増加する言語への対応の遅れを服部ら（2019）
は指摘する．波川ら（2016）が述べる通訳者の代替と

しての機械翻訳について，宮部ら（2009）は高い翻訳

精度が要求される医療現場において，機械翻訳の限界，

医療従事者が情報技術支援のイメージを持つことの困

難さが問題点であると指摘し，さらに，通訳者の希望

は多いものの確保が困難であり，会話の言語メディア

機器の導入と在日外国人サポート団体との連携を求め

ている．

以上のように，外国人医療対応及び対応策としての

ICTは注目され，その推進が目標づけられているが，

実際には普及していない現状があることが想定される．

白書，公文書からは，利用者である医療従事者の声が

反映されていない可能性が示唆されるが，相関関係も

しくは因果推定レベルの検証はされていない．

そこで，本研究は，以降において，二つの視点から

外国人医療をめぐる医療機関の要望を分析する．第一

に，要望内容の因子分析より医療機関の外国人受け入

れ及びそれに係るICT導入の潜在的要望を明らかにす

る．第二に，第一因子を構成する変数を観測変数とし，

一般診療所及び回答者の属性との関係性を共分散構造

分析により把握する．そこから，当該課題に関する政

策と現場の間の相違の有無を明らかにし，その具体的

な内容と背景を私たちは理解したい．

３. 調査の概要
「外国人患者の受け入れ・ICT導入に関するアンケ

ート調査」を名古屋市内の内科を含む一般診療所の院

長を対象に実施した．実施期間は2022年6月16日〜7月
1日である．調査対象として該当件数は317件であった.
そのうち，電話にて事前に送付許可を得たのは155件，

実際の回答数は76件であった．事前に郵送，ファック

ス，ウェブという三種の形式を提示し，そのうち承諾

を得た形式で実施した．主な質問項目は，(1)医院の

属性・概要，(2)外国人患者の受け入れ・対応状況・

方針，(3)医療におけるICT導入や活用の状況・方針，

(4)他団体・組織との連携状況，他団体・組織への要

望である．質問項目を決定する際，先行研究のほか，

医師への事前ヒアリング調査の結果を参考にした．

４. 因子分析
先に挙げた(2)(3)の質問群項目をさらに細分化し，

コストに該当する(A)施設内の人的資源の投下，(B)施
設運営に係る費用コストに関する質問項目群に分類

し，それぞれに因子分析をかけた．アンケートでは

受入れに対する関心度や他団体との連携要望も問う

たが，外国人患者受け入れ及びそれに関連する ICT導

入の政策課題は，先行研究(宮部・他, 2009；須田・他, 
2021)から人材不足が，その背景として事前ヒアリン

グや先行研究からコストが挙げられたため，本稿は

この二項目に注目する．

なお，本研究の因子分析では重みなし最小二乗法・

プロマックス回転法を用いた．欠損値については，2
ペアごとに除外する処理がされている．

(1)人材の因子分析

人材コストに関する因子分析では固有値が 1.0 以上
の 3因子が析出された．各因子名は，「ICT 化支援人

材・外国語支援の要望」，「ICT 対応人材支援の強

化」，「病院の環境」とした(表 1)．
第一因子と第二因子ともに，機器に関する項目の

因子負荷量が外国語対応に関する項目と比べ極めて

高いことから，診療所においてはソフト面よりもハ

ード面の重要性が認知されていることが推測できる．

また，「従業員の総数」と「外国語を話せるスタ

ッフの配置状況」の相関（r = .27, p = .02）も無視でき

ないため，従業員の総数つまり規模が多い診療所ほ

ど言語対応人材を配置できるが，規模が小さな診療

所では対応が難しい現状も一定程度示唆される．こ

れは，病院の環境に依存し，医院長の年齢や立地な

ど他の属性が影響する可能性もあるかもしれない．

(2)財政支援要望の因子分析

続いて，経済的コストについて検討した因子分析か

ら，第一因子として「ハード面管理・制度面の整備不

足」，第二因子として「外国人医療の財政及びコミュ

ニケーション支援」，そして第三因子として「診察に

おけるリスクとリワード」が抽出された．(表2) 
 つまり，第一因子からは，機器関連の支援金の要望

及び外国人医療に見合う診療報酬を求めることが推測

される．第二因子からは，主に言語対応及び外国人患

者への情報認知の要望が推測される．第三因子からは，

ICT導入や外国人医療の重要性を認識している面と，

受診，診療過程で発生するリスクの兼ね合いで生じる

困難を回答者たちが感じている側面が推測される．

先行研究で外国人医療の課題として挙げられた患者

の「支払い能力」と，その他の9項目の相関を確認し

たところ，有意な結果となったのは「医療全般におけ

る診療報酬の加算」(r = 0.32, p = 0.01)，「外国人医療 

表 1：人材の因子分析結果
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における診療報酬の加算」(r = .29, p = .02)の二項目で

あった．この点は，支払い能力を懸念する診療所ほど

具体的な要望よりも診療報酬という抽象的な金銭の要

望を推測させる．

 「支払い能力」と，同様の項目群「外国人医療で考

慮する程度」の10項目との相関を確認すると，最も相

関が高かったのは「医療保険加入の有無」(r = .45, p 
= .00)であり，日本語の理解度に関する3項目の他，

「制度の知識」(r = .37 p = .00)，感染症罹患の有無(r 
= .33 p =.00)にも有意な相関がある． 

５. 共分散構造分析
PLS(Partial Least Squares）モデルを用い，診療所の

設立年，病床数，院長の年代，従業員の総数，従業員

の平均年齢，月の来院総患者数によって構成される属

性が，前述の因子分析で抽出された因子すなわち観測

変数の背後に仮定される構成概念へ及ぼす影響の強さ

を検討する．これにより，どのような性質を持つ診療

所がどのような要望を持つ傾向にあるかを把握したい．

なお，分析において欠損値は除去した．

(1)診療所の属性と人材に関する要望の関係性

属性に関する各変数が属性に与える影響，その属性

が構成概念である「ハード面対応人材」に与える影響，

さらにそれが観測変数に与える影響を検討する．モデ

ル適合度はCFI=0.948 ,RMSEA=0.091であるから，ま

ずまずの当てはまりだろう．

まず，属性の特徴として挙げられる変数は年代であ

る．最も標準化係数が大きいものは「従業員の平均年

齢」であり，従業員の平均年齢が低さも属性に影響す

ることが確認される．続いて，「院長の年代」も院長

の年齢が若年であるほど属性を説明している．設立年

は，古いほど属性に影響を与え，月の来院患者数につ

いては，少ないほど属性に同程度の影響を与える．

図 1：属性と人材の要望に関する PLS モデルによる推定結果 

人材

表 2：コストの因子分析結果

図 2：属性とハード面の要望に関する PLS モデルによる推定結果 

人材
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一方，病床数と従業員の総数については標準化係数

が低いことから，相対的に見ると診療所の規模が与え

る影響は少ないようである．

そうした属性が，ソフト面である人材の支援要望に

与える影響は，無視できない程度に有意である．観測

変数4項目について，機器の導入支援をする人材の支

援要望，機器の保守・維持をする人材の支援要望，つ

まりハード面への対応人材が相対的に高い．もっとも，

通訳者派遣の支援要望も無視できない程度に高く，外

国人患者対応専従職員の採用配置の現状よりも高い．

全体としては，ソフト面の対応人材よりハード面の対

応人材を求める医療現場の意識がうかがわれる．

(2)属性とハード面の支援要望の関係

モデル適合は，CFI=0.996，RMSEA=0.046であり，

当てはまりが良い．属性がハード面（機器・制度）の

支援要望に与える影響は0.45と比較的高い．具体的に

は，機器導入支援金，機器の保守・維持をする支援金，

診療報酬加点の支援の順で影響を与えている．

属性の各項目の影響が大きい順にその影響力を検討

すると，従業員の平均年齢が若ければ若いほど，月の

来院総患者数が少ない診療所ほど，ハード面（機器・

制度）の支援要望に与える影響が大きい．次に，設立

年が古いほど，院長の年代が若いほど，一定程度支援

要望に影響を与えている．他方，従業員の総数や病床

数といった病院の規模は相対的に見ると影響が少ない

ようである．ここから，小規模医院におけるICT化で

スタートアップの支援に課題があると，得られたデー

タ分析から，本研究は指摘できる．

６. おわりに
本研究は，今後量的な政策需要が高まると見込まれ

る外国人医療とICTの導入について注目し，診療所の

属性が導入に関する支援・要望に与える影響を検討し

た．具体的には，外国人医療に関する人材と経済的コ

ストそれぞれの要望に与える影響を検討した．その結

果，どちらも特に機器の導入や保守に関わるハード面

の要望・支援が相対的に強かった．

ハード面，ソフト面ともに外国人対応に限定してい

るにも関わらず，相対的にはソフト面はハード面と比

較して，現場にたつ医療従事者の要望として優先順位

が低い可能性と示された．外部との連携が想定される

通訳者派遣や外国人患者対応専従職員設置といったソ

フト面の要望より導入以降基本的に自院で管理ができ

るハード面の要望の方が強いことから，可能な限り自

院内で対応を完結できることが，現場では望まれてい

ることになる．この点は，日常の医療スタイル，管理

において，外部者の関与が高くなる可能性に医療従事

者が難色を示すこともうかがわせる．そのため，ICT
の現場浸透には合理的かつ明確なメリットを踏まえた

利用者への説明が必要なことも，この分析は示唆する．

属性のうち最も要望に影響を与える変数は人材と経

済的コスト共に「従業員の平均年齢」であった．従業

員の平均年齢が若いほど，外国人医療にかける人材や

財政のコストを重要視し要望が強いことが示唆された．

他方，来院患者数や病床数といった診療所の規模は相

対的に見るとあまり影響を与えていない．ただし，診

療所の病床数については欠損値を除去したデータを確

認すると，2件の19床の他は全て0床であったため，限

定的かもしれない．

以上を踏まえ，総体的に見ると年代間でのITリテラ

シーの差異，すなわちデジタルデバイドや年代間にお

ける新たな取り組みによるベネフィットへの理解の差

異が考えられる．

勿論，本研究の視点は限られている点も承知してい

る．この点は，他の観測変数を用いながら，さらなる

（データ）分析が必要であり，現場にたつ人々の意識

を多元的かつ多角的な分析，例えば，インタビューな

どで掘り下げた検討の組み合わせが想起される．

現在，国はe-Healthのような医療機関におけるICT
利活用を推進しているが，その恩恵を受けられる医療

機関に偏りが出ないよう，最前線に立つ医療従事者の

声をどのように政策過程へ反映できるかが，本研究で

注目した外国人医療とICT導入において，さらなる論

点になることは，今後の政策過程分析でも疑いがない

ことであろう． 
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地域における高齢者見守りのためのスマートスピーカー活用の

提案と実践
Proposal and Practice of Using Smart Speakers for Watching Over the Elderly in the 

Community 

仲間 理沙子1
，浦田真由1  遠藤守1
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要旨･･･．2025年には65歳以上の5人に1人が認知症になることが予測されており、認知症高齢者の

社会課題を解決することは喫緊の課題である。本研究では、認知症高齢者が抱える課題の１つであ

る「見守り」の問題に対して、認知症高齢者であるAさんとBさん夫婦の2組を対象としてスマート

スピーカーを活用した地域見守りの実践をおこなった。その結果、見守りが必要になる前ののコミ

ュニティの必要性、見守る側の支援の重要性について示唆された。

キーワード 見守り， 認知症，スマートスピーカー，ICT 

１．はじめに
総務省(2022)1)は、「社会全体における ICT の利活

用の推進はますます重要となっている」と述べてお

り、特に少子高齢化を深刻な社会課題として扱って

いる。このような少子高齢化が進む我が国において、

2025 年には 65 歳以上の 5 人に 1 人が認知症になるこ

とが予測されている 2) 。そのため、認知症高齢者の

社会問題を解決することは喫緊の課題であるといえ

る。したがって、このような喫緊の課題解決を ICT
活用によって目指したい。本研究では、認知症高齢

者の大きな課題となることが予測される「見守り」

の提案および実践を行う。

まず、地域で暮らす見守りの概念について、神崎

由紀(2013)は、「高齢者の心情や状況を考慮した距離

を保持して、観察や測定による安否の確認をするこ

とや住民や機関が協力して対象を把握すること 3)」と

定義しており、この定義をもとに本稿では議論を進

める。

小池高史（2013）4) や、枡田聖子(2010) 5)は、現在、

定期的に行われている見守りは対面が多いことを示

しているが、ICT を活用した場合、遠隔からの見守

りになる。そこで、遠隔からの見守りをするために、

テレビ電話機能を活用することを提案する。テレビ

電話の有用性について、保利美也子(2009)は「既存の

安価な ICT インフラを用いて定期的な親しみやすい

交信を行うことが患者の認知機能の改善と自覚的幸

福感の維持、家族のうつ傾向の現象に有用である 6)」

と述べている。このようなことから、見守りにおい

てもテレビ電話の機能を用いることにより、

親しみやすく、幸福感が高まる可能性があるため、

テレビ電話機能を利用したい。

2.テレビ電話機能の選定
テレビ電話機能が使えるものはライン、スカイプ、

ズーム、スマートスピーカのアレクサなど様々なも

のがあるが、テレビ電話があまり普及していない理

由の一つとして藤原正弘(2011)が「使い勝手（利用方

法がわからない、使いにくい）7)」を指摘しているこ

とから、本研究では、認知症の高齢者が対象となる

ため、藤原(ibid.)が指摘する以上に、使い勝手が良く、

可能な限り、認知症の高齢者が新たに覚える必要が

ないものが望ましい。ライン、スカイプ、ズーム、

のテレビ電話の機能を使う際には、画面の操作が必

要である。つまり、認知症の高齢者が新たに機能を

覚えたうえで操作が必要ということである。一方で、

スマートスピーカーのアレクサであれば、事前の許

可設定により、相手からの連絡に対して自動でカメ

ラが起動して連絡ができる機能を用いることにより、

認知症の高齢者が新たに機能を覚えて操作をする必

要がない。

したがって、本研究で利用するテレビ電話の機能

は、認知症の高齢者が新たに機能を覚える必要がな

いという点からスマートスピーカーのアレクサを採

用した。

 以上をふまえ、次章以降では、スマートスピーカ

ーを活用した地域での見守りについて、見守る側と

見守られる側それぞれの視点から、考察をすること

により、認知症高齢者に対する見守りを行うための

地域見守りのあり方について検討する。
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3.実験対象地域
本研究の実験対象地域は、名古屋市北区である。

名古屋市北区の将来像について記述したコスモス

ビジョンによると、「高齢者数が 16 区の中でも最も

多く、認知症者数も増加が見込まれて 8)」いることや、

「地域で高齢者を見守る仕組みを確立し、高齢者が

住み慣れた地域で安心して暮らせる 9)」と述べている

ことから、本研究における課題意識と合致する地域

であるといえる。

見守りの対象者は名古屋市北区に在住の認知症高

齢者 2 人である。1 人目は A さんであり、2 人目は B
さんである。まずは、A さんから実験を行った。A
さんを対象として見守りを行うことにより、スマー

トスピーカーを活用した見守りに対する A さんの反

応を調べる。また、見守る側の説明会でどのような

反応をするのか調べることによって地域での見守り

活動のあり方について検討する。

4.1 スマートスピーカーを活用した見守りの実

証実験 
(1)A さんについて

A さんは、若年性認知症である。A さんと A さん

を見守る側の地域の方は A さんの認知症発症後に知

り合ったという。スマートスピーカーを活用して A
さんを見守ることになった経緯は、A さんがゴミ出

しを忘れてしまうため、見守る側はゴミ出しの日に

連絡をとりたいが、A さんはスマホの充電を忘れて

しまうため、連絡がつかない。そのため、見守る側

が確実に A さんと連絡がとりたい。ということであ

った。

A さんを見守る側の属性は、町内会長、認知症コー

ディネーター、ケアマネージャー、移動支援、及び

その他の地域の人である。

(2)A さんの実証実験の準備
A さんを見守る側に対して 2 回の説明会を行った

のちに、A さんの自宅に伺いスマートスピーカーを

設置した。

・１回目の説明会

目的は見守りに参加するイメージを掴むことであ

る。そのため、実際の見守りで行うデモを行った。

・2回目の説明会

目的は、見守りに参加するうえで必要な設定をす

ることである。具体的には、見守る側のスマートフ

ォンからアプリの設定をして実際の見守りの環境を

構築して再現した。

(3) A さんを見守る側に対する考察
1回目の説明会では、見守る側は説明会を聞き、ア

レクサに話しかけることであったため、比較的順調

に進んだが、2回目の説明会では、見守る側はスマー

トフォンを使ってアプリの設定を行う必要があった。

見守る側はその設定の負担感は大きいようにみられ

た。なぜなら、スマートスピーカーを用いて見守り

を行うためには、Google アカウントの設定、Amazon
アカウントの設定が必要であるが、参加者はアカウ

ントについてよくわかっていないという声があった

からである。筆者が事前にそれぞれのアカウント設

定をしていたため、参加者はアカウント情報を入力

する、という状況であったが、見守る側はアカウン

ト設定に苦労している様子であった。このような状

況から、見守る側にアカウントなどの ICT に関する

知識が少ない状況でスマートスピーカーの設定に取

り組むのは、見守る側にとって負担感大きいと考え

た。また、スマートフォンからスマートスピーカー

に繋げる見守りでは、アカウントの作成とアプリの

登録が 1 番難関であると感じるため、見守る側の人

にとっては、2回目の説明会のレベルが最も難しいで

あろうと感じた。

2回の説明会を終えたのちに、A さんのご自宅に伺

い、アレクサを設置した。アレクサを設置するため

には、Wi-Fi の接続が必要であり、筆者が行った。 

(4)A さんの見守りの結果
・見守りの頻度としては、2週間に 1回程度である。

・スマートスピーカーが倒れていることがあった。

その件について返答があったけど、つっけんどんな

態度であった。

・スマートスピーカーとは関係ないが、例年 A さん

は、秋から冬にかけては気分が落ち込む時期であっ

た。

・よく見守りに参加していた町内会長は、A さんか

ら、連絡しないでね、と言われた。

・A さんは、今後、要介護１から要介護２になる。

・地域の方が A さんと話したときに、もう私よくわ

かんない、と頭を抱えてパニックになっていた

(5)A さんの見守りの考察
・A さんがスマートスピーカーに対して抵抗感を見

せたことから、どうしても見張られている感じがあ

ったと考えられる。

・アレクサは確実に連絡できるため、連絡手段とし

ては有効であるが、プライバシーの問題があると考

えられる。

・今後、A さんは要介護１から要介護２になるため、

認知症の症状が進んでいくなかでスマートスピーカ

ーを導入したのがよくなかった可能性がある。

・A さんに対する スマートスピーカーを活用したの

支援が認知症の症状が浅いうちに始めていたら日常

に浸透したのではないかと考える。

38



社会情報学会中部支部・芸術科学会中部支部・情報文化学会中部支部 

合同研究発表論文 

4.2 スマートスピーカーを活用した見守りの実

証実験 
A さんの実験を踏まえて B さん夫婦の実験を行っ

た。 
まず、A さんの実験から、家族ではない複数人がス

マートスピーカを使った見守りに関わったため、抵

抗感が生まれたのではないかと考えた。したがって、

B さん夫婦に対しては、まずは、B さん夫婦の娘さん

の家族からの見守りを行い、家族からの見守りに抵

抗がなければ、地域からの見守りに移行する、とい

う 2段階で実験の計画を立てた。 

(1) B さん夫婦について
認知症の夫婦である。認知症になる前から地域活

動に積極的に参加していたため、見守る側の地域の

人とは顔馴染みである。

B さん夫婦が対象となった経緯は、A さんの見守り

に参加していた地域の方が、B さん夫婦であれば同

居している息子さんが ICT に詳しいから上手く見守

りの実験ができそうであるという推薦を受けたから

である。

(2)B さん夫婦の実証実験の準備
・１回目の説明会

B さんご夫婦と同居している B さん息子さんと zoom
にて説明会を行った。B さん夫婦の息子さんは ICT
に関する知識が多いため、説明会は手短であった。

・2回目の説明会

B さん夫婦、B さん夫婦の息子さん、B さん夫婦の娘

さんの家族とスマートスピーカーを使って見守りの

デモを行った。

A さんの実験と同様に、デモを行うために、Google
アカウント及び Amazon アカウントが必要であった

が、筆者が事前に準備をしていた。

実験の説明会を終えたあとに、B さんの息子さん、

B さんの娘さんそれぞれにスマートスピーカーを渡

して、ご自身で設置をした。

(3)説明会から Bさんを見守る側に対する考察
B さん夫婦の娘さん、B さん夫婦の娘さんは、ど

ちらの ICT について知識があったため、説明会は大

変短く終わった。また、B さん夫婦の息子さん、B さ

ん夫婦の娘さんは、それぞれ自身で設置ができたた

め、設置するために筆者が自宅に伺う必要はなかっ

た。このことから、設置から利用までの負担感は少

なかったと考えられる。

(4)家族から Bさん夫婦への見守りの結果
・B さん夫婦は楽しそうにしている。

・見守りの頻度は毎日昼と夜に 2回行っている。

・スマートスピーカーを設置する前までは週に 1 回
ほど会っていた。

・アレクサを導入したことによってコミュニケーシ

ョンの頻度が増えた。

・スマートスピーカーを利用することによって、表

情がわかるのが良い。また、アレクサを移動するこ

とによって身の回りの様子を確認することができる。

・時間が取れるなら対面の方がよいけれど、時間の

都合もある。そのため、対面では会えても短時間だ

けということになることもある。それよりは、対面

でなくても顔の見えるスマートスピーカーは有用だ。

・実験途中に奥さんの体調が悪くなってしまった。

そのため、スマートスピーカーを通して、旦那さん

が奥さんを心配した会話をしていた。

・若い時から(認知症になる前から)日常的に使ってい

たらよかった。

(5)地域から Bさん夫婦への見守りの結果
B さん夫婦の娘さんからの見守りが抵抗なく実施

できたため、地域からの見守りに移行した。

地域のコミュニティセンターにスマートスピーカー

が設置されているので、コミュニティセンターのス

マートスピーカーと B さん夫婦の自宅のスマートス

ピーカーを接続した。

・B さん夫婦は地域からの見守りに抵抗感はなかっ

た。

・地域でのイベントがあるときに B さん夫婦と繋げ

た。

・実験の途中で、奥さんが体調を崩してしまい、地

域に顔を出す機会が減った。

・今まで対面で参加していた地域の行事をスマート

スピーカーを使って遠隔で行なった。

(6)地域から Bさん夫婦への見守りの考察
・奥さんが体調を崩したことから、旦那さんが普段

は参加していた地域行事に対面で参加しなくなった

が、スマートスピーカーを利用して遠隔から地域の

39



社会情報学会中部支部・芸術科学会中部支部・情報文化学会中部支部 

合同研究発表論文 

イベントに参加した。このことより、対面で地域の

行事に参加できない人にとっても、遠隔でスマート

スピーカーを活用して参加することができるため、

スマートスピーカーの活用は有効であると考えた。

・B さん夫婦がスマートスピーカーを通じて遠隔で

地域の行事に参加したことにより、地域行事の場で

は B さん夫婦がスマートスピーカーを活用している

ことが広く知れ渡った。そのため、B さん夫婦以外

の地域の人にとっても、スマートスピーカーを身近

なものに感じるきっかけとなったと考える。

5.A さんと Bさんの実験を通しての考察
・A さんと B さんは同じ認知症高齢者であるが、ス

マートスピーカーに対する抵抗感には大きく差が見

られた。B さん夫婦は認知症になる前から地域のコ

ミュニティに積極的に関わっていたため、今回の見

守る側の地域の方とは顔見知りであった。そのため、

新しい機械での見守りに対しても、コミュニティの

土台があったため抵抗感なく受け入れることができ

たのではないかと考えた。

・A さんと B さんの実験の説明会ではそれぞれの見

守る側に対して同じことを行ったが、B さんを見守

る側の方が説明会に対する負担感が小さかったので

はないかと考えた。なぜなら、A さんの説明会では、

見守る側の地域の方はアカウントについてよくわか

らない、という発言がみられており、また、アプリ

の設定もダウンロードするところから丁寧に取り組

んだ。一方で、B さんご夫婦を見守る側である B さ

ん夫婦の娘さんや息子さんは、実験をする前から

Google アカウントや Amazon アカウントを自身で作

ったことがあり普段から利用しているということだ

った。そのため、資料とアカウント情報だけを渡し

てご自身で設定いただいたこともあった。また、自

宅への設置も自身ですることができた。このような

ことから、スマートスピーカーを用いた見守りを行

うためには、設定のための ICT に対する知識が多い

ほど負担感が少なかったと考えられる。

・A さんと B さん夫婦、両者に対して、もう少し早

くからスマートスピーカーを導入するべきであった

という声があがった。認知症になる前から生活の一

部としてスマートスピーカーに慣れ親しむことによ

り、抵抗感を減らすことや、より便利に活用するこ

とにつながったと考えられる。

・地域でスマートスピーカーを活用した見守りを行

うために最も難易度が高いのは、Google アカウント

と Amazon アカウントを作成したうえで、アプリの

登録をする、といった、設定のところにある。本研

究の実験では筆者が設定を担当したが、地域でスマ

ートスピーカーを利用した見守りを行うためには、

地域の見守りを行う人のなかで設定ができる人が必

要になる。見守る側へのヒアリングから、スマート

スピーカーを使うことはできても設定が難しいとい

う声があったことから、設定の負担を乗り越えるこ

とにより、地域でもスマートスピーカーによる見守

りが普及しやすくなると考えられる。

・認知症の高齢者は今まで使えた携帯電話の使い方

を忘れてしまうことがあるため、新しい機械を覚え

ることはとても難しいことである。そのため、認知

症の高齢者が新たに操作を覚えることなくとも、認

知症でない高齢者と同様に ICT の恩恵をうけられる

ような ICT 機器を選択することも必要であると考え

る

6.今後の課題
・地域でスマートスピーカーを活用した見守りを行

うためには、見守りが必要になる前から、地域での

コミュニティを作っておく必要があることが示唆さ

れた。そのため、今後も地域でのコミュニティづく

りが必要であると考える。

・スマートスピーカーを活用して認知症の高齢者に

対して地域で見守りを推進するためには、認知症の

高齢者が新たに覚える必要はないが、一方で、見守

る側の ICT の知識は必要になる。そのため、地域で

の ICT の教育が必要であると考える。
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若年女性における「承認欲求」とSNS利用 
――大学生に対する調査結果の報告――

“Attention Seeking” and SNS Use among Young Women: 
A Quantitative Study of College Students 

〇若尾 佳央
1
，木田 勇輔

1

Kao WAKAO  and  Yusuke  KIDA 

1椙山女学園大学文化情報学部 School of Culture-Information Studies, Sugiyama Jogakuen University 

要旨･･･本研究では，「承獲得認欲求」がSNSなどの利用を促進，またSNSなどの利用が「インタ

ーネットに対する懐疑心」を抑制すると考え，大学生に対する調査結果からこの仮説を検証した．

アンケート調査の対象となったのは，椙山女学園大学文化情報学部で学ぶ女子大学生のうち，「メ

ディアと若者」「社会リサーチ基礎」の受講者155名である．まず，カテゴリカル因子分析により

承認欲求と懐疑心に対する因子得点を得た．次に，前述の因子得点とSNSの利用の間の相関係数を

算出した．分析の結果，Instagramの利用時間と投稿頻度（ストーリーおよびそれ以外），LINE利
用時間と承認欲求との間に統計的に有意な正の相関が確認された．一方，懐疑心についてはLINE
利用時間との間に統計的に有意な正の相関が確認されたが，これは仮説とは整合しない結果であっ

た．

キーワード 承認獲得欲求，インターネットに対する懐疑心，SNS・スマートフォンゲーム利用 

１．はじめに 
日常的にインターネットを活用する現代社会にお

いて，若者におけるインターネットへの依存は身近

で深刻な問題である．一般的な説として，インター

ネットへの依存の原因として指摘されるのが，いわ

ゆる「承認欲求」をはじめとした個人の心理的要因

である．しかしながら，こうした一般的な「俗説」

に対して，これまで十分な検証が行われてこなかっ

たと言える．本研究では女子大学生に対するアンケ

ート調査のデータを用いて，現代の若者における

SNS・スマートフォンゲームの利用（以下，SNS利
用とする）の実態を明らかにする．

２．調査の概要 

2-1. 調査項目
承認獲得欲求：小島ほか（2003）の因子分析の結

果から，因子1の因子得点上位5項目を引用した．以

下では単に承認欲求と表記する．

インターネット利用に対する懐疑心：齋藤ほか

（2015）の因子分析の結果から「F2:懐疑心」の6項
目を引用した．以下では単に懐疑心と表記する．

「SNS・スマートフォンゲームの利用時間」：

長・柳瀬（2019）を参考に，スマートフォンの「設

定」アプリから過去3日分のアプリごとの利用時間

を回答者に確認してもらって回答する方式を採用し

た．選択肢は「0 利用していない」から「5 120分以

上まで30分刻みで設定した．この5段階の回答3日分

の平均値を計算した．

「SNSの利用頻度」：SNSの利用頻度について「1 

投稿はしない」「2 数か月に1回程度」「3 月に1～3
回程度」「4 週に1回程度」「5 3日に1回程度」「6 
ほぼ毎日」の6つの選択肢の回答を得た． 

2-2. 調査対象

調査対象は，椙山女学園大学文化情報学部で学ぶ

女子大学生のうち，第2著者の担当講義「メディア

と若者」「社会リサーチ基礎」の受講者155名であ

る．155名（100%）の学年の内訳は，1年生が64名
（41.3%），2年生が70名（45.2%），3年生が9名
（5.8%），4年生が12名（7.7%）である．また，所

属学科の内訳は文化情報学科が16名（11%），メデ

ィア情報学科が129名（89%）であった． 

2-3. 調査方法

Googleフォームを用いて，調査対象者自身がフォ

ームにアクセスする形で回答を得た．調査にあたっ

ては，調査の概要とGoogleフォームへのQRコード

を記した紙を配布し，第1著者が調査の目的などを

対象者に説明したうえで協力を得た．なお，調査に

あたっては椙山女学園大学文化情報学部の人を対象

とする研究倫理審査を受け承認を得ている．

2-3. 仮説

① 承認欲求はSNS利用を促進する

② SNS利用は懐疑心を抑制する

2-4. 分析手法

フリーの統計プログラムであるHAD（ver.17）を
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使用して分析を行った．HADは清水裕士（関西学院

大学）が作成している，Excelのマクロ機能を利用

して動作するプログラムである．

３．分析結果 
3-1. 承認欲求と懐疑心に関する因子分析

承認欲求5項目と懐疑心6項目について，カテゴリ

カル因子分析を行った．カテゴリカル因子分析とは

順序尺度に適した因子分析手法であるが，HADでは

重み付き最小二乗法によるポリコリック相関係数を

もとにした因子分析を実施することができる．今回

の分析ではプロマックス回転を行った．

表1がその結果である．クロンバックのαは，承認

欲求が.868，懐疑心が.774であった． 

3-2. 因子得点とSNS利用との相関分析

次に3-1の分析で得た因子得点と「SNS・スマート

フォンゲームの利用時間」「SNSの投稿頻度」との

関連を分析した．表2は項目間の関連性についてピ

アソンの積率相関係数を示したものである．

承認獲得欲求はInstagramおよびLINEの利用時間，

Instagramの投稿頻度（ストーリーズおよびそれ以

外）とそれほど強くはないものの関連性があり，相

関係数の値も統計的に有意であった．その一方で，

インターネット利用に対する懐疑心はSNS利用との

関連性は総じて小さく，統計的に有意ではなかった．

唯一統計的に有意な相関が見られたのは，LINEの
利用時間との組み合わせであったが，これは仮説2
に整合しない結果であった．

４．まとめ 
本稿の分析結果は，承認欲求が SNS 利用を促進

し SNS への依存を高めさせるという俗説的な見解

と一定程度整合的である．ただし，今回の分析結果

で関連が見られたのは Instagramと LINE のみであり，

Twitter と TikTok ではそのような関連性は確認でき

なかった．したがって，SNS の種類によって承認獲

得欲求と利用との関連性は異なるということも示唆

される．その一方で，SNS 利用がインターネットに

対する懐疑心を低下させるという仮説を証明するこ

とはできなかった．

 ただし，本研究が女子大学生，とくにメディア系

学科の学生を調査対象としているという点でサンプ

ルにセレクションバイアスが生じている可能性もあ

る．したがって，本調査の知見を一般化することに

は注意が必要であり，今後も継続的な検証が必要で

ある．
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表 1. 承認欲求と懐疑心に関するカテゴリカル因子分析 

表 2. 承認欲求・懐疑心と SNS 利用との関連 

項目
因子1
承認欲求

因子2
懐疑心

共通性

自分が注目されていないと，つい人の気を引きたくなる。 .849 -.033 .705
人と話すときにはできるだけ自分の存在をアピールしたい .843 -.006 .707
初対面の人にはまず自分の魅力を印象付けようとする。 .809 .070 .693
高い信頼を得るため，自分の能力は積極的にアピールしたい。 .789 -.059 .598
大勢の人が集まる場では，自分を目立たせようと張り切る方だ。 .785 .046 .639
インターネットは人間を非人道的にする。 -.042 .831 .672
インターネットは人間関係に悪影響をおよぼす。 -.047 .798 .617
インターネットは社会秩序を乱す。 .063 .727 .560
インターネットは人間の思考能力を奪う。 -.027 .595 .345
これからの社会はインターネットによって支配されてしまうかもしれない。 .081 .507 .288
インターネットは人間の読み書き能力を低下させる。 .001 .431 .186

項目

Instagram時間平均 .177 * .076
Twitter時間平均 -.086 -.099
LINE時間平均 .301 ** .209 *
YouTube時間平均 -.033 -.077
TikTok時間平均 -.012 .013
スマートフォンゲーム時間平均 -.079 -.048
Instagramストーリーズ投稿頻度 .203 * .094
Instagramストーリーズ以外の投稿頻度 .189 * .048
Twitter投稿頻度 .135 + -.002
TikTok投稿頻度 .081 .095

承認欲求 懐疑心
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本土復帰50年・選挙イヤー・コロナの感染拡大・米軍基地環境

汚染問題から見る沖縄の現状とその要因分析 
Analysis of the Current Situation in Okinawa and its Factors as Seen 

from the Perspective of the 50th Anniversary of the Return to the 
Mainland, Election Year, Spread of Corona Infection, and and U.S. 

Military Base Environmental Pollution Problems (2022) 

糸賀 美夕紀
 

Miyuki  ITOGA 

 金城学院大学 国際情報学部 国際情報学科  Kinjo Gakuin University 

要旨･･･本土復帰50年となる沖縄の現状を、半世紀間の状況変容について、選挙イヤー・基地由来

コロナ感染拡大・軍事基地環境汚染という複数の社会的視座から調査し考察を行った。

ヒアリング調査は、在日米海兵隊基地キャンプフォスターの訪問と、地元マス・メディア（新聞・

テレビ・ラジオ）、現状の問題解決に取り組む活動家を中心に取材を行い、沖縄の現状に対する見

方や意見を集約し多角的な視野から問題の分析を試みた。

キーワード 本土復帰50年，米軍基地，沖縄県，選挙による民意, コロナ, 軍事基地環境汚染， 
日米地位協定，日米安保

1．はじめに
沖縄が1972年に本土に復帰してから、2022年5月15

日に50年目を迎えた。この間、沖縄は日本有数の観光

地として国内外から人気を博す一方、住民は未だ米軍

基地による環境汚染、騒音被害、米兵の犯罪等による

多くの問題が改善しないまま苦渋の生活を強いられて

いる。復帰当時の屋良朝苗沖縄県知事1が沖縄復帰記

念式典の式辞で「しかし、沖縄県民のこれまでの要望

と心情に照らして、復帰の内容を見ますと、私共の切

なる熱願が必ずしも十分に入れられたとはいえないこ

とも事実であります」と述べたように、祖国復帰さえ

も沖縄にとっては通過点に過ぎない。 

本研究は、復帰50年の現在に残された沖縄の課題と

その要因を複数の社会的視座から分析・考察するもの

である。 

2．本土復帰50年の課題と解決策 
2-1 沖縄の現状と課題

沖縄の本土復帰から50年が経った今も、在日米軍基

地は日米安全保障条約2の元、その7割が沖縄に集中し

ている。日本の安全保障と引き換えに、県民が基地被

害を被りながら基地との共存を余儀なくされている。

復帰50年の現状における課題を明確化するため、筆者

は2022年8月に現地ヒアリング調査を実施した。 

その結果、県民の意識変化として、基地問題が沖縄

の経済発展に悪影響を及ぼし経済状況が悪化すること

により、基地問題解決よりも目の前の経済をを立て直

す政策に県民が傾き、現状が解決に向かわない悪循環

になっていることが明らかとなった。これは9月の沖

縄県知事選挙のみならず、複数の選挙結果により明ら

かにされことである。 

さらに観光が主力産業である沖縄は基地に起因する

新型コロナウイルス拡大の影響が大きく、経済的打撃

を受けている。今もまさに沖縄県民は基地との対峙と

葛藤の中にいるのだ。 

そこで重要なのが沖縄県玉城デニー知事が何度も訴

えている、日本国民が「自分ごととして考える」こと

である。これは本当に“沖縄の”問題なのか、日本国

民は知り、考えることから始めなければならないと考

察できる。 

2-2 ザル経済と基地返還

沖縄の経済問題を解決するため、同知事は「ザル経

済3の転換がカギ」と語る。沖縄観光業において「入

域観光客の数より質の向上にシフトしたい」と、ザル

経済の量から質への切り替えをポイントとしている。 

 さらに現在は基地関連収入は県民所得の5％程度に

まで下がっており、基地経済に依存している状態では

無くなっている。3K経済4とも称されてきた沖縄の経

済状況だが、現在は基地返還をした方が飛躍的に発展

することを玉城デニー知事は知事選挙戦で訴えていた。 

 基地返還に関して、沖縄タイムス・福元大輔記者へ

のヒアリング調査によると「基地経済で得られる恩恵

は、沖縄に基地が置かれて基地負担が起きているとい

う結果に対しての事象に過ぎず、そうでなければさら

に沖縄の経済は発展することができる」との旨の話で

あった。さらに朝日新聞社那覇総局・国吉美香記者か

らは「基地を返還したと言えど、返還した分を別の場

所に作ろうと、沖縄内で基地を移設しているだけに過

ぎない」という旨の話を聞いた。 

 経済と基地は非常に重要な問題である。選挙の中で

も引き続き大きな論点となっていたが、選挙が繰り返

される度にその動向や投票結果による民意は少しずつ

変化していることが明確に伺える。 
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3．選挙イヤー 
3-1 オール沖縄の現状と政治パワー

選挙イヤー5である2022年、現状の政治的勢力関係

を、主な選挙で比較・考察した。

 1 月に行われた名護市長選挙では、基地容認派であ

る自公推薦・現職の渡具知武豊市長が給食費や子ども

の医療費無償化などの実績を強調し、2 回目の当選と

なった。それに対し、玉城デニー知事の全面的な支援

を受けていた無所属岸本洋平候補は、辺野古への基地

移設中止を訴えたが及ばなかった。7 月の参議院選挙

では、玉城デニー知事が支援するオール沖縄 6勢力の

無所属伊波洋一候補が当選。対抗の自公推薦の古謝玄

太候補とは僅差であったが、基地問題・経済政策・貧

困問題の三点に力を入れ勝利した。この参院選では、

自民党が辺野古容認を明確に示した初の選挙をオール

沖縄勢力が制すこととなった。

最も注目された 9月の沖縄県知事選挙では、基地政

策への一貫性を示し、オール沖縄派の現職の玉城デニ

ー知事が再選された。自公推薦の無所属佐喜真淳候補

と無所属下地幹郎候補に大差をつけての勝利であった。

10 月に行われた那覇市長選挙では、オール沖縄の創

設者である故翁長雄志前沖縄県知事の次男、翁長雄治

候補が出馬したが落選。当選したのは、コロナ禍・物

価高対策や子ども支援など短期重点的な 7つの政策を

掲げた自公推薦の知念覚候補であった。同氏は県内の

保守系市長でつくる会「チーム沖縄」（正式名称「沖

縄の振興を考える保守系市長の会」）へ参加すると表

明している。

選挙イヤーの今年行われた 7つの市長選挙ではオー

ル沖縄派が支援する候補は全て落選しており、オール

沖縄は勢力は大きく揺らいでいる状況にあると考察で

きる。

3-2 沖縄県民の民意と政治

ヒアリング調査をした国吉記者は、沖縄県知事選前、

選挙イヤーにおけるオール沖縄の勢力について「オー

ル沖縄勢力のパワーは下降傾向にある。だからと言っ

て自民側に勢いがあるわけではない。沖縄県民に取材

している中では、どちらに投票しても同じという閉塞

感を感じる」と話していた。沖縄平和運動センターで

辺野古移設に反対し、オール沖縄勢力を応援する山城

博治顧問へのヒアリング調査では「沖縄に基地を置い

て欲しくはないが、だからと言って他の何処かに基地

を押し付けたくもない」との旨の基地の全面撤廃への

主張をした。山城顧問は「戦争は No だ」と平和への

強い願いを語った。

3-3 選挙から見える沖縄問題

各所へのヒアリング調査の結果を見ると、オール沖

縄勢力はもはや盤石では無い様相が見て取れる。

国吉記者は「辺野古の南側を埋め立てられても移設

は止まらない。普天間も無くならず工期は伸びていく

一方で、観光業が栄える沖縄は、コロナ拡大の影響で

現在大打撃を受けている。それを V 字回復できるのか、

どのように回復させるのか、県民はオール沖縄勢力に

対し不信感がある」と話す。まさにその不信感が選挙

イヤーで自公推薦候補を押し上げる形となったのであ

ろうと考察できる。「ただ、沖縄は対本土・日本政府

という大きな共通の目的がある。沖縄県民が立場を越

えて一つにまとまるため、それを支える精神としての

オール沖縄という存在は一定程度必要性があるのでは

ないか」と国吉記者は続けた。まさしく翁長前知事が

唱えてきた「イデオロギーよりアイデンティティー7」

そのものである。

沖縄が向かう先、その方向性は沖縄県民の民意にか

かっている。県民一人ひとりの民意が、今後の沖縄を

左右すると結論づけて間違いはないだろう。それは地

方自治の根幹であるものの、「それは沖縄の問題」と

いう認識が本土の人々にあることが大きな障壁として

存在していると推測できる。

4．コロナ感染拡大における米軍基地からの影響 
2022 年 12 月現在も感染拡大が収束に向かわない新

型コロナウイルスだが、第 6波の初期流行のきっかけ

は沖縄の米軍基地に起因していた。

4-1 米軍基地由来のコロナクラスター

2021 年冬、海外ではアメリカやイギリス、インド

等で新型コロナウイルスのオミクロン株が爆発的流行

を起こした。その最中、2021年12月17日、在沖海兵

隊がキャンプ・ハンセン 8に到着した兵士に大規模ク

ラスターが発生したと公表した。これとほぼ同時期に

日本人同基地従業員がオミクロン株に感染し、それが

基地内で感染を広げ、基地周辺住民にも広がったこと

で、第 6波初期の沖縄本島中北部での感染増に繋がっ

たのである。

4-2 明らかとなった日米地位協定の問題点

沖縄でのオミクロン株流行のきっかけとなった米軍

基地内でのクラスターだが、このような事態を引き起

こした原因には日米地位協定 9が大きく影響していた。

 在日米軍の感染対策は、国内で求められるものより

も緩やかであり、在日米軍施設の米兵はワクチン接種

済を理由に出入国時の検査を行っていなかったのだ。

なぜ米軍は日本の感染対策に従わなくてもいいのか。

それは日米地位協定により、米軍機で米軍基地に到着

した場合の検疫は米軍が実施することになっており、

日本はそれに介入することができないからである。こ

のように、日米地位協定はあらゆる形で米軍に有利に

定められている。今回のコロナ感染拡大について玉城

デニー知事も、この問題の本質を日米地位協定の存在

にあると糾弾した。

 さらに日米地位協定における問題点は、今まで一度

も改定されていないことにある。1960 年に前身であ

る日米行政協定から日米地位協定に改められて以来、

内容は一切変わっていない。

 1995 年には米兵 3 人による少女暴行事件があった

が、米軍側が米兵 3人の身柄を基地内で拘束したため

すぐに日本側に身柄が引き渡されなかった。翌 1996

年には、嘉手納飛行場と普天間飛行場による騒音が問

題となり、騒音規制の運用改善で合意しているが、運

用改善は努力義務であり強制力はない。 

さらに 2004年には沖縄国際大学での普天間所蔵の米

軍機ヘリ墜落事故が起きた時には現場への立ち入りを
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米軍が強行に阻止している。2015 年には環境事故な

どで日本の基地立ち入りを限定的に認める環境補足協

定が締結され、2016 年には沖縄で軍属による女性殺

害事件があり、沖縄県民の抗議集会が開かれ、軍属補

足協定締結の合意がされている。しかし、先述の運用

改善からも分かるように、日米地位協定そのものは改

定されていない。新たに規約を作り、問題解決義務の

強制力をなくすことで先送りにしているのである。 

このように本質的な改善策がなされない基地内の不

透明さの原因を、矢部宏治著『本土の人間は知らない

が、沖縄の人はみんな知っていること』では「上位の

取り決めに入れるとマズいものを、どんどんと下位に

送って密約にしている」としている。日本の法律が日

米合同委員会よりも軽んじられている。これは日本政

府の対応の問題であると考察できる。 

5. 米軍基地環境汚染問題
5-1 続出するPFAS流出事故

米軍基地から沖縄の地域住民に広がる不安はコロナ

だけではない。それよりも問題視されているのが、環

境汚染問題である。米軍基地からは、PFAS という発

がん性などを含む人体に有害な影響を及ぼす有機フッ

素化合物が流出し続けているのである。

2020 年 4 月には、PFAS を含む泡消火剤が普天間基

地から 22 万リットル流出する事故が起きており、民

間地域に飛散し大問題となった。2021年1月にも普天

間から 130 リットルの泡消火剤が漏れ出し、2021 年 6

月にもうるま市天願桟橋の陸軍貯油施設「金武湾第 3

タンクファーム」から約 400ガロンの消化剤が流出し

ている。そして上記以外にも 2件の流出事故が起きて

いるが非公開となっている。日米地位協定によって米

軍には情報を公開する義務はないからである。 

5-2  反対運動と調査、問題点

このような流出事故に対し、流出に関する情報を

米国情報公開法によって最初に入手したのが、軍事基

地公害を長年取材しているイギリス人ジャーナリスト、

ジョン・ミッチェル氏である。現状では基地内に全面

的に立ち入りを許されていない日本は、米国に対する

情報公開法を用いて情報を入手して事実関係を追求す

る方法しか持ち得ない。 

この他にも、環境汚染に対する住民の反対運動も活

発に行われている。沖縄県内で子育てをしている母親

たちを中心とする市民団体である「水の安全を求める

ママたちの会」では、PFASで水質が汚染されることに

より、PFASを含む水を子どもが飲むことで低体重児に

なることが懸念され、その影響でさまざまな疾患のリ

スクが上昇することをはじめ、県民の健康に害がある

として現状改善の抗議のために設立された。 

 ヒアリング調査を行った沖縄テレビ・平良いずみア

ナウンサーは、環境汚染問題について長年取材を行い、

番組制作をしている。自身も子どもが一歳のとき、育

児休業中に環境汚染問題が発覚したことを受け、調査

を始めたという。 

このように活動する県民の存在や、実質的な対策を

している水道関係者があるにも関わらず、直接的な改

善につながらない問題点は、米軍に追従するのみの日

本政府の対応にあると考察する。 

 日本のPFASの検出基準値は、その有害度や危険度に

関わらず、米国の基準値に沿って定められていた。米

国がPFASの毒性の強さを認め、これまでの値の3,000

倍と大幅に基準値を引き下げると、日本政府はこれに

応じて基準値を見直す必要があるとしている。ここに

日本政府の対応の問題点の論拠を見出すことができる。 

5-3  米軍の対応策と今後(ヒアリング調査から)

今回の筆者の現地調査においては、在日米海兵隊基

地キャンプフォスター10を訪問し、海兵隊・海軍・空

軍に所属する8名の女性将校と下士官にヒアリングを

する機会を得た。当初より米軍関係者に対する基地環

境汚染問題については、現地のメディアによる取材も

困難な状況を現地メディア関係者から伝えられていた

だけに、取材機会を得たことは僥倖であるものの、こ

の問題については米軍がどのような対応をするのか大

きな懸念が残されていた。また、これまでの大学生に

よる訪問では、一種のプロパガンダとも受け取れる報

告がなされていることにも注目した。 

基地環境汚染問題に関する質問に対し、在日米海兵

隊基地キャンプフォスターの広報担当から伝えられた

公開の場でのコメントは以下の通りである。 

“それは難しい問題ですね。私たちは長い期間に渡

り、深い関心と敏感に感じ取る意識(Radar)を 持って

あらゆる面で注意深く海の水質汚染の観察をしていま

す。あらゆる面でLocal Government(地方自治体、こ

こでは沖縄県)と協力し、水質に注意を払い、安全な

水質レベルの維持の確保に努め、誰にとっても安全な

水質(海水)であるようにしています。もし水質に何か

安全なレベルを超えてしまうような問題が発見されれ

ば、水質をきれいにするべく私たちにできる最大のこ

とに尽力し、安全性を維持するように努めています。

また更なる問題が起こらないように全力を注ぎ、この

島が誰にとっても安全であるよう努めます。島には

(私たちには)赤ちゃんもいますし、安全性は私たちに

とって最大の関心事ですのであらゆる面で、海水汚染

が起こらないようにいつも用心深く、警戒する高い意

識を持っています。もし汚染が確認されたら可能な限

り迅速に対応し問題の解決に努めます。” 

上記のコメントは、我々の質問が参加した米兵に向

けてなされたときに、とっさに広報担当者が口を挟ん

だ形になった。予め質問事項を提出していたが、米軍

の対応はこれに準拠したものと推測できた。 

広報官によれば、基地からの環境汚染物質の流出問

題が日米双方にとって大きな問題であるという捉え方

の認識は無く、同席した将校・下士官らは、当初から

「この問題を知らない」という表情をはっきりと浮か

べていたことが強く印象に残っている。 これらの内

容・骨子は常に米軍が日本側に伝えているものと同様

であり、問題の核心や個別事例についての言及はなさ

れていない。つまり、米軍からのいつもの一般的・基

本的スタンスを表明した回答であるに過ぎない。 

この問題について、この後個別に対面してくれた米
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軍人は「我々は自分の任務に関する以外の基地の状況

は把握していない。それはある意味軍隊の原則である」

「基地内の様々なニュースが伝えられることはあるが、

それは基地生活全般のことであり、軍事的な情報が流

布することはない」「日本のメディアからの情報を

我々は必要としていない。よって日本側からの情報に

積極的に触れることもない」と語った。 

このように今回の取材では、基地由来の環境汚染問

題に関する米軍からの回答は従来通りのものであった。

しかし、これらの問題の今後の進展に向けた取り組み

の中で、まずは米軍基地内における情報公開や情報提

供の必要性があると考えられた。基地由来の環境汚染

問題について基地内では全く共有されていない事実が

今回の取材で明確になったことは数少ない成果である。

環境汚染に関しては、それに対応する部署の一部の関

係者のみがこれまで繰り返されている有害物質流出に

関する情報を限定的に知っているだけで、そのことが

基地内で共有されたり、また広く解決すべき課題であ

るという基地内の合意形成や、そこに到る軍関係者に

より問題意識が生まれる土壌さえ無いことが判明した。 

しかし、米軍のこのような回答は当初から予期され

ていたことなので、本研究ではこれ以上の成果を出す

べく、今回知遇を得た将校と下士官に個別に連絡を取

りつつある。まずはこれらの基地関係者との関係を構

築しつつ、問題に関する考え方などを時間をかけなが

ら調査を行い、今後の研究活動に取り入れていく。こ

れらの取り組みは、今後の大きな課題として残された。 

6. 沖縄の現状とその要因分析
沖縄の現状における問題は、先述した内容から日本

政府の対応と日米地位協定にあることがわかる。基地

訪問で得た調査の結果からも、米軍側は当事者意識を

持っておらず日米政府の問題だと考えていることが明

らかである。日本政府が日本の安全保障のために沖縄

を犠牲にしていることが原因で、沖縄に複雑な問題を

多数もたらし、沖縄県民を困惑させているのである。 

日米地位協定はコロナの感染拡大、環境汚染問題、

飛行場での騒音問題、米兵による婦女暴行問題など、

あらゆる面において問題の原因となっている。日米地

位協定の改定なくして、状態改善には繋がらない。し

かし、日米地位協定の改定どころか、日本政府の対応

は沖縄にとって良いものであるとは言い難い。 

2018年当時の菅官房長官は、玉城デニー知事が就任

した際には面会を拒否しているが、2019年首里城焼失

の際には沖縄を訪れ、修復に対する取り組みをアピー

ルしている。このような正反対の対応に、沖縄は首里

城の所有権を国から県への移転も視野に入れて一時協

議していた。 

沖縄に対する政府の対応は表裏があり、沖縄に寄り

添っているとは言えない。まさに「アメとムチの政策」

の典型であろう。米軍が駐留するための基地負担も増

える中、沖縄にかけられる振興予算や交付金は減らさ

れていく一方である。さらに東アジアの緊張関係と軍

事拡張により、沖縄だけでなく日本全体が危険にさら

される可能性も高まっている。沖縄の日本政府からの

対応は矛盾と押し付けの論理である。 

8. 研究成果に対する本土の学生の反応
著者は、2022年11月14日に、今回の研究成果を総括し

これに対する本土学生の反応を調査した。アンケート

による記述式・N＝33であった。 

 それによれば、日米安全保障条約と日米地位協定に

ついては「見直すべきだ」とする意見がほとんどであ

り、沖縄と本土の人の意識の差については「本土の人

は他人事で危機意識がない」との意見が多く見られた。

基地環境汚染問題については「日本全体で考えること

が必要」との回答が多く、「本土で沖縄のことを取り

上げることが少ないと思う」という感想も見られた。 

 本土学生の中には、沖縄の問題の根本的な理由を知

らない人が多かったが、内実を理解することで問題意

識を持つ人がほとんどであった。 

9. おわりに
沖縄で起きている問題は、日本政府と複雑に絡み合

っている。その協議の背景には、沖縄県民の民意が反

映されてないものが多くある。この状態は民主主義の

根幹に関わる。なぜそのようになってしまうのか。こ

れは沖縄県民のみの問題ではないのである。 

日本国民が日本政府の態度に対してどのように向き

合ってきたのか、政治や選挙に対する無関心さ、その

写し鏡が沖縄問題なのである。沖縄の問題を良い方向

へ繋げるためには、日本国民が他人事にしないこと、

自分ごととして考えることが不可欠である。その共同

体意識を持つために必要なのは、沖縄の問題を通して

自分の行動を省みることに他ならない。 

補 注
1琉球政府公選行政主席・本土復帰後の初代沖縄県知事。 
2 日本国とアメリカ合衆国との間の相互協力及び安全保障条約。日本の安

全保障のための米軍の在留などを定めている。 
3 県内資本での観光業に携わる事業の全体に占めるウエイトが小さく、観

光客が増えても県外・海外資本の大型ホテルなどに沖縄に落ちたお金が吸

い上げられ、県外・海外に出ていく構造。
4観光、公共事業、基地収入に依存する経済を示す。 
51月の名護市長選にはじまり、2022年の沖縄選挙は衆院選、知事選、那覇

市長選など 50 を超える選挙が実施される。 
6「米軍普天間基地の辺野古移設に反対する保守・革新の共同体」のこと。 
7応援する政党や政治的思想は違っても、米軍基地辺野古移設に 反対する

気持ちは同じだということ。 
8沖縄県金武町にあるアメリカ海兵隊の駐屯地。 
9在日米軍による施設・区域の使用を認めた日米安全保障条約第6条を受け

て、施設・区域の使用のあり方や日本における米軍の地位について定めた

条約。 
10沖縄本島中部に位置するアメリカ海兵隊の駐屯地。 
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金城学院大学人文・社会科学研究所報告書 磯野正典 太田正登 『沖縄米

軍基地環境汚染問題と国際情勢から見た今後の展望』 
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文化財理解のための実空間を利用したデジタルストーリーテリング 
Digital Storytelling for Understanding Historical House Using Real Space 
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要旨･･･本研究は，学生制作によるデジタルストーリーテリングを用いて文化財への理解を深める手法に

ついて述べたものである．一般に，デジタルストーリーテリングの上映はモニターやスクリーンなどで行う

が，ここでは実際の文化財建造物の障子面をスクリーンに見立て，建物の内側からプロジェクションマッピ

ングを行うことで文化財の実空間との融合を実現した．愛知県半田市にある国指定重要文化財小栗家住

宅を利用し，小栗家の歴史に関するデジタルストーリーテリングを通して文化財理解の実証実験を行っ

た．参加者に対するアンケート調査の結果，本手法の有効性が示された．

キーワード 文化財理解， デジタルストーリーテリング，プロジェクションマッピング

１．はじめに 
文化財は，我が国の長い歴史の中で生まれ，今日

まで守り伝えられてきた貴重な国民的財産であると

同時に，将来の文化の向上，発展の基礎をなすもの

である．このため，文化財を理解することは，未来

を創る事に繋がり，特に若い世代において重要とい

える．しかし，2003年の内閣府による世論調査によ
れば，有形文化財に対して「関心がある」と答えた

のは全体の 66.9%にとどまり，32.9％は「関心がな
い」と回答している．また，「関心がある」とする

者の割合が高い年齢層は 50歳代，60歳代で，「関心
がない」とする者の割合が高い年齢層は 20歳代，30
歳代であることが分かっている(1)． 
 文化財への理解を深めるための取り組みとして

は，主に，文化財の内容や歴史などについて書いた

パンフレットやチラシといった紙メディアを作成し

配布することが一般的である．しかし，そういった

文字や写真だけでの解説だけでは十分な理解を得る

事は難しい．そこで，紙メディアだけでなく，専門

家や観光ガイドボランティアといった，文化財を理

解している人によって直接言葉で解説を加える事

で，紙メディアだけでは伝えられない部分を言葉で

補うなどしているところもある． 
 最近では，情報通信技術の発達により，画像や映

像，音声といったデジタルメディアを使った文化財

理解への取り組みも増えてきている．こうしたコン

テンツは YouTubeなどのオンラインプラットフォー
ムにアップロードされ，場所に限定されることな

く，どこからでも文化財を知ることができる機会を

増やすことに貢献している(2)．
 本研究では，文化財の理解をさらに深めるために，

「ストーリーテリング」の手法を用いることとした．

「ストーリーテリング」とは，解説する対象に対し

て，ストーリー仕立てでわかりやすく解説する手法

であり，これまでに教育やビジネスの場で利用され，

その効果が実証されている.例えば，John Seely Brown
は経営の分野で組織における課題の説明や戦略の継

承としてストーリーテリングが効果的だとした(3)．
今回は，実際の文化財建造物の障子面をスクリーン

として利用する「障子プロジェクションマッピング」

の手法を用いることで，文化財の実際の臨場感とデ

ジタル技術を融合した「実空間を利用したデジタル

ストーリーテリング」を実践した．これらの実証実

験を半田市市制 85 周年記念イベント「85祭」に合わ
せて，愛知県半田市にある国指定重要文化財小栗家

住宅(以下，小栗家住宅)を利用して行い，参加者にア
ンケート調査を行ったので，本稿ではその結果と考

察について報告する．

２．関連事例と本研究の特徴 
ストーリーテリングは当初，言葉だけで実施されて

いたが，やがて，紙芝居のように絵や写真などを利

用することで，より効果的なストーリーテリングが

実施されるようになっていった．その後，テクノロ

ジーの発達により，コンピュータで，ナレーショ

ン，写真，BGM 等を合わせたストーリーテリングを
容易に作成できるようになり，こうしてできたスト

ーリーテリングをデジタルストーリーテリング

(Digital Storytelling)と呼ぶようになった．デジタルス
トーリーテリングでは，言葉だけでは伝えにくい“イ
メージ”や“感覚的な内容”を「写真」や「映像」，
「音楽」などを効果的に利用することで，よりわか

りやすく伝える事ができ，高く評価されている．し

かし，これらの表現は，情報通信機器としてのモニ
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ター画面やスクリーンを利用して表現される事が多

い，そのため，こうした環境の整った場所でしか実

施することができず，コンテンツの内容とは別の空

間で語られる事が常であった．最近では，新型コロ

ナウイルス感染拡大の影響で多くの人数が一箇所に

集まることが難しくなり，Zoom等の Web会議サー
ビスを活用したオンライン配信という形でも発表が

行われている．こうした場合，参加者は実空間とは

別にスクリーンやモニター画面を通じてその意味す

るところを理解することに限定されている．そこを

補う手段の一つとして文化財そのものを活用した実

空間でのデジタルストーリーテリングの試みもなさ

れている．本研究の実施後，2022年 11月 24日に
は，三重県桑名市にある国指定重要文化財六華苑で

も，文化財建造物を利用したイベントが実施され

た．ここでは，六華苑所有者である諸戸家の歴史ス

トーリーが文化財である洋館の外壁に投影され「諸

戸水道」など，文化財に関するプロジェクションマ

ッピングが上映された．

本研究では，重要文化財という実空間を利用して

デジタルストーリーテリングを行うことで，より文

化財への理解や興味が深まると考えた．本研究の特

徴は次の 3点である．一つ目の特徴は，実際の文化
財建造物の実空間を応用する事でリアリティのある

コンテンツ表現を目指した点である．この際，小栗

家住宅は明治３年建築の和風建築である事から，そ

の特徴を活かし，建造物の壁面への映像投影ではな

く，障子面をスクリーンとして家の内側から映像を

投影した．小栗家住宅は道路に面して 1階，2階合わ
せて 5面の障子がある．和風建築では，部屋の灯り
が障子を通して外に漏れるところに風情があるた

め，外部から壁面に投影するのではなく，部屋の内

部で障子面に投影することで観客は，小栗家住宅の

景観を楽しみながら障子に投影される映像を観るこ

とができるようにした．二つ目の特徴は，小栗家住

宅の景観を印象付けるため主屋を挟む両側の蔵の壁

面及び門庭に個別照明を当てることで照明による外

形の強調による演出を行った点である．三つ目の特

徴は，本研究の目的である文化財理解のためには，

観客側だけでなく，制作側の理解も重要であると考

え，比較的文化財への理解や関心が低いとされてい

る若年層である学生によって実施した点である．須

曽野は，大学生によるデジタルストーリーテリング

の制作を行い，その過程で学習者が自身の経験を振

り返り，ストーリーの中で反映させようと考えてい

ることを報告した(4)．よって，学生が制作すること
によって，学生自身の文化財に対する意識の変化を

生み出す効果もあるのではないかと考える．

3．コンテンツの内容 
コンテンツは，金城学院大学の学生によって制作

された．「ストーリー」,「イラスト」,「BGM」の 3
チームに分かれてそれぞれ作成し，途中 3回のリハー
サルをへて課題抽出を行い，再度修正してコンテン

ツを完成させるアジャイル形式で開発した．

コンテンツは，小栗家住宅について理解するため

の物語として，「小栗家」の歴史である「酒,味噌作
り」にフォーカスし，作成した． 
コンテンツの制作には以下の 3つの工夫をこらした．
①5面の障子を効果的に活用した映像制作(図 1)
②作品内容に合わせたオリジナルの音楽

③建物の雰囲気とストーリーに合わせたオリジナル

の影絵風イラスト(図 2)

図 1 映像の割り当て場所 

図 2 投影する素材例 

4．システム構成 
プロジェクションマッピングを実現するためのシ

ステム構成図を図3に示す．

図 3 システム構成図 
制御用 PCには Mac Pro(Late 2013)を使用し，5台の

超短焦点型プロジェクタと VGAケーブルで接続し
た．MacPro側には VGAから miniDisplayPortに変換
して接続をした．音声はオーディオインタフェース

を利用し，マイクとスピーカーを接続した．ソフト

ウェア側の制御にはプロジェクションマッピング用

のソフトウェアである MadMapper V5を利用し，作
成した動画コンテンツを 5つのプロジェクタに対し

48



社会情報学会中部支部・芸術科学会中部支部・情報文化学会中部支部 

合同研究発表論文 

て適切な位置に投影できるように位置や歪み等を補

正して割り当てた． 
映像の割り当て方法については図 1に示す．図 1

で示す 1〜5の障子に対して映像を割り当てた．ただ
し，実際には障子は複数の障子戸によって構成され

ており，開閉のために物理的に前後にずれて配置さ

れている．今回の場合は超短焦点型プロジェクタを

使用しているため僅かな歪みや位置のズレによって

映像投影に大きな違和感を生んでしまうため，各プ

ロジェクタの領域を 2分割または 4分割して細かな
位置や歪みを調整して投影を行った．

5．イベントの実施 
2022 年 10月 1日の「85祭」開催日 18時より，小

栗家住宅を利用して障子プロジェクションマッピン

グによるデジタルストーリーテリングの上映を行っ

た．30分間隔で,合計 6回実施し,延べおよそ 500 人が
参加した.事前に地元ケーブルテレビ CACの取材，中
日新聞の知多版へのメディア露出があった． 
初めに,小栗家当主が口頭で小栗家住宅に関する説

明をした後，5 つの障子面を利用して障子プロジェク
ションマッピングを実施した(図 4).コンテンツの時間
はオープニング映像を除いて 3分 30秒で制作した.

6．アンケートの実施と結果 
本プロジェクトを評価するため，参加者を対象に

アンケート調査を実施した．アンケート調査は全 6回
のコンテンツ実施の前に毎回アンケートをとること

を伝え，上映後，スタッフが参加者に対して無作為

に対面で回答を依頼した．アンケートは Google Form
を使って作成し，スタッフが表示する QRコードを読
み取った上で，スマートフォンから回答してもらっ

た．スマートフォンを持っていない人や，操作が困

難な人には同様の内容を印刷した紙面で回答しても

らった．Google Formで 103名，紙面で 4名の合計 107
名の回答を得た．

アンケート項目とその結果は以下の通りである．

1.個人の属性（年齢）
2.個人の属性（居住地）
3.小栗家住宅の認知度
4.コンテンツの評価
デジタルストーリーテリングに関する評価と実空

間での演出効果)について以下の 7項目を「1＝そう
思わない」「2＝あまりそう思わない」「3=どちら

でもない」「4=そう思う」「5=とてもそう思う」 
の 5段階尺度で調査した． 
4-1.障子に映像を投影していたのが面白い
4-2.5つの障子の面を効果的に活用できていた
4-3.音楽と映像の組み合わせによってより理解が深

まった 
4-4.ナレーションと映像の組み合わせによってより

理解が深まった 
4-5.実際の建物を使って小栗家の紹介をすることで

より理解が深まった 
4-6.当主が直接説明することで説得力がました
4-7.建物やモッコウバラへのライトアップが効果的

だった 
5.自由記述
回答者の年齢は 10 代が 4 人(3.7%)，20 代が 24 人

(22.4%)，30代が 13人(12.1%)，40代が 23人(21.5%)，
50代が 21人(19.6%)，60代が 16人(15.0%)，そして 70
代以上が 6人(5.6%)であった 
 回答者の居住地は，「半田市内」が 44人(41.1%)，
「半田市以外の愛知県内」が 60 人(56.1%)，「県外」
が 3人(2.8%)であった． 
 小栗家住宅の認知度は，「よく知っている」が 28
人(26.2%)，「名前は聞いたことがある」が 30 人
(28%)，「よく知らない」が 49人(45.8%)であった． 
コンテンツに対する評価結果を表 1に示す．自由記述
には 79件の回答があった．

表 1 コンテンツに対する評価結果 

8．考察 
 10代から 70代以上まで満遍なくアンケートをとる
ことができた．また，質問 2から小栗家住宅の知名度
は半数以下であることがわかった．質問 2で「半田市
内」と答えた 44 人のうち，小栗家住宅について「よ
く知っている」と答えたのは 18 人で，26人が小栗家
住宅について名前を聞いたことがある程度，もしく

はよく知らないことがわかった．「よく知らない」

図 4 障子プロジェクションマッピングの様子 
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と回答したのは，質問 2 で「愛知県内(半田市以外)」
と答えた 60人のうち 34人と最も多かった． 
アンケートの質問 4から，今回の実証実験全体に対

して参加者の 87.6％から良い評価(尺度 4 または 5)が
得られ，観客満足度が高かったことがわかる．デジ

タルストーリーテリングの評価に関する「ナレーシ

ョンと映像の組み合わせにより理解が深まった」と

いう項目では全体の 71.0％から最高評価(尺度 5)を得
た．また，実空間を使うことによる理解度に関して

「実際の建物を使って小栗家の紹介をすることで理

解が深まった」という項目では，全体の 66.4%が最高
評価をした．このうち，50 代，60 代では,最高評価を
したのが 51.4%であったのに対し， 20代，30代では
75.7%が最高評価をした．このことから内閣府の世論
調査では文化財に対する関心が低いとされている 20
代,30 代でも本手法によって高い評価が得られること
がわかった．

自由記述では様々な意見が寄せられたが，主に下

記の 6つのカテゴリに分類される． 
・映像が良かった

・音楽が良かった

・小栗家の歴史がより理解できた

・建物がより魅力的にみえた

・車や歩行者等の遮蔽物によって集中できなかった

・音が聞こえにくかった

「映像が良かった」の中には，「5 面の障子を効果
的に活用していた点が面白かった」という意見が多

数あった．これは，実空間としての文化財そのもの

が持つ良さを活かしたプロジェクションマッピング

が評価されたものと思われる．「音楽が良かった」

の中には，「音楽とナレーションがあっていた」と

言う意見があった．また，「小栗家の歴史を理解す

ることができて良かった/わかりやすかった」と言う
意見があり，ストーリー展開を評価する意見が複数

あった．これらは，デジタルストーリーテリングの

コンテンツのクオリティが評価されたものと思われ

る．「建物がより魅力的に見えた」では，「ライト

が柔らかい印象を受けた」という意見があった．こ

のことから，文化財建造物自体の存在感を活かすた

めの実空間の演出が評価されたと思われる．また，

「建物の中もみてみたいと思った」という意見から

は，文化財理解だけでなく，文化財そのものに対す

る興味にも繋がった．さらに，学生の取り組みとし

ての評価をする意見もみられ，学生が制作すること

の価値の一端を確認することもできた．

 一方で寄せられた意見から課題も見えてきた．一

つ目は，「遮蔽物によって集中できなかった」と言

う意見が複数あったことである．このことから，デ

ジタルストーリーテリングへの没入感を阻害する要

因の排除が重要であることがわかった．  
次に，「音が聞こえにくかった」と言う意見も複

数あった．コンテンツの音量設定については 3回にわ
たるリハーサルの際に十分に検討し，最適な音量に

調節していた．しかし，本番では想定以上の騒音も

発生したため，観覧した場所によって音が聞こえに

くいという状況が発生したと思われる． 
このことから，実空間ゆえに発生するであろう

様々な事象について，事前に予測し，コンテンツに

没入できるような環境をいかに整えるかが今後の課

題である． 

9．まとめ 
本研究では，文化財建造物という実空間を利用し

て，デジタルストーリーテリングを行うことで，よ

り文化財への理解や興味が深まると考えた．そこで，

小栗家住宅を利用し，小栗家の歴史に関するデジタ

ルストーリーテリングを通して文化財理解の実証実

験を行った．実験では，小栗家住宅の道路に面した 5
面の障子を利用し，文化財の景観を活かすように建

物の中からプロジェクションマッピングを実施する

とともに，外観のライトアップを実施した．コンテ

ンツはアジャイル開発により効率的に制作した．こ

れらを評価するため，参加者にアンケート調査を実

施した．その結果，実空間を利用したデジタルスト

ーリーテリングにより，文化財への理解や興味が深

まる事を示した．特に，これまで文化財への関心は

高齢者層では高いものの若年層で低いと指摘されて

いたが，プロジェクションマッピングを応用したデ

ジタルストーリーテリングによる本手法を用いるこ

とで高齢者層のみならず若年層でも高い評価が得ら

れた．このことは若年層に対する文化財理解の新し

い手法としての価値も確認できた．今後は，文化財

理解をはじめとするデジタルストーリーテリングの

汎用的な手法とその価値を追求していきたい．
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Wizard of OZ法による会話型ロボットを使用した観光ガイドの支援 
～『ステンドグラスの魅力を訪ねて』ガイドツアーにおける実証〜 

Support of Tour Guide by using Conversation Robot based  
on Wizard of OZ Method 

-Practical Studies on "Visiting Beautiful Stained Glass" Guide Tour-
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Misato Kito, Yoshino Nakamura, Mana Fukuyasu, and Naoto Mukai 
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要旨･･･観光は，地域の経済と文化の活性化による地域振興，国際理解や国際収支の均衡化，新し

い雇用の創出など，様々な側面で社会に貢献している．観光事業が日本の重要な施策の一つとして

注目される中で大きな役割を果たしているのが「観光ガイドボランティア」である．観光ボランテ

ィアとは，地域を訪れる観光客に対し，無償もしくは安価な料金でガイドを担う人々を指す．一方

で，観光ガイドボランティアは，高齢化や人員不足などの問題を抱えており，その継続性が危ぶま

れている．そこで，本研究では，名古屋市東区「文化のみち」の観光ガイドボランティアが実施し

ているガイドツアー『ステンドグラスの魅力を訪ねて』を対象に，Wizard of OZ法による会話型ロ

ボットを使用したガイド支援システムを導入した．このシステムでは，ガイドボランティアとロボ

ットが互いに対話することで，観光客の興味を惹くことを狙った．また，ガイドツアーの道程にお

いて，ロボットが状況に合わせて，様々なアクションをとることで，観光客の一員としてツアーを

盛り上げる役割を担った．アンケートによる評価の結果，導入したロボットによるシステムは，観

光客の観光資源への興味を高め，楽しいガイドツアーを演出することに成功した． 

キーワード 観光支援，ガイドボランティア，会話型ロボット，Wizard of OZ法

１．はじめに 

観光は日本が力強い経済を取り戻すための重要な

成長分野とされ，地域振興，国際理解，国際収支の

均衡化，新しい雇用の創出などの効果が期待されて

いる．平成28年には「明日の日本を支える観光ビジ

ョン」[1]が策定され，日本の観光資源の魅力を高め

地方創生に繋げることを掲げた．しかし，令和4年版

観光白書[2]によると，新型コロナウイルス感染拡大

は観光関連事業に甚大な影響を与えており，2021年

の訪日外国人旅行者は，年間を通して大きく減少し，

前年比94.04%減の25万人となった．一方で，日本人

の国内宿泊旅行者数は前年比11.8%減の延べ1億4,177

万人であったことから，日本人の国内観光需要の落

ち込みは，訪日外国人に比べ小さい．また，三大都

市圏と地方部の宿泊者数の2021年の割合は，訪日外

国人は三大都市圏が69.1%，地方部が30.9%であるの

に対し，日本人は三大都市圏が37.5%，地方部が

62.5%であり，日本人による地方部の地域観光の需要

は少なくない．このことから，地域観光の活性化が

地方創生の鍵となっていることは明らかである． 

地域観光を支える組織の一つが「観光ガイドボラ

ンティア」である．観光ガイドボランティアは，地

域を訪れる観光客に対し，無償もしくは安価な料金

で，地域の観光資源のガイドを担う．日本観光振興

協会が令和3年度に実施した「観光ガイドボランティ

ア団体」調査[3]によると，組織数は1,667，ガイド

数は40,327人であった．前年度に比べ，組織数は61，

ガイド数は5820人が減少している．ガイドスタッフ

の高齢化や人員不足，後継者育成などの問題を多く

の団体が抱えていることにも言及している．田口ら

は，文献[4]において上記の問題を指摘しており，人

員不足などの問題を解決するために，他団体との連

携を図ることが重要との考えを述べている．

 そこで，本研究では，観光ガイドボランティアの

支援を目的として，Wizard of OZ法による会話型ロボ

ットを利用したシステムを提案する．このシステム

では，ガイドボランティアとロボットが対話形式で，

地域の観光資源を解説する．また，ガイドツアーの

状況に合わせて，ロボットが“同意”や“驚き”な

どを表すアクションを実行する．ロボットの発話や

アクションは，Wizard of Oz法に従い，人間が遠隔で

操作する仕組みとした．名古屋市東区で活動してい

る「東区文化のみち」ガイドボランティア[5]が主催

する「ステンドグラスの魅力を訪ねて」ガイドツア

ーに本システムを導入した．このガイドツアーで訪

れる名古屋市市政資料館において，ロボットとガイ
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ドボランティアによる対話形式のガイドを実施した．

また，ガイドツアーの道中において，状況に合わせ

たロボットのアクションを実行した．ガイドツアー

の終了後に，参加者と担当したガイドボランティア

を対象にアンケートを実施し，本システムの有効性

を評価した． 

２．従来研究 

我々は昨年度にも「東区文化のみち」ガイドボラ

ンティアの協力を得て，ロボットを利用したガイド

支援の研究を実施した．2011 年 11 月 3 日〜７日にか

けて名古屋市東区にある旧豊田佐助邸の魅力を紹介

するためのロボットを設置した[6]．このロボットは，

観光客と会話でガイドする仕組みとなっており，ロ

ボットの解説後に，観光客が「はい」「いいえ」な

どと応答することで会話が進行する．アンケートの

結果から，観光客のペースに合わせたガイドが実現

できることが示された．一方で，ロボットの音声認

識精度が低く，円滑な会話が難しいなどの問題が指

摘された．そこで，ロボットの音声認識を補助する

ためのスイッチを開発し，ガイドボランティアに評

価してもらった[7]．観光客の「はい」「いいえ」の

応答の代わりに，スイッチでの操作が可能となって

おり，ロボットとの会話の即時性を改善することを

狙った．音声認識の問題は解消されたが，会話する

楽しみが損なわれたなどの意見があった．

 本研究では，上記の研究結果を踏まえ，Wizard of 
OZ 法を採用することにした．Wizard of OZ 法は，ロ

ボットの振りをして，実際は人間が操作することで，

ユーザと対話する手法である．この手法であれば，

音声認識の問題は発生せず，ガイドボランティアや

観光客との円滑なコミュニケーションが実現可能で

ある．

３．ガイドツアーを支援する会話型ロボットを

用いたガイドシステム 

本章では，「ステンドグラスの魅力を訪ねて」ガ

イドツアーに導入した会話型ロボットを用いたガイ

ドシステムの設計について述べる．また，同ガイド

ツアーを主催する「東区文化のみち」ガイドボラン

ティアの概要を述べる．

３．１ 東区文化のみちガイドボランティア

 「東区文化のみち」ガイドボランティアは，平成

13年に設立され，東区の文化のみちエリア内の観光

スポットに常駐し，観光客へのガイドを担当してい

る．本研究で対象とするガイドツアーは，「歩こう

文化のみち2022」と題されたイベントの一環であり，

「大正時代の建造物に残るステンドグラスの魅力」

を伝えることを目的としている．ガイドツアーは

2022年11月5日10時〜12時に開催された．

３．２ 会話型ロボット

本研究では，会話型ロボットとして，シャープ株

式会社のロボホン（RoBoHoN）を採用する．ロボホン

は，図 1 に示すように，5 歳ほどの男の子をモデルと

してデザインされており，トーンの高い声で発話す

ることから，聞き手が親しみを持ちやすい．ロボホ

ンの開発には，同社が提供しているロブリックが利

用可能である．ロブリックは，ブロックを組み合わ

せてプログラミングする仕組みとなっており，プロ

グラミングに不慣れなガイドボランティアでもシス

テムに手を加えることが容易である．

図 1：ロボホン（RoBoHoN） 

３．３ Wizard of OZ法による対話とアクション 

ロボホンは，Wizard of OZ 法に従い，人間が遠隔で

操作する．図 2は，ロブリックで開発したロボホンの

プログラム（抜粋）である．ロボホンに Bluetooth で

接続したキーボードの入力に応じて，ロボホンは発

話・アクションする仕組みになっている．例えば，

キー「1」を押すと，ロボホンは「僕はまだ 2 歳，で

も歌って踊って会話できるんだ！」と発話する．ロ

ボホンのアクションは，発話する文章に含まれる単

語から，適切なアクションが自動的に選択される．

図 2: ロボホンのプログラム（抜粋） 

ロボホンの発話は 2種類に分類される．一つはガイ

ドツアーの道中において汎用的に利用可能な発話で

ある．もう一つはガイドボランティアとの対話を実

現するシナリオに基づく発話である．前者は「わぁ，

凄い」「へー，そうなんだ」「とっても綺麗だね」

などの発話が該当する．後者のシナリオは，ガイド

ツアーで訪れる名古屋市市政資料館を対象とし，同

館のガイドを担当するガイドボランティアとの事前

相談に基づき設定した．ガイドツアーの参加者はス

テンドグラスに興味を持っていることが想定される

ことから，ステンドグラスを解説するだけではなく，

ステンドグラスに関する豆知識を問うクイズ形式で

の対話を組み込むことにした．クイズの出題の際は，

参加者がクイズの内容を把握しやすいように，図 3に
示すパネルを合わせて提示した．次に，クイズの発

話例を示す．
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図 3: 使用したパネル例 

発話例 

「ここで，僕がクイズを出すよ．問題１，この中で，

作るのが一番，難しいガラスはどれかな？」 

「A ，「ステンドグラス」，B，「ワイングラス」，

C，「窓ガラス」，皆さんも一緒に考えて見てね」 

上記のクイズに対し，ガイドボランティアは敢え

て間違った回答をする．その後で，ロボホンは次の

発話を行う． 

発話例 

「残念．正解は C の窓ガラスだよ．大きなガラスを

作るのは，難しいんだ．歴史が古い順に，ステンド

グラス．ワイングラス．窓ガラスだよ」 

 このように，ロボホンとガイドボランティアとの

掛け合いを組み込むことで，参加者も一緒に回答を

考えることができる．この他，名古屋市市政資料館

の歴史や見どころなど，普段のガイドボランティア

が取り上げる内容を盛り込んだ． 

４．アンケート評価 

本章では，ガイドツアー後に回収した参加者とガ

イドボランティア向けのアンケート結果について述

べる．

４．１ 実験環境

 名古屋市政資料館では，ガイドボランティアとロ

ボホンによるシナリオに基づく対話形式のガイドを

実施した．図 4に示すように，同館の入口正面にある

階段にロボホンを配置した．参加者には階段下の踊

り場に，ロボホンを取り囲むようにアーチ状に並ん

でもらった．ロボホンの操作者は，来場者に紛れて

遠隔からロボホンに指示を出した．このため，参加

者はロボホンがどのように操作されているかを知る

ことはできない．同館におけるガイドの終了後は，

参加者と一緒にガイドツアーに帯同し，ガイドボラ

ンティアの解説に合わせて，操作者が汎用的な発話

を指示した．また，図 5に示すように，ガイドツアー

最終目的地である二葉館において，ガイドボランテ

ィアの代わりにロボホンによるお礼の挨拶を行った.

図 4: 名古屋市政資料館におけるガイドの様子 

図 5:ロボホンによる挨拶の様子 

４．２ 参加者向けアンケートの結果と考察 

ガイドツアーの終了後に，参加者に対してアンケ

ートを実施した．参加者は 14 名（男：5 名，女：8 名，

その他：1 名），平均年齢は 68 歳であった．アンケ

ートでは，表 1 に示す 4 つの設問に対し，5 段階評価

で参加者に回答してもらった．スコアが高いほどポ

ジティブな回答であることを示す． 

表 1: 参加者向けアンケートの設問 

番号 設問内容 

Q1 ロボホンの音声は聞き取りやすかった

か

Q2 ガイドとロボホンの掛け合いは楽しか

ったか 
Q3 ロボホンのガイドでステンドグラスへ

の興味は高まったか

Q4 ロボホンによるガイドを他の施設でも

利用したいか

図 6は，各設問のスコアの平均値と標準偏差を示し

ている．どの設問の平均スコアも 3.9以上の高いスコ

アが得られた．特に Q３のステンドグラスの興味に関

する平均スコアは，4.6 と非常に高かった．ガイドボ

ランティアと設計したシナリオやクイズ形式での掛

け合いが効果を示したと考えられる．また，標準偏

差に関しては Q１の聞きやすさが 0.9 と最も大きく，

参加者によって差があったことが示唆された．参加

者にはアーチ状に並んでもらったことから，ロボホ

ンまでの距離に大差はない．一方で，参加者の年齢

は 40代から 80代までと幅広いことから，高齢者にと

っては聞きずらい音量だった可能性がある．表 2は設

問間の相関係数を示している．Q１と Q３は正の相関
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（相関係数:0.46）が確認された．音声の聞きやすさ

は，参加者のステンドグラスへの理解を促し，興味

を高めることに繋がっていると考えられる．また，

Q2 と Q4 は強い正の相関（相関係数:0.79）があるこ

とが確認された．ロボホンとガイドボランティアの

掛け合いを楽しく感じた参加者は，他の施設でも利

用したいと強く感じたようである．この他，参加者

から「ロボットが遠隔で操作されているとは思わな

かった」という意見があった．このことから，

Wizard of OZ 法の狙いであるロボホンが独立して動

作していると参加者に思わせることに成功したとい

える．これもまた，本システムの評価を高めた要因

であると思われる． 

図 6: スコアの平均値と標準偏差 

表 2: 相関係数 

Q1 Q2 Q3 Q4 

Q1 1.00 0.31 0.46 0.23 

Q2 0.31 1.00 0.21 0.79 

Q3 0.46 0.21 1.00 0.27 

Q4 0.23 0.79 0.27 1.00 

４．３ ガイドボランティアへのヒアリング 

ガイドツアーを担当したガイドボランティアを対象

に，ヒアリング形式で本システムを評価してもらっ

た．従来のガイドでは，ガイドボランティアが一方

的に解説する形式になることが殆どであったが，本

システムで導入した会話やクイズなどの形式は新鮮

で，参加者の興味を高めることに繋がったと述べた．

また，ロボホンの高い声質は，参加者の多くを占め

る高齢者にとっても聞きやすいという意見があった．

加えて，道中でのロボホンによるアクションは，参

加者の笑いを誘うなど，従来のガイドにはない参加

者の反応を得ることができ，ガイドボランティアの

モチベーション向上にも繋がることが期待できそう

である．本システムの導入はガイドツアーを大いに

盛り上げ，楽しいツアーを演出したといえる．

５．おわりに 
本研究では，「東区文化のみち」ガイドボランテ

ィアの支援を目的として，Wizard of OZ 法による会

型式ロボットを用いたガイド・システムを提案した．

提案したシステムは，シナリオに基づく掛け合い用

の発話と，汎用的に利用可能な発話で構成される．

アンケート結果から，提案システムは，参加者の興

味を高め，楽しいツアーの演出を実現したといえる．

今後の展望として，他の施設での本システムの利用

を望む参加者が多いことから，名古屋市政資料館を

含む複数の観光施設で利用できるよう発話のパター

ンを増やすことが考えられる．また，よりクリアに

ロボホンの音声を聞き取ることができるように，マ

イクの設置や，参加者の配置を検討したい．
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地域コミュニティの情報共有サイトを利用した 
施設予約システムの構築 
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要旨･･･地域の活性化に向けて地方創生や地域力向上などその地域自らが主体となって取り組むこ

とが期待されており，住民自治組織など地縁関係がある地域コミュニティに注目が集まっている．
我々は，愛知県瀬戸市と協同で地域力向上活動をICTを用いて支援しており，第2の拠点となるWeb
サイトを構築・運営するなど、様々な取り組みをしている．しかしながら，地域で活動する住民の
減少や高齢化が課題となり，十分にICT利活用ができず，業務負担が大きいことが課題となってい

る．そこで，本研究では，地域業務の一つである施設予約に注目し，施設予約システムを通じて，
地域拠点業務のICT化と住民のICT利活用促進を目指す． 

キーワード 地域コミュニティ， 予約システム，地域拠点，民官学連携 

１．はじめに 
現在，地域では防災・防犯，人口流出や高齢化な

ど様々な課題を抱えている．これら課題を解決する

ために政府や地方行政を中心に様々な取り組みを行

なっているが，そのなかでも地域コミュニティに注

目が集まっている1)．また，社会における情報通信技

術の活用も進められており，Society5.0やデジタル田

園都市国家構想のように様々な人が情報通信技術の

恩恵を受けることができる社会を目指している．

我々は，愛知県瀬戸市と協同で地域活動を支援する 
Webサイトを作成してきた2)．このサイトでは，地域

内外に向けて活動をしている様子をPRでき，一定の

評価を得ることができたが，閲覧者が固定化されて

いたり，情報量や更新頻度に差が見られる現状であ

った．また，実際に活動をしている施設自体のICT化
は進んでおらず，地域拠点でも事務作業に多くの負

担が見られた． 
そこで，本研究では，地域のICT利活用促進のため

に日常の地域拠点業務の中で，地域活動に関係する

地域拠点の貸出し業務をICT化することで，ICT技術

に触れる機会を増やし，慣れ親しんでもらい情報格

差を減らすことを目的とする． 

２．愛知県瀬戸市における地域コミュニティの

現状と調査 
(1)瀬戸市地域活性化プロジェクト

愛知県瀬戸市では，「地域力」向上を目指し，地

域を 20 の連区に分け，地域課題の解決に取り組んで

いる．我々は，2010 年より瀬戸市役所と協同で瀬戸

市の地域力の取り組みを ICT を活用して支援する取

り組みをおこなってきた．「瀬戸発！まるっと地域

力」は，市内の各連区が Web 上で交流し情報共有す

る第２の拠点として，各連区の紹介や，活動の予告，

活動の報告，瀬戸市役所からの関連情報を公開する

ことができる Web サイトである．これらのサイトを

通して地域活動をおこなう住民同士の交流や，地域

活動の PR には繋がったが，情報を入力する地域住民

の高齢化や人手不足などの理由から，地域による情

報量や更新頻度の差が見られる状況であった． 
(2)現状調査と課題

地域コミュニティの現状調査のため，瀬戸市道泉

地域交流センターの担当者に対して聞き取り調査を

おこなった(図 1)． 

図 1. 道泉地域交流センターへの訪問の様子 

道泉地域交流センターは，道泉連区の活動拠点と
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なっており，小学生から高齢者まで幅広い世代が

様々な用途で利用している 3)．センターには Wi-Fi の 
設備があるが，特に業務に活用はしておらず，感染

対策のための利用者の登録や，施設予約の管理も紙

媒体を中心に管理していた (図 2)．施設の予約は，電

話と訪問で対応しており，管理者への調査では，施

設予約開始の日は，電話が多く対応が大変であると

話していたことからも，管理者，予約者双方にとっ

ても負担が大きいことがわかった．また，施設予約

について他連区を調査すると連区によって様々な貸

出条件や方法があることがわかった． 

図 2. 現在の施設予約の一例 

３．施設予約システム 
 そこで本研究では，日常の地域拠点業務を ICT 化

することで，ICT技術に触れる機会を増やし，慣れ親

しんでもらい情報リテラシの格差を減らすことを目

的とする．また，地域活動の第2の拠点となっている

「瀬戸発！まるっと地域力」に予約システムを設置

することで，実際の地域拠点とオンライン上の拠点

をつなぎ，双方の活用を促進することを目指す． 
システムの構築は，連区ごとに様々な予約方法が

あることから，現在の予約方法に可能な限り近づけ

るためにも，既存のシステムを使用せず独自で開発

した． 
図3のカレンダーの希望場所・日時をクリックする

と名前やメールアドレスなどを入力するフォームに

遷移し，先ほどクリックした場所・日時がフォーム

に自動で入力されている状態になる．このフォーム

は Google フォームと連携しており，送信されたデー

タは Google スプレッドシートに保存される(図 4)． 

図 3. 予約状況確認画面の表示 

図 4. 予約受付フォームの表示例 

入力した情報を扱いやすいように，Google Apps 
Script (以下，GAS)を用いて，日付，使用したい部屋，

開始時間の順番で並び替えをする．更に，この情報

をカレンダーにフィードバッグしたり，管理者画面

の予約一覧表を作るための，GAS を用いた WebAPI
を作成した． 

４．おわりに 
 本研究では，日常の地域拠点業務を ICT 化するこ

とで，ICT技術に触れる機会を増やし，慣れ親しんで

もらい情報格差を減らすことを目的とし，現在，瀬

戸市役所に意見をもらいながら施設予約システムの

開発を進めている．今後は，来年度の実用を目指し，

調査をおこなった道泉連区を中心に民官学協同で実

証実験を進めていく予定である． 
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フレイルおよび認知機能低下予防を目的とした

スマートスピーカーの活用

〜豊山町における運動スキルの実証〜
The Use of Smart Speaker for preventing frailty and cognitive decline 

：Demonstration of the Exercise Skill in Toyoyama town 

黒川 翔
1
，堀 涼１，浦田 真由

1
，遠藤 守

1
，安田 孝美

1 
井上 愛子

2
，宇野 千晴

2

Sho KUROKAWA, Ryo HORI, Mayu URATA, Mamoru ENDO, Takami YASUDA 
Aiko INOUE  and  Chiharu UNO 

1名古屋大学大学院情報学研究科 Nagoya University Graduate School of Informatics 
2名古屋大学未来社会創造機構 Institute of Innovation for Future Society 

要旨 超高齢社会である日本において，健康寿命を延伸することは社会保障費等の観点から重要な

課題となっている．特にフレイルや認知症は健康寿命を損なう要素である．これらの予防には運動，

栄養，社会参加の３点が重要とされている．本研究室ではこれまでにスマートスピーカーの活用に

関する研究が行われ，その中で介護予防におけるスマートスピーカーの有用性が示されてきた．ま

た，スマートスピーカーの拡張機能であるスキルを用いて高齢者に運動を促し，介護予防に有効か

どうか調査する研究も行われてきた．介護予防におけるスキルの有用性が示されたが，同時にスキ

ルの利用促進と，取得したデータの活用による今後の健康指導に役立てる仕組みづくりの二つの課

題が残されていた．本研究では，従来のスキルに，スキルの利用日数に応じたスタンプを付与する

機能や次の動画をおすすめする機能を追加し，課題の解決を図ることを目的とした．実際に高齢者

に使用してもらいアンケート調査を行なった結果，スタンプ機能はあまり評価されなかったが，お

すすめ機能は評価してもらえた．しかしこの結果は既に運動を習慣的に行っている被験者の特徴か

らくるものと考えられる．今後は研究対象者を増やし，それぞれの状況にあったスキルの開発・検

討をすることが必要である． 

キーワード スマートスピーカー，高齢者，フレイル，認知症，運動スキル

１．はじめに

総務省統計局の調査によると、2022年の65歳以上の

高齢者の人口は3627万人，人口全体に占める割合は29．

1%と過去最高を記録している．推計によると，この割

合は今後も上昇を続け、第2次ベビーブーム期に生ま

れた世代が65歳以上となる2040年には，35．3%に到達

すると見込まれている1）． 

高齢化により今後さらに平均寿命が伸びることが

予測される2）．健康寿命との差すなわち「不健康な期

間」が拡大すると医療費や介護給付費の社会保障費の

増大にもつながるため，健康寿命の延伸に向けた取り

組みが重要である． 

健康な状態と要介護状態の中間段階をフレイルと

いう．健康寿命を延伸するにはフレイルの予防が重要

である3）．また，フレイルと相互関係にあると報告さ

れている認知症も同時に予防する必要がある4)
・

フレイルや認知症の予防には，「運動」・「栄養（食・

口腔機能）」・「社会参加」の３点が重要であるとさ

れている5)6)． 

厚生労働省は，2025年を目途に地域包括ケアシステ

ムの構築を推進している７）．昨今、構築のために，ICT

の活用が期待され，一部先進的な地域や事業者等にお

いては，モバイル機器等を活用した取り組みが行われ

ている． 

２．これまでの取り組み

(1) スマートスピーカー活用

スマートスピーカーとは，利用者の声を音声認識に

よって聞き取り，内蔵された AI アシスタントによっ

て双方向での対話が可能なスピーカーである． 

本研究室では，これまで高齢者におけるスマートス

ピーカー活用に関する研究が行われてきた．その中で，

高齢者の介護予防としてのスマートスピーカーの有

用性が示された８）． 

スマートスピーカーは，AIアシスタントと会話をす

るように，直感的に操作できることから，ICTに不慣

れな高齢者でも扱いやすいという特徴がある．さらに，

画面付きの端末を用いることで，音声・画面の双方で

情報を提示でき，高齢者に使いやすいようにデザイン

することが可能である． 

本研究で使用する Amazon 社製のスマートスピーカ

ーAmazon Echoでは，第三者による，拡張機能である
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スキルの開発が認められている． 

本研究室では過去に介護予防のためのスキルを用

いた実証実験も行われ，その有用性が示唆されている． 

(2)健康長寿大学

健康長寿大学は，名古屋大学未来社会創造機構９）

と愛知県豊山町が共同で実施する高齢者向けの生涯

学習事業である．町内の高齢者の健康管理や介護予防

を目的とした運動，料理，ICT等の実践を行い，ケー

ブルテレビで体操やクッキング教室などのシリーズ

放送を実施している．図１は実際の取り組みの様子で

ある． 

(3)健康体操スキル

本研究室では過去に，健康長寿大学が実施するテレ

ビ放送の運動プログラム動画を活用し，スマートスピ

ーカー上でコンテンツを流せるようなスキルを開発

した． 

図２はスキルのフローチャートである．高齢者が動

画を閲覧するまでの選択方式を主に２択にすること

で迷いなく選ぶことができるようになっている．スキ

ルを起動すると，脳トレ，筋トレが選択できる．脳ト

レは認知症，筋トレはフレイルの予防に効果的とされ

る動画コンテンツを使用している．また，運動の種類

を選択した後に，さらに２択の質問をすることで，よ

り状況にあった運動を提案できる． 

図３は実際の動画再生画面である．動画の再生が終

わると，図４の疲れ具合のチェック画面に自動で移行

する．運動をおこなった高齢者が疲れ具合を答えると，

スマートスピーカーがフィードバックをする．フィー

ドバックを参考に高齢者は次の運動をする際，休憩を

挟むなどして自分にとって適切な体操になるよう工

夫することができる． 

また，全ての動画コンテンツが入っている動画一覧

というメニューがあり，既にやりたい運動がある場合

は，そこから直接運動を選択することも可能である． 

スキルではログデータを抽出し，高齢者が体操を行

えているか判断している．主に抽出しているデータは

以下の通りである． 

・Alexaに登録しているメールアドレス（E-mail）

・体操開始日時/終了日時（startTime/endTime）

・行った体操名（taisouName）

・疲れ具合の数値（borgScale）

(4)実証実験

2021 年 8 月から 2022 年 1月まで，健康長寿大学の

フィールド地でもある愛知県西春日井郡豊山町にて

65 歳以上の高齢者 25 名に健康体操スキルが入ってい

るスマートスピーカーを貸し出し，実証実験を行った．

実験の目的はスマートスピーカーを用いて高齢者が

一人でも運動による介護予防支援を行うことが出来

るよう支援する仕組みの有用性を示すことだった．

実証実験ではアンケート調査が行われた．主な質問

項目は以下の通りである． 

・スキルは使いやすかったか

・十分な機能が盛り込まれていたか

・コンテンツ数と量は十分であったか

・今後も使いたいと思ったか

図 1 健康長寿大学の取り組み 

図 2 健康体操スキルのフローチャート 

図 3  実際の動画再生画面 

図 4 疲れ具合のチェック画面 
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(5)結果と課題

アンケートの回答者は 20 名であった。スキルの使い

やすさに関しては，70％が使いやすいと回答した．ス

キルの機能に関しては，60%が十分であると回答した．

コンテンツの数と量に関しては，55%が十分であると

回答した．スキルを今後も使いたいかという質問には

40%が利用したいと回答した．

多くの被験者がスキルを使いやすいと感じている

ことからスマートスピーカによる介護予防運動のコ

ンテンツを提供することは適していたと結論づけた． 

同時に，主に二つの課題があるとした．スキルの継

続的な利用促進と，ログデータ活用による今後の健康

指導に役立てる仕組みづくりである．本研究ではスキ

ルの機能を追加することで，課題の解決を図ることを

目的とする． 

３．本研究の取り組み

(1)運動スキル

健康体操スキルに機能を追加したものを区別する

ために運動スキルと呼称する．スキルを音声で呼び出

す際に，短い名前の方が呼びやすいと考えこのように

命名した． 

(2)おすすめ機能の追加

健康体操スキルは次の運動をする際に，一度最初の

画面に戻って毎回操作をやり直す必要があった．この

ような煩雑さが利用促進を妨げると考え，運動の疲れ

具合を入力した後で，他の運動動画をおすすめする機

能を追加した．図５は運動スキルのフローチャートで

ある．また，図６は実際のおすすめ画面である． 

(3)スタンプ機能の追加

取得したログデータでスキルを何日間使用したか

計算し，個別で条件に応じたスタンプが表示される機

能を追加した．

運動の成果が目に見えることによってスキルの利

用促進にも繋がると考えられる．

図７はスタンプの画面である．スタンプに加えて，

スキルの利用日数が左上に表示されるようになって

いる．

４．実証実験
(1)運動スキルの提案

2022年 11月 11日に豊山町保健センターにおいて健康

長寿大学の参加者であり，かつ本研究室が取り組んで

いるデジタル教育を受けた女性高齢者 5名に対して運

動スキルの使用方法の説明を行い，実際にスキルを使

用してもらった．その後自宅にて継続利用をしてもら

った．

(2)アンケート調査の実施

2022年12月14日にアンケートの調査を実施した．

調査の目的は，今回新たに追加したコンテンツや機能

がスキルの利用促進につながったかを調べることで

ある．アンケートの内容は以下の通りである．

・運動スキル以外の運動習慣はあるか．

・運動スキルの導入前後で運動する機会が増えたと思

うか

図５運動スキルのフローチャート

図６実際のおすすめ画面

図７ スタンプ画面

・おすすめ機能は次の運動に移るのに役立ったか

・スタンプの機能は運動のやる気につながったか

・スキルの良い点とは何か（選択式）

「コンテンツの種類の多さ」「いつでも運動が出来る

点」「連続で運動が出来る点」「成果が目に見える点」 
・今後スキルを使っていきたいか．

(3)結果

アンケートに回答したのは３名だった．運動スキル

以外の運動習慣はラジオ体操，ウォーキング，筋トレ
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と３名全員がスキル以外の運動も習慣的に行なって

いた．

 図８は 5段階評価の質問とその結果である．運動ス

キルの導入前後で運動する機会が増えたと思うかと

いう質問には 3 名全員回答が異なっていた．スタンプ

の機能が運動のやる気に繋がったと思うかという質

問に関しては，２名が 2 と答え，１名が 3 と答えた．

また，おすすめ機能は役に立ったと思うかという質問

には３名全員が４と答えた．

スキルの良い点は何か，という質問には「いつでも

運動できる点」，「連続で運動が出来る点」が選択さ

れたが，「コンテンツの種類の多さ」「成果が目に見

える点」は選択されなかった．

今後スキルを使っていきたいかという質問に対し

ては，２名が「はい」と，１名が「いいえ」と回答し

た．それぞれの理由について尋ねたところ，「はい」

と回答した理由は，「今やりたい運動がすぐ出来るか

ら」「毎回変わった運動が出来るから」と，「いいえ」

と回答した理由は「ケーブルテレビでも見れるから」

であった．

(4)考察

今回スタンプ機能はあまり評価されなかった．これ

はスタンプのようなフィードバックは運動の継続に

自信がない時期に効果的であるとされているため，既

に運動習慣があった今回の被験者にはモチベーショ

ン増加に繋がらなかったからだと考えられる．

おすすめ機能が評価されたことは，個々の弱点をス

キル側が補う方法をフィードバックしたことで被験

者の欲求とマッチしたからだと考えられる．

アンケートの結果からスキルの良い点は「いつでも

運動が出来る点」，「続けて運動が出来る点」，「今

やりたい運動がすぐ出来る点」，「毎回変わった運動

が出来る点」が挙げられた．コロナ禍で大勢集まって

活動することにまだまだ限界があり，自宅で不活動に

なるとフレイルに移行してしまう．そうした負のスパ

イラルを断ち切る必要がある．

また，運動実践は集団で行うことでフレイル予防効

果が強まることも報告されている．本研究で追加した

スキルは，利用者のニーズに合わせて手軽に運動がで

き，また音声操作と対話機能をもつスマートスピーカ

ーの特性から一人で取り組むという意識の軽減に繋

がったと考える．

運動習慣の動機付けがされた方や，習慣化しつつあ

る方と多様性が認められる高齢者に対し，それぞれに

効果的に働きかける仕掛けが必要だと考えられる．

５．おわりに

本研究では，スキルの利用促進，ログデータの活用に

よる今後の健康指導に役立てる仕組みづくりといっ

た二つの課題を解決することを目的に ，スタンプ機能， 
おすすめ機能を追加した．被験者にアンケートをとっ

たところ，スタンプ機能が低く評価されおすすめ機能

が高く評価された．しかしこの結果は，既に運動を習

図８ アンケート の結果(一部) 

慣的に行なっている方の特徴と考えられる．

今後は，対象者の運動状況によって必要なスキルを

分析・検討し開発する必要があり，研究対象者数を増

やしていく必要がある．また孤独感についても検討し

ていきたい．
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高齢者の地域における健康支援に向けた

スマートスピーカー使用ログの収集と可視化
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要旨･･･日本は超高齢化社会を迎え，介護や医療が不要な健康寿命の延伸が財政上，体制上

必要である。そのためにデジタルの活用が考えられており，筆者らもデジタルを活用した，

より良い健康増進へ向けたアプローチをしている。高齢者にスマートスピーカーに貸し出

し活用方法を提案するなど，健康増進に役立てる研究をしてきた。これまで進めてきたス

マートスピーカー自体やそのスキルの活用に加え，その使用ログも利活用することで，よ

り一層の健康支援を進めることを期待できる。本研究では，使用ログを可視化し，使用ロ

グの利活用方法を検討した。

キーワード 高齢社会，対話システム，データ利活用，スマートシティ，Society 5.0

１．はじめに
日本は2007年に超高齢社会を迎えた[1]。今後も高

齢化は進行すると予測されており，医療や介護の需

要の増加が見込まれる[2]。介護を必要とする人口が

増加する一方で労働力人口が減少することによる人

材不足や，日本の社会保障費の増大につながってい

る。医療や介護を受けなくても健康に過ごすことが

できる健康状態を維持することが，高齢者自身の健

康で文化的な生活にとっても，日本の財政や介護・

医療体制にとっても必要である[3]。 

このためにデジタルの利活用が考えられる。一般

的な健康支援のアドバイスをデジタル機器が行い人

がより専門性の高い業務を行うことや，デジタル機

器から収集できるログデータを利活用し，最適なア

プローチを行うなど，人的・財的資源を削減しなが

ら健康支援の質をさらに向上することが期待される。 

筆者らの研究グループでも，愛知県西春日井郡豊

山町（以下，豊山町）で実施されている健康長寿大

学でデジタルを活用することで，より良い健康増進

へのアプローチを検討してる。これまで，高齢者に

スマートスピーカーを貸し出し，健康増進に役立て

る実証実験をしてきた。本研究は，そこで収集され

た使用ログを可視化し，利活用方法を検討すること

を目的とする。

2．高齢者の現状と課題 
(1) 超高齢化社会

日本は2007年に高齢化率が21％を超え超高齢社会

に分類されており，高齢化先進国である[1]。65歳以

上の人口は，現在3,500万人を超えており，2042年の

約3,900万人でピークを迎え，その後も，75歳以上の

人口割合は増加し続けることが予想される。特に202

5年以降は，団塊の世代が75歳以上となり，国民の医

療や介護の需要がさらに増加することが見込まれて

いる[4]。高齢化が進み介護を必要とする人口が増加

する一方で労働力人口が減少することによる人材不

足や，日本の社会保障費の増加にもつながっている。 

(2) 健康寿命の延伸

この問題を解決するための一つの方法が，健康寿

命の延伸である。医療の進展とともに，平均寿命と

健康寿命が延伸されてきたが，これらの間には10年

ほどの差がある状態が続いている。長期間の医療や

介護は，経済・精神的に負担を生じ，高齢者個人の

生活の質低下を招く恐れがある[3]。 

医療を受けなくても健康に過ごすことができる健

康状態を維持することが，高齢者自身の健康で文化

的な生活にとっても，日本の財政や介護・医療体制

にとっても必要である。 

(3) デジタルの利活用

こういった財政上や体制上の課題を解決しながら，

健康寿命を延伸するために，デジタル利活用の推進
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に資する取り組みが進められている[5]。 

デジタルを利活用することで，一般的な健康支援

のアドバイスをデジタル機器が行い，人はより専門

性の高い業務を行なったり，オンラインでコミュニ

ケーションを取ることで移動時間を削減したりと，

人的資源を削減しながら，健康支援の質をさらに向

上することが期待される。

また，高齢者がデジタル機器をどのように活用し

たかという使用ログも利活用でき，これに基づいた

意思決定を行うことでも，人的・財的資源を効率的

に配置することも可能である。 

3． 健康長寿大学での取り組み 
(1) 健康長寿大学

健康長寿大学とは，豊山町において，元々実施さ

れていた介護予防教室や講演会などを発展させた生

涯学習事業である。豊山町在住高齢者の健康管理や

介護予防を目的として，60 歳以上の住民を対象に，

健康長寿・疾病予防・重症化予防等の高齢者の健康

維持増進に役立つ情報と，運動実践・栄養管理に関

する講義を行なっている[6]。 

(2) スマートスピーカーを活用した健康支援

筆者らの研究グループでは，2019 年より高齢者の

健康支援にデジタルを活用する研究を行なっており

[7]，2020 年からは，健康長寿大学のコンテンツをデ

ジタルを活用することで，より多くの高齢者が気軽

に活用し，健康支援に役立てることを目的に研究を

している[8][9]。 

デジタル機器として話しかけることで操作できる

スマートスピーカは高齢者が使用しやすい，という

仮説のもとスマートスピーカーを活用してきた。ス

マートスピーカーとは，音声アシスタントを搭載し

た AI スピーカーであり，ディスプレイがついた機種

も存在する。声での操作が基本で，「明日の天気

は？」と聞き天気を確認したり，音楽を流したりす

ることができる。また，スキルと呼ばれるスマート

スピーカ用のアプリケーションを第三者が開発する

こともでき，ゲームやクイズなど多種多様なスキル

が存在する。

筆者らは，スマートスピーカー（Amazon Echo show

シリーズ）とこれの使用に必要な Amazon アカウント，

ネットワーク機器のセットを健康長寿大学に参加者

や卒業生の高齢者に貸し出し，様々な実証実験をお

こなっている（図 1）。

(3) 先行研究

筆者らの研究グループが行なっている高齢者の健

康支援にスマートスピーカーを活用する研究は２種

類に分類できる。 

まず，スマートスピーカー自体の活用に係る研究

である[8]。スマートスピーカーの基本機能として挨

拶や天気を聞くことが可能であり，スマートスピー

カとの会話自体が口腔機能の維持向上に繋がること

が期待される。

次に，スマートスピーカのスキルを通して健康支

援を行う研究である。櫃石（2019）は，口腔機能や

筋力を向上するために，トレーニングアプリを開発

した。後藤（2021）は高齢者のサルコペニア・フレ

イル予防に重要とされる健康な栄養状態の維持のた

めに，レシピ確認アプリと栄養バランスチェックア

プリ開発した。

(4) 研究目的

このようなスマートピーカーやそのスキルの活用

に加え，これらの使用ログも併せて利活用すること

で，より一層の健康支援を進めることを期待できる

（図 1）。そこで本研究は，ダッシュボードでスマー

トスピーカーの使用ログを可視化し，使用ログの利

活用方法を検討することを目的とする。

図 1：研究概念図 

スマートスピーカーの使用ログを利活用すること

で，スマートスピーカーとの会話の増減を確認する

ことで疲労度を推測したり，多くの人が魅力的だと

感じる健康スキルを他の人にもお薦めすることで多

くの人に良い健康スキルを使ってもらったりするこ

とが考えらえる。 

また，今後スマートスピーカーをはじめとした対

話システムが様々なところで使用されるようになれ

ば，これらのログも PHR（Person Health Record）と

して取り入れられる可能性もあり，スマートスピー

カーから収集されるデータの利活用について検討す

る必要がある。

4．使用ログの収集と可視化 
(1) 使用ログの収集対象

使用ログの収集対象は，豊山町での実証実験でス

マートスピーカーを貸し出している60代から70代の

高齢者 10 名である。収集期間は，貸し出しを行なっ

た 2022 年 6 月 19 日から 2022 年 9 月 11 日までであ

る。 
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(2) 使用ログの収集

echo showの使用ログはスマートスピーカー本体と

紐づく Amazon アカウントに１件ずつ保存されており，

Amazon の Web サイトにアクセスすることで閲覧でき

る。閲覧できる情報は，ユーザの発話内容，発話音

声，発話日時，スマートスピーカの応答内容などで

ある。 

本研究では，プログラミング言語の Python と

Selenium というブラウザを自動で実行できる Python

ライブラリを用いた。Amazon の Web サイトから上記

の使用ログのうち，ユーザの発話内容と発話日時を

収集し，GoogleSpreadSheet に保存した。なお，Web

サイトの負担を考慮して，手動と同程度のスピード

で１アカウントずつ使用ログを収集した（図 2）。

図 2：使用ログの収集 

(3) 収集した使用ログの加工

収集した使用ログを可視化するために次のラベル

を付与する加工を行なった。 

l 表示名

（音楽，ことわざ，じゃんけんなど）

l 大カテゴリ

（娯楽，音楽，健康，便利機能など）

l 小カテゴリ

（ゲーム，音楽，ニュース，天気，日常など）

l その他

（呼びかけ，終了など，認識不良など）

 これらの分類は使用ログを１つ１つ見て手動で分

類表を作成し，正規表現を使用して発話内容から作

成した（図 3）。ラベルを付与した発話内容を改めて

GoogleSpreadSheetに保存した。 

図 3：作成した分類表 

(4) 使用ログの可視化

Google Spread Sheetに保存されたラベル付きの使

用 ロ グ を ， Google が 提 供 す る BI(Business 

Intellegence)ツールの Looker Studio（旧 Google 

Data Portal）を用いて可視化した（図 4）。 

左上のカレンダープルダウンから任意の日付の期

間を選ぶことができ，右上のプルダウンから可視化

したいアカウントを選ぶことができる。アカウント

を選択しない場合，全てのアカウントについて合計

や平均の使用ログが表示される。 

図 4：開発したダッシュボード 

(5) 呼びかけ回数の可視化

豊山町での事象実験の参加者に貸し出ししている

Echo showシリーズは，スマートスピーカーと会話を

する前に，「アレクサ」と AI エージェントの名前を

呼びかける必要がある。そのため，「アレクサ」と

いう言葉が出てくる発話内容の回数を計測し，これ

を「呼びかけ回数」とし，日付ごと・時刻毎の呼び

かけ回数を可視化した（図 5，図 6）。 

日付ごとの呼びかけ回数の可視化では，いつ頃ス

マートスピーカーとよく会話をしていたかや，呼び

かけ回数の増減で，疲労が多寡，気持ちの落ち込み

の有無，口腔機能が低下などの判断に利用できると

考えられる。

時刻ごとの呼びかけ回数の可視化では，スマート

スピーカーを朝と夜に使用するなど，普段ユーザー

がスマートスピーカーを使用している時間帯が分か

り，ユーザがスマートスピーカーを使いやすい時間

に健康スキルを行う習慣をつけるための工夫などに

活用できると考えられる。

図 5：日付ごとの呼びかけ回数 

図 6：時刻ごとの呼びかけ回数 
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(6) カテゴリの内訳の可視化

4.2節で分類したカテゴリを可視化した。

実行されたスキルのカテゴリの内訳を確認するこ

とで，ユーザーがスマートスピーカーを使用してど

のようなカテゴリの行動を行なっているのかや,行動

のニーズを確認することができ，高齢者のニーズと

関連した形での健康支援の検討に活用できると考え

られる（図 7）。 

また，より細かくどのようなスキルが人気なのか

も確認することで，これを活用することで，多くの

高齢者に人気なスキルを他の高齢者におすすめし，

スマートスピーカーのスキルの使用による口腔機能

の向上や，健康スキルの使用による健康維持・増進

ができると考えられる（図 8）。

図 7：カテゴリの内訳 

図 8：より細かい内訳 

6．考察 
可視化した発話日時や発話内容の使用ログから具

体的な利活用方法を提示し，スマートスピーカース

キルの使用のみ以上に健康維持・増進を行う方法を

検討することができた。これらを活用して，地域へ

のポピュレーションアプローチや，個人へのハイリ

スクアプローチを取ることが期待される。

一方，実際の活用にあたり次の課題が挙げられる。 

まず，可視化した個人の使用ログを誰が見るか，

という点である。特に今回の可視化では，時刻ごと

の呼びかけ回数（図６）を見ると生活パターンが一

定程度想像できてしまい，高齢者によっては快く思

わない可能性がある。しかし統計的に扱うと,ログを

利活用して個人に最適化する利点が失われてしまう。

そこで，個別の使用ログを確認して行う個別のアド

バイスや支援は，面識がなく関係の近くない支援者

が行なったり，システムが自動で行うことが望まし

いと思われる。 

また，4.3節の手動でカテゴリを分類する作業は，

労力が大きい上に，スキルの分類を見逃す可能性が

存在する。使用ログの利活用を見越し，スキルの開

発時点で設定したカテゴリを利用できるような仕組

みが必要である。 

7．おわりに 
本研究では，スマートスピーカー自体の使用に加

え，その使用ログも併せて利活用することで，より

一層の健康支援を進めるために，使用ログを可視化

しその活用方法を検討した。スマートスピーカーへ

の呼びかけ回数や，使用されたスキルのカテゴリを

可視化することで，疲労度の判断やユーザがスマー

トスピーカーを使いやすい時間の分析，スマートス

ピーカー使用の促進などの活用方法を提示した。

今後の展望としては，使用ログを利活用する体制

の検討，その上での実際の実証実験などが挙げられ

る。加えて，筆者らの研究グループでは豊山町の実

証実験においてウェアラブル端末の利活用も進めて

いるため，ここから取得できる歩数でなど，他のデ

ータとの連携も期待される。 

謝辞
研究に協力していただいた愛知県西春日井郡豊山町の皆

様に感謝いたします。なお，本研究の一部は，JSPS 科研費 
21K12593，21K17436 の助成を受けたものです。 

参考文献（URLの閲覧は全て 2022/12/16） 
1) 総務省統計局 (2010) : 人口推計（平成 21 年 10 月 1 日現

在），https://www.stat.go.jp/data/jinsui/2009np/index.html 
https://www.mlit.go.jp/toshi/daisei/content/001469106.pdf 

2) 公益財団法人長寿科学進行財団 (2019) : 日本の超高齢社

会の特徴，健康長寿ネット，

https://www.tyojyu.or.jp/net/kenkou-tyoju/tyojyu-
shakai/nihon.html 

3) 第 201 回国会 (2019) : 首都圏整備に関する年次報告，pp.
17-8

4) 厚生労働省: 地域包括ケアシステム，https://www.mhlw.g
o.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/
chiiki-houkatsu/

5) 総務省: 医療・介護・健康分野の情報化推進，https://ww
w.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/iryou_kaigo_
kenkou.html

6) 豊山町 (2019) : シニアのための大学『健康長寿大学』，

広報とよやま令和元年 10 月号，p. 4
7) 櫃石祥歌ほか (2019) ，自宅での介護予防のための スマ

ートスピーカーアプリケーションの開発と実証，第 10
回 社会情報学会中部⽀部研究会第 5 回芸術科学会中部⽀
部研究会第 8 回情報⽂化学会中部⽀部研究会，合同研究

会論文集，pp. 15-8
8) 長元真実ほか (2020) ，地域高齢者のための ICT 利活用支

援体制に関する検討 〜豊山町におけるスマートスピーカ

ーを用いた実践を通して〜，第 12 回社会情報学会中部

⽀部研究会第 7 回芸術科学会中部⽀部研究会第 10 回情

報⽂化学会中部⽀部研究会，合同研究会論文集,  pp. 9-12
9) 後藤久乃ほか (2020) ，高齢者の栄養ケアのためのスマー

トスピーカー活用，第 12 回 社会情報学会中部⽀部研究

会第 7 回芸術科学会中部⽀部研究会第 10 回情報⽂化学

会中部⽀部研究会，合同研究会論文集,  pp. 51-4
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流鏑馬VRにおける弓デバイスの試作 
Trial Production of a Bow Device in Yabusame VR 

荻野 小麦, 村田 拓之, 山野 佑馬, 兼松 篤子， 
中 貴俊，山田 雅之， 宮崎 慎也

 

Komugi OGINO, Hiroyuki MURATA, Yuma YAMANO,Atsuko KANEMATSU, 
Takatoshi NAKA, Masashi YAMADA, Shinya MIYAZAKI 

中京大学 工学部  School of Engineering 

要旨･･･本研究室では，体感ハードウェアとしてフィットネス機器ジョーバを用い，VR映像を組み

合わせることにより高い没入感が得られるインタラクティブコンテンツ 流鏑馬（やぶさめ）VRを
提案している．外部機器の制御にはArduinoを用いているが，本研究では新たにオリジナルの弓デ

バイスを試作したので報告する．

キーワード VR， 流鏑馬，弓デバイス

１．はじめに
政府はSociety5.0を提唱し，先端技術を産業や社

会生活に取り入れ，活用することで経済の発展と社

会的課題解決の両立を目指している．Society5.0で

は我々個人は単調な作業，不得手な作業から解放さ

れ，質の高い生活を送ることができるようになると

されており，そこではより文化的な活動や自己のヘ

ルスケアなどに充てる時間が増加すると考えられる．

VRは３Dの視覚情報と対話できる先端技術の一つで

あるが，近年安価なVRデバイスが次々に登場し，消

費者が容易に利用可能な汎用技術になりつつある．

HMDによる立体映像体験だけでなく視覚情報以外の感

覚を追加することにより体感や没入感を高める試み

もなされている．ヘルスケアの分野では利用意欲の

向上などを目的として，古くからVRを取り入れる試

みがなされてきた[1]．また，近年では逆にフィット

ネス機器をVRシステムの一部として利用する事例も

登場している[2]．このように特に人間の身体動作を

促すフィットネス機器はVRとの親和性が高いといえ，

VRによるヘルスケア分野の活性化が今後期待できる．

我が国の伝統芸能の一つ流鏑馬は平安時代から存

在したとされ，現在では日本の伝統的な武芸として

神事や祭事といった儀式として執り行われている他，

スポーツとして一部で大会が開催されるなど，競技

としての側面も存在している．しかしながら，現代

において一般の人が流鏑馬を体験できる機会は極め

て少ない．更に，流鏑馬は馬を乗りこなす技術と，

的に正確に矢を射る技術の両方の技術の習得が必要

となり，実際に体験すること自体容易ではない上に

金銭的負担も少なくない．

以上のような背景を踏まえ，本研究室では，体感

ハードウェアとしてフィットネス機器を用い，VR映

像を組み合わせることにより高い没入感が得られる

インタラクティブコンテンツ 流鏑馬（やぶさめ）体

感VRを提案している．本コンテンツでは、従来VRコ

ントローラーを用いて弓の発射操作を実現していた

が[3]、本研究では、本コンテンツ向けにオリジナル

の弓デバイスを試作したので報告する。弓を弾く動

作に伴い、弓と弦の間の距離が大きくなること検知

するスイッチを作成し、そのオンオフの切り替わり

をArduinoを介してPCに入力し、それに応じてコンテ

ンツ内での矢の発射を実現している。弓の位置およ

び姿勢の情報はVRトラッカーにより得ている。

1.1 関連研究 

流鏑馬を題材した VR の先行研究事例として 2002 年

に奈良先端科学技術大学のグループが開発した「騎

馬弐武者弐」がある[4]．この作品は 2 面構成の大型ス

クリーンに映像を投影し，馬を模したロッキングチ

ェアに乗馬し，それを前後させながら発進させ，弓

矢デバイスを用いて的に矢を射るといった機能を有

するものである．ロッキングチェアと弓矢デバイス

にセンサを取り付け，ロッキングチェアの動きや弓

を射る方向を計測し，それらを映像に反映させるシ

ステムとなっている．この研究では矢の発射に仮想

度センサーを用いているが揺れ戻しの対策として発

射後一定時間は発射を無効とすることで対策してい

る。これに対し本研究では、シンプルなスイッチ式

を採用することとした。

また，パナソニック社製のフィットネス機器「ジ

ョーバ」を使用した競馬体験 VRが株式会社ハシラス

によって開発されている[2]．この作品はVR乗馬ゲー

ムであり，VRヘッドマウントディスプレイ HTC Vive
による映像体験，フィットネス機器ジョーバを用い

た乗馬しているような感覚，サーキュレータで前か

ら風を当てることによって生まれる疾走感や馬の足

元に配置されたスピーカーから演出される馬の駆け

る音，Playstation のコントローラのアスキータンバリ

ンコントローラーを馬用のムチとして使用するなど

体験者の没入感を高める機材を揃えている．ハシラ
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スは，これを複数台用意することにより競馬ゲーム

を実現している．

また最近では、小型 3軸のモーションシートを利用

した流鏑馬のコンテンツも登場してきている [5].これ

に対し本研究では， HTC Vive とフィットネス機器ジ

ョーバを併用して安価にシステムを実現している．

２．流鏑馬VRの概要 
本システムは映像表示と入力デバイスに HTC 

Viveを用い，コンテンツはゲームエンジン Unityを用

いて開発している．また、 VRTK の３D モデルを利

用している。乗馬の体感生成にはフィッネス機器で

あるジョーバを使用し，その制御には Arduino 社製

Arduino Uno を使用している． 
３．弓デバイスの概要

本システムにおける弓の発射操作は、当初は図１

上段に示す VR コントローラーを 2 個用いて実現して

いた。矢の発射方向は両コントローラの相対的な位

置に応じて決定し、コントローラのトリガーを引く

ことによって矢を発射していた。この方法は入力操

作が確実に検知できるものの弓を弾く操作とは大き

く異なっていた。

図１中段の第 2 バージョンでは、練習用の弓を導

入し、VR コントローラを弓と腕に取り付け、更に指

に圧力センサーを取り付けることによって弓の弦を

離した瞬間を感知していた。弓を弾く自然な操作に

改善できたものの、圧力センサーの装着に不快感が

ある上に検出をミスするケースも少なからずあった。

そこでこれらの従来の方法に対して今回は、弓と

弦との間に伸縮によってオンオフするスイッチを設

置することにより弓の発射動作を検出できるように

改良し、その信号を Arduino を介して PC に入力した。

この方法により、弓を弾く自然な動作で行うことが

でき、かつ動作検出も確実に行えるようになった

（図１下段、図２）。
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図１. 弓矢インタフェース改良の軌跡． 

図２ . 流鏑馬 VR 体験の様子． 
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VR空間における立体表現された文字の視認性に関する一検討 
A Study on Visibility of Three-Dimensional Characters in VR Space 

〇近藤 滉平
1
，杉山 岳弘

1 

Kohei  KONDO  and  Takahiro  SUGIYAMA 
1静岡大学 情報学部  Faculty of Informatics, Shizuoka University 

要旨･･･本研究は，Virtual Reality(以下，VR)空間における文字の立体表現が文字や文章の視認性に

どのような影響があるのか明らかにする．具体的には，立体表現された文字の厚みの程度やフォン

トの違いによって可視性・可読性は変化するのか，また文字に厚みを持たせて立体表現した時に可

視性・可読性の高い厚みやフォントはどのような特徴があるのかについて探る．まず，VR空間上

に配置した立体表現された文字を，頭部装着型ディスプレイ(HMD: Head Mounted Display)を装着し

た状態で見ながら，文字種・フォント・厚み・角度・大きさを変化させて可視性・可読性について

実験する．その後，得られたデータと印象評価アンケートを厚みとフォントを軸に分析することで，

VR空間における文字の厚みやフォントの違いが文字の視認性にどう影響するか明らかにする．

キーワード Virtual Reality(VR)， Head Mounted Display(HMD)，立体文字，視認性

１．はじめに 

近年，Meta Quest 2(Meta Platforms, Inc.)をは

じめとしたHMD(Head Mounted Display)の発売により，

VR(Virtual Reality)市場は拡大傾向にある[1]．ま

た，VRはHMDを用いることでデジタル上の空間や物体

を立体視することができる特徴があり，ゲームや

VRChat(VRChat Inc.)をはじめとしたソーシャルVRプ

ラットフォームなどで立体的で現実の空間に近い体

験をすることができる．HMD装着時の文字の視認性に

ついては，平面として見た文字を対象にした研究が

行われているが[2]，立体視できるというVRの特徴を

含めた文字の視認性に関する研究はされていない．

そこで，本研究では立体物として空間上に表現で

きるVRの特徴に着目し，VR空間において文字に厚み

を持たせて立体表現することで，HMD装着時の文字の

視認性にどのような影響があるのか明らかにする． 

２．研究のアプローチ 

 本研究では，VR空間上で厚みを持たせて立体表現

した文字(以下，立体文字)を対象として，視認性へ

の影響について視認性実験を行い検討する．なお，

本研究における立体表現は，文字の形状は変えずに

厚みを持たせたものである． 

視認性を評価するために，可視性と可読性の2つの

観点から実験を行う．可視性は文字そのものの見や

すさのことで，可読性は文章としての見やすさのこ

とである．まず，VR空間上に提示した立体文字をHMD

を装着した状態で見ながら，文字の種類(ひらがな，

漢字)・フォント・厚み・角度・大きさを変化させ，

提示した文字が読める最小サイズを測ることで立体

表現された文字の可視性を検証する[2][3]．この時

の最小サイズが小さければ小さいほど可視性の高い

フォントや厚みと考えられる[2][3]．また，文字の

最小サイズを測るだけでなく，アンケートを用いて

立体文字の厚みやフォントの見やすさに対する主観

的な評価も行う．その後，同様にして立体表現され

た文章の可読性を検証する．最小文字サイズのデー

タとアンケートのデータを厚みとフォントを軸に分

析し，厚みの程度やフォントの違いが文字の視認性

にどう影響するか，厚みやフォントを比較して明ら

かにする．

３．視認性実験の方法 

(1) 視認性実験の概要

視認性を評価するために，可視性実験と可読性実

験を行う．可視性実験では，VR空間で見やすい文字

の厚みとフォントを探ることを目的とし，立体文字

そのものの見やすさについて評価を行う．空間上に

ひらがなもしくは漢字を1字提示し，立体文字そのも

のの見やすさを評価する．可読性実験では，VR空間

で見やすい文章を構成する文字の厚みとフォントを

探ることを目的とし，立体文字の文章としての見や

すさについて評価を行う．空間上にひらがなと漢字

が両方含まれる10字の文章を1文提示し，立体文字の

文章としての視認性を評価する．なお，実験の被験

者は静岡大学の学生である． 

(2) 実験条件

視認性実験の実験条件を表1に示す．文字の種類に

ついて，可視性実験ではひらがなまたは漢字を1字提

示する．使用するひらがなは足立らの研究[4]におい

て誤認しやすい文字の組み合わせから，漢字は文化

庁の漢字出現頻度表順位対照表(Ver.1.2)[5]からそ

れぞれ上位のものを選出した．具体的には，「は」

「ほ」「年」「時」の4種類である．可読性実験では

可視性実験で使用したひらがなまたは漢字を1字以上

含んだ10字の文章を提示する．具体的には「今年は

令和何年ですか」「ほとんど時間通りです」「来年

は外国に行きたい」「ほっと心温まる思い出」の4つ

である．両方の実験で同じ文字を使用することで，

見える/見えないの判断の基準を2つの実験でほぼ同
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じになるようにする． 

使用フォントはVR/AR(Augmented Reality)空間に

適しているとされているフォントがパッケージされ

たmojimo-VR[6]から，[UD角ゴ_ラージM]，[UD明朝

DB]，[ニューシネマAD]，[キアロB]の4種類を選出し

た．選出理由は，縦線と横線の幅の違いとUDフォン

ト(ユニバーサルデザインフォント)かそうでないか

の違いでフォントの特徴の分類ができるからである．

[UD角ゴ_ラージM]と[ニューシネマAD]は縦線と横線

の幅が同じフォントで，[UD明朝DB]と[キアロB]は縦

線と横線で幅が異なるフォントである．また，[UD角

ゴ_ラージM]と[UD明朝DB]はUDフォントで，[ニュー

シネマAD]と[キアロB]はデザインフォントである．

立体文字の厚みは，[厚み無](平面の状態)，[厚み

小 ]， [厚み大 ]の 3段階とする．具体的には，

Maya2023[7]で「十」という漢字の縦線の幅を使用フ

ォント4種類それぞれで計測し，その平均の値を[厚

み大]とし，[厚み無]との中間の値を[厚み小]の値と

する．この時，Maya2023においてフォントサイズ

20(縦横約18cm)の場合，[厚み無]は0cm，[厚み小]は

1cm，[厚み大]は2cｍである(図1)．文字サイズは空

間上にスライダーを配置し，被験者がスライダーを

操作することで変化させる(図2)． 

図1：観視角度45°から見た立体文字の3つの厚みの 

サンプル(左から厚み無し，厚み小，厚み大)

図2：スライダーの操作方法 

被験者と文字の視距離は2.5mとする．文字の位置

の基準は文字または文章の中心点である．被験者か

ら1m前の位置にスライダーを置き，観視角度30°の

時に，斜めになった最大の大きさ(1m)の10字の文章

の端が被験者側にスライダーを越えない位置に文字

を配置する．なお，立体文字のモデリングは

Maya2023，実験環境はUnity2021.3.15f1[8]を用いる． 

(3) 実験の流れ

可視性実験では，VR空間上に事前に決めた文字種，

フォント，厚み，角度を組み合わせた文字サンプル

を提示する．文字種4通り，フォント4通り，厚み3通

り，角度3通りで計144通りの組み合わせがある．

始めは文字が見えない状態で提示し，被験者がス

ライダーを操作して文字サンプルのサイズを大きく

していく．被験者は文字が識別できるギリギリのサ

イズでスライダーを止め，文字サイズを記録する．

この時の文字サイズが小さければ小さいほど可視性

の高い文字であると考えられる．また，その値が小

さい時の文字の厚みを持った文字や，その値が小さ

い時のフォントが可視性が高いと考えられる． 

可読性実験も可視性実験と同様の流れで行う．提

示する文字サンプルは文字種4種類の代わりに文章4

種類を提示する． 

表1：視認性実験の実験条件 

項目 条件

文字の種類

可視性実験：ひらがな2種(「は」「ほ」)，
漢字2種(「年」「時」)
可読性実験：文章4種(「今年は令和何年です
か」「ほとんど時間通りです」「来年は外国
に行きたい」「ほっと心温まる思い出」)

フォント
UD角ゴ_ラージM，UD明朝DB，
ニューシネマAD，キアロB

文字の厚み 無，小，大

文字サイズ 被験者が変える (0～１m)

視距離 2.5m

観視角度
90°(文字を正面から見る)，60°(30°右か
ら見る)，30°(60°右から見る) 

文字色/背景色 白(明度100%)/黒(明度100%)

実験装置 MetaQuest2

解像度 片目当たり1832x1920px

また，可視性実験と可読性実験ともに，角度ごと

にアンケートを被験者に記入してもらう．表2に質問

項目を示す． 

表2：実験アンケートの質問項目 
質問項目

可視性実験

Q1-1-1 観視角度90°の時，一番見やすかったのはどの厚さでしたか？

Q1-1-2 観視角度90°の時，4つのフォントを見やすい順に並び変えてください．

Q1-2-1 観視角度60°の時，一番見やすかったのはどの厚さでしたか？

Q1-2-2 観視角度60°の時，4つのフォントを見やすい順に並び変えてください．

Q1-3-1 観視角度30°の時，一番見やすかったのはどの厚さでしたか？

Q1-3-2 観視角度30°の時，4つのフォントを見やすい順に並び変えてください．

可読性実験

Q1-1-1 観視角度90°の時，一番見やすかったのはどの厚さでしたか？

Q1-1-2 観視角度90°の時，4つのフォントを見やすい順に並び変えてください．

Q1-2-1 観視角度60°の時，一番見やすかったのはどの厚さでしたか？

Q1-2-2 観視角度60°の時，4つのフォントを見やすい順に並び変えてください．

Q1-3-1 観視角度30°の時，一番見やすかったのはどの厚さでしたか？

Q1-3-2 観視角度30°の時，4つのフォントを見やすい順に並び変えてください．

その他

Q2-1-1 全体を通して厚みありか厚み無しか，どちらの方が見やすいと感じましたか？

Q2-1-2 VR空間での文字表示に関して，表示方法や装飾など，どのような工夫をす
るとより視認性が向上すると考えられるか，何かアイデアがあれば教えてください．

４．視認性実験の結果 

 可視性実験，可読性実験ともに静岡大学の学生21

～23歳(男5人，女5人)の10人に行った．また，被験

者の平均視力は右目1.0，左目0.93である．データの

数は実験ごとに1人あたり144件であり，合計で可視

性実験で1440件，可読性実験で1440件である． 

(1) 可視性実験の結果

まず，文字の厚みに対する可視性実験の結果をま

とめる．可視性実験で集めた厚みのデータを角度ご

とに平均値を算出し(表3)，Microsoft Excelで有意

水準5%でt検定を行った．なお，平均値は小数点以下

第四位で四捨五入した．また，実験中に角度ごとに

被験者が記入したアンケートから，一番見やすいと

感じた厚みについてそれぞれの項目の人数を集計し

た(表4)． 
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表3：可視性実験の厚みごとの文字の 

大きさの平均値(n=160，単位:m) 

観視角度 厚無 厚小 厚大
90° 0.189 0.198 0.195
60° 0.194 0.194 0.199
30° 0.253 0.273 0.340

表4：一番見やすいと感じた厚みの 

アンケート集計結果(n=10)

観視角度 厚無 厚小 厚大 差無

90° 1 4 2 3
60° 2 0 5 3
30° 4 6 0 0
計 7 10 7 6

可視性実験において，角度ごとに厚みについて文

字の大きさの平均値を小さい順に並べると，観視角

度90°の時は[厚み無]<<[厚み大]<[厚み小](記号<は

大小関係を，さらに記号<<は，有意差有りを示す)で，

60°の時は[厚み小]=[厚み無]<[厚み大] ([厚み

小]<<[厚み大])で，30°の時は[厚み無]<<[厚み

小]<<[厚み大]であった．  

一方，アンケートでは，90°の時は[厚み小]，

60°の時は[厚み大]，30°の時は[厚み小]を見やす

いと回答した人が一番多い．また，30°においては

[厚み大]を回答した人と[差無し]を回答した人がい

ないことから，角度30°では厚みによる見やすさの

違いが大きく，厚みの程度が大きいと見にくいと感

じることが考えられる． 

以上から，90°の時は [厚み無]が，60°の時は 

[厚み無]と平均値は同じだが[厚み大]と比較して有

意差が見られた[厚み小]が，30°の時は[厚み無]が

可視性が高いと考えられる．また，主観的には，

90°の時は[厚み小]，60°の時は[厚み大]，30°の

時は[厚み小]が，一番見やすいと感じているといえ

る．加えて，30°の時は厚みの程度が大きいと視認

性が低下することが示唆される． 

 次に，フォントに対する可視性実験の結果をまと

める．厚みと同様に可視性実験で集めたデータをフ

ォントについて角度ごとに平均値を算出し(表5)，t

検定を行った．また，アンケートから一番見やすい

と感じたフォントと一番見にくいと感じたフォント

についてそれぞれの項目の人数を集計した(表6,7)． 

表5：可視性実験のフォントごとの 

文字の大きさの平均値(n=120，単位:m) 

観視角度 UD角ゴ UD明朝 ニューシネマ キアロ
90° 0.173 0.190 0.200 0.216
60° 0.178 0.196 0.196 0.212
30° 0.254 0.297 0.284 0.318

表6：一番見やすいと感じたフォントの 

アンケート集計結果(n=10)

観視角度 UD角ゴ UD明朝 ニューシネマ キアロ

90° 8 2 0 0
60° 9 1 0 0
30° 8 2 0 0
計 25 5 0 0

表7：一番見にくいと感じたフォントの 

アンケート集計結果(n=10)

観視角度 UD角ゴ UD明朝 ニューシネマ キアロ

90° 0 1 4 5
60° 0 3 3 4
30° 1 2 1 6
計 1 6 8 15

角度ごとにフォントについて文字の大きさの平均

値を小さい順に並べると，90°の時は[UD角ゴ]<<[UD

明朝]<<[ニューシネマ]<<[キアロ]で，60°の時は

[UD角ゴ]<<[UD明朝]=[ニューシネマ]<<[キアロ]で，

30°の時は[UD角ゴ] <<[ニューシネマ]<<[UD明

朝]<<[キアロ]であった． 

90°60°30°の全ての角度で文字の大きさの平均

値が一番小さく，有意差が見られたのは[UD角ゴ]で

あり，一番可視性が高いフォントであることが考え

られる．また，全ての角度で[キアロ]が平均値が一

番大きく，他のフォントと比較して可視性が低いフ

ォントであると考えられる．アンケート結果からも，

[UD角ゴ]が一番見やすいと回答した人が全ての角度

で多く，[キアロ]が一番見にくいと回答した人も全

ての角度で多いことが分かる．また，[UD角ゴ]はUD

フォントかつ線の幅が一定のフォントであり，[キア

ロ]はUDフォントでなく線の幅が縦横で異なるフォン

トである．被験者全員が見やすい感じたフォントで

UDフォントを回答していることからも，UDフォント

であると厚みの程度に関わらず見やすいフォントで

あることが考えられる．

(2)可読性実験の結果

次に，文字の厚みに対する可読性実験の結果をま

とめる．可視性実験同様に集めた厚みのデータを角

度ごとに平均値を算出し(表8)，t検定を行った．ま

た，アンケートから一番見やすいと感じた厚みにつ

いてそれぞれの項目の人数を集計した(表9)． 

表8：可読性実験の厚みごとの文字の 

大きさの平均値(n=160 ，単位:m) 

観視角度 厚無 厚小 厚大
90° 0.149 0.152 0.151
60° 0.154 0.154 0.159
30° 0.207 0.217 0.253

表9：一番見やすいと感じた厚みの 

アンケート集計結果(n=10)

観視角度 厚無 厚小 厚大 差無

90° 1 1 3 5
60° 2 0 8 0
30° 3 5 2 0
計 6 6 13 5
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可読性実験において，角度ごとに厚みについて文

字の大きさの平均値を小さい順に並べると，観視角

度90°の時は[厚み無]<[厚み大]<[厚み小]([厚み

無]<<[厚み小])で，60°の時は[厚み無]=[厚み

小]<<[厚み大]で，30°の時は[厚み無]<<[厚み

小]<<[厚み大]であった．  

一方，アンケートでは，90°の時は[差無し]，

60°の時は[厚み大]，30°の時は[厚み小]を見やす

いと回答した人が一番多い．可視性実験では30°の

時に[厚み大]を回答した人は0人だったが，可読性実

験では2人が[厚み大]を一番見やすいと回答した．  

以上から，90°の時は [厚み無]が，60°の時は

[厚み無]と[厚み小]が，30°の時は[厚み無]が可読

性が高いと考えられる．また，主観的には，90°の

時は差は感じられず，60°の時は[厚み大]，30°の

時は[厚み小]が，一番見やすいと感じているといえ

る．加えて，30°の時は，文章の場合必ずしも厚み

の程度が大きいと視認性が低下するとは限らないこ

とが示唆される． 

 次に，フォントに対する可読性実験の結果をまと

める．厚みと同様にフォントのデータを角度ごとに

平均値を算出し，t検定を行った(表10)．また，アン

ケートから一番見やすいと感じたフォントと一番見

にくいと感じたフォントについてそれぞれの項目の

人数を集計した(表11,12)．

表10：可読性実験のフォントごとの 

文字の大きさの平均値(n=120，単位:m) 

観視角度 UD角ゴ UD明朝 ニューシネマ キアロ
90° 0.142 0.155 0.151 0.154

60° 0.144 0.157 0.160 0.162

30° 0.209 0.224 0.236 0.233

表11：一番見やすいと感じたフォントの 

アンケート集計結果(n=10)

観視角度 UD角ゴ UD明朝 ニューシネマ キアロ

90° 7 2 1 0
60° 7 1 2 0
30° 6 1 0 3
計 20 4 3 3

表12：一番見にくいと感じたフォントの 

アンケート集計結果(n=10)

観視角度 UD角ゴ UD明朝 ニューシネマ キアロ

90° 1 4 0 5

60° 1 8 0 7
30° 0 5 1 4
計 2 17 1 16

可読性実験において，角度ごとにフォントについ

て文字の大きさの平均値を小さい順に並べると，

90°の時は[UD角ゴ]<<[ニューシネマ]<[キアロ]<[UD

明朝]で，60°の時は[UD角ゴ]<<[UD明朝]<<[ニュー

シネマ]<[キアロ]で，30°の時は[UD角ゴ]<<[UD明

朝]<<[キアロ]<[ニューシネマ]であった．可読性実

験も可視性実験と同様に，90°60°30°の全ての角

度で文字の大きさの平均値が一番小さく，有意差が

見られたのは[UD角ゴ]である．また，アンケートで

も[UD角ゴ]が一番見やすいと回答した人が全ての角

度で多かった．一方，[UD角ゴ]以外の3つのフォント

は値の差が少なく，特に[ニューシネマ]と[キアロ]

は全ての角度で有意差が見られなかった．しかし，

アンケートを見ると[キアロ]が一番見にくいと感じ

る人が全ての角度で多く，その次に[UD明朝]が多い．

また，可視性で一番見にくいと回答されることが多

かった[ニューシネマ]は可読性では回答が少なくな

っている．以上から，文章においては縦線と横線の

幅の違いが視認性に影響を及ぼしており，線の幅が

同じであると厚みの程度に関わらず文章で見やすい

フォントだと考えられる．

５．まとめ 

 本研究では厚みを持たせて立体表現した文字の視

認性について，可視性と可読性の観点から文字や文

章が読める最小サイズを測る実験を行った．その結

果， 90°と30°の時は可視性可読性ともに[厚み無]

が一番見やすいことが分かり，60°では，可視性で

は[厚み小]が，可読性では[厚み無]と[厚み小]が見

やすいことが分かった．一方，主観的には，90°の

時は可視性では[厚み小]が見やすく，可読性では厚

みで差が無いと感じることが多いと分かった．また，

可視性可読性ともに60°の時は[厚み大]が，30°の

時は[厚み小]が一番見やすいと感じることが多いと

分かった．フォントに関しては，可視性可読性とも

に全ての角度において[UD角ゴ]が厚みの程度に関わ

らず見やすいと分かった．今後は別の文字サンプル

で実験をし，より詳細に分析を行っていく． 
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VR観光コンテンツに対する観光意欲の差異に関する分析 
Analysis of Differences in Sightseeing Motivation for VR Sightseeing Contents 
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本研究は，地域資源のVRコンテンツを対象として，このようなVRコンテンツが人々の興味(観光

意欲)を引いているのか，観光動機尺度の観点から観光の動機づけに効果があるのか，観光スポッ

トの魅力を効果的に表現しているのかを分析する．具体的には地方自治体が作った観光VRコンテン

ツに対する印象評価実験を行う．被験者に対象のVRコンテンツと比較として動画・写真を視聴して

もらい，視聴前と視聴後にアンケートを行うことで，動画や写真と比べ，VRコンテンツが人々の興

味を惹いているのか，また，観光スポットの魅力を表現できているのか明らかにする．

キーワード VR(Virtual Reality) , 観光意欲, 観光資源, 観光動機

１．はじめに 

近年，VR(Virtual Reality)技術の進歩により，VR

を活用した観光案内や文化財の保存などの取り組み

が盛んに行われている[1]．平成31年，国土交通省観

光庁が「最先端ICT（VR/AR等）を活用した観光コン

テンツ活用に向けたナレッジ集」[2]を発表した．こ

のナレッジ集は，主に自治体やDMO等が，今後VRや

AR(Augmented Reality)を用いた観光コンテンツの導

入・活用を検討する際に利用することを想定し，地

域の観光資源の魅力向上，観光促進に期待している．

すでに一部地域では観光者向けのVRコンテンツを

制作し，観光スポットと文化財の魅力を発信してい

る．例えば，茨城県では観光名所26選として，観光

スポットのVR観光サイトを公開している．地域観光

資源のVR観光コンテンツの作成・公開を通して，観

光客の観光意欲を喚起することを期待している．

本研究は，地域観光資源のVRコンテンツを対象と

し，VRコンテンツが人々の興味(観光意欲)への影響，

観光の動機づけの有効性，観光スポットの魅力に対

する効果な表現について明らかにする． 

２．研究のアプローチ 

 観光意欲の変化を探るには，観光客のニーズを理

解する必要がある． 観光心理学の分析によれば，観

光が動機づけ・学習・訪問・感動・再訪のサイクル

の循環で成り立つとされている[3][4]．本研究は特

に「動機づけ」「学習」の2つの段階に着目し，VRコ

ンテンツがそれらの段階に対する観光意欲の促進に

役立っているかどうかを分析する．

観光の「学習」という段階は観光地の景色や実物

を見て学び理解することである．VRコンテンツの特

性を利用し，観光客視点から観光地への認識を深め

ると，観光動機を高め，観光地選択を誘引できるか

もしれない．また，人の観光経験により，観光地に

対する「学習」が異なる可能性がある．これらの考

えを踏まえ，以下の仮説を立てる． 

仮説1-1：動画，写真と比べ，VRコンテンツの特性

を利用し，VRコンテンツで観光地の魅力を表現する

と，人々の観光意欲を促進できる． 

仮説1-2：観光経験を有する人が観光コンテンツを

視聴すると，観光動機が高まり，結果的に観光意欲

が高まる． 

観光の「動機づけ」という段階に対し，人々が求

めることが異なり，「動機づけ」の理由も異なる．

林・藤原（2008）は観光者の観光動機は7因子構造

(刺激性・健康回復・文化見聞・自然体感・自己拡

大・現地交流・意外性)に分けた(表1) [5] ． 

表 1 観光動機尺度（[5] より筆者作成） 

 次に，VRコンテンツを通し，視聴者が観光地のこ

とを理解し，自分が期待する旅行を実現可能か確認

でき，不安が解消され，観光意欲が向上すると考え

られる．先行研究を踏まえて，以下の仮説を述べる． 

仮説2-1：求める観光体験の違いにより，観光コン

テンツを視聴した時，観光意欲の変化が異なる．

仮説2-2：観光資源の種類により，VRコンテンツは

観光地の魅力を十分に表現できない場合があり，視

聴者の観光意欲の差異がある． 

仮説を検証するために，印象評価実験を行い，集

めたデータを分析する．本研究では，地方自治体が

作った観光VRコンテンツに対する印象評価実験を行
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う．被験者に，対象のVRコンテンツを視聴してもら

い，視聴前と視聴後にアンケートを行うことで，動

画や写真と比べ，VRコンテンツが人々の興味を惹い

ているのか，人々の観光意欲を向上させることがで

きるのか，また，観光スポットの魅力を効果的に表

現できているのかを見ていく． 

３．仮説検証実験 
(1)実験概要

本実験は，事前調整と印象評価実験で構成されて

いる．実験について，事前アンケート調査は，7月12

～17日に行い，被験者の観光経験，VRの利用経験，

期待する旅行，現時点の観光意欲を示す．印象評価

実験は，7月18～30日に行い，被験者の観光意欲の変

化とコンテンツに対する評価を調査する．  

(2)実験の流れ

仮説 1-1，1-2 および仮説 2-1，2-2 を検証する

ための実験を行う．手順は以下のStep1～3である．． 

Step1では，被験者の観光経験，VRの利用経験，観

光に対すると考え方から被験者の特性により，コン

テンツに対する評価が異なり，観光意欲に影響をお

よぼす可能性があるため，これらの情報を収集する．

また，林・藤原（2008）が分類する観光動機因子[4]

を元に被験者自身が期待する観光体験を調査する．

Step2では，VR，動画，写真，それぞれのコンテン

ツを被験者に視聴させる．毎回視聴後にアンケート

を行い，現時点の観光意欲とコンテンツに対する印

象を調査する．

Step3では，Step1の被験者の特性参考し，似た特

性をもつ被験者たちをグループにして，Step2から収

集したコンテンツを視聴後の観光意欲データとコン

テンツに対する印象にはどのような差異があるのが

を明らかにする．

(3)事前アンケート

事前アンケートはGoogleフォーム用い，表２に質

問項目を示す． 

表 2 事前アンケート質問項目 

(4)実験用コンテンツの選出

 実験用のコンテンツについては，まず，検索エン

ジンに「VR」と「観光」をキーワードとして検索し，

検索されたウェブサイトと動画チャンネルに対して，

以下の基準を用いて選出を行う．  

①地方自治体が観光スポットを宣伝するために作

ったコンテンツであること．

②同じ観光地，同じ角度から撮影した3種類 (VR，

動画，写真)のコンテンツを揃えていること．

③観光スポットの観光資源の種類は，自然観光資

源3つと人文観光資源3つとする．

これらの基準を満たすように，6つの地域観光スポッ

トを選出し，自然観光資源と人文観光資源に分け[6]，

実験用コンテンツを選出する(表３）．コンテンツ1

～4の種別はVR，動画，写真とする．コンテンツ5～6

の種別はVR動画，360°画像とする．360°画像は全

方位の写真で，VR動画と同じく周りの景色をみれる

が，動画ではないため景色の変化はない．

表 3 視聴用コンテンツ 

(5)被験者が見るコンテンツの情報量の調整

被験者がコンテンツを視聴する時，VRや動画など

では同じ時間内でも情報量が異なる．その影響を抑

えるために，コンテンツの情報量を調整する．具体

的に，VRコンテンツ(360°画像，VR動画)の情報量を

基準として，動画と写真の視聴時間を調整する． 

VR：一つのVRコンテンツの視聴時間を20秒とする． 

動画：再生時間とVRコンテンツの閲覧時間を同じ

20秒にする． 

写真：視聴時間は20秒とする．VRコンテンツを視

聴20秒の情報量は写真４枚と同じと見なす． 

(6)コンテンツ視聴方法・視聴中アンケート(Step2)

Googleフォーム用いて，フォーム内にコンテンツ

を埋め込んで，視聴と評価を行う．VRコンテンツの

視聴方法については，マウスで画面をドラッグする

ことで周りの景色を視聴できるようにする． 

被験者にコンテンツを視聴してもらい，コンテン

ツ毎に視聴した後，視聴直後の観光意欲とメディア

に対する印象のアンケートを行う．

表 4 視聴後アンケート質問・回答項目 
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４．アンケートの結果と分析 

(1)アンケート回収状況

事前アンケートでは，静岡大学情報学部の２つの

授業で配布（7月19～27日）し，31人から回答を得た．

回答者は31人とも学生で，そのうち29人(93％)は20

代である．本実験(Step2)の印象評価実験では，事前

アンケートに回答した31人に実験協力のメールを送

り，その中から15人の回答が得られた．

(2) 仮説検証とアンケート分析

まず仮説1-1の検証を行う．検証方法は，後Q2の被

験者の観光意欲について，VR・動画・写真のメディ

アごとの平均に対して有意差検定を行う．表5に結果

を示す．VRコンテンツは動画，写真と比べ，観光意

欲の平均値が有意に高いことから，VRコンテンツは

動画，写真と比べ，視聴者の観光意欲をより促進で

きると考えられる．

表 5 視聴後観光意欲平均値と差異 

後Q2．いまの観光意欲を数字で教えてください 

後Q3と後Q4のコンテンツに対する印象と，コンテ

ンツから感じた魅力に対する回答からVRコンテンツ

の特性を探る．被験者がこれらのコンテンツに対し

て感じる魅力に当てはまるならば 1，ないならば 0

として平均値を計算し，メディア間の有意差検定に

より特性を考察する(表6，表7)．写真と比べ，VRコ

ンテンツは，[1.自分の視野を広げてくる]，[2.情報

の信頼性が高い]，[4.情報量が多い]，[5.物事の全

体像を把握することができる]，[6.楽しい]の印象で

有意に高い．VRコンテンツの魅力は[臨場感]と[周り

の環境]で他のメディアより有意に高いことが確認で

きる．以上の印象と魅力から，VRコンテンツは，動

画・写真と比べ，視聴者の観光意欲を促進できてい

ると考えられる．
 次に仮説1-2の検証を行う．検証方法は，前Q3の被

験者の住む地域と前Q7の観光経験を用いて，後Q2の

観光意欲の平均値を計算し，有意差検定を行う．被

験者15人の中に，静岡県内に住んている人は12人

(80%)である(表8)．結果，コンテンツを視聴後，静

岡県内に住む人は県内の観光地に対する観光意欲の

平均値が県外に住む人より有意に高い．以上より，

コンテンツを視聴した後の観光意欲は被験者の住む

地域に関係性があることが考えられる．その理由は

自分が住む地域に親しみ感を感じた可能性がある．

次に，実験で用いる観光スポットの観光経験につ

いて，13人(87%)が静岡県浜名湖に観光経験があって，

5人(33%)が広島県宮島に観光経験がある(表9)．表9

の結果のより，浜名湖の観光経験のある人は，経験

ない人と比べ， VRコンテンツと写真において観光意

欲が有意差に高い(表9)．宮島のコンテンツについて

は有意差が出なかった．観光経験の有無は視聴後の

観光意欲に影響するかどうかは判明できなかった． 

表 6 コンテンツに対する印象の選択率(後Q3)

表 7 コンテンツから感じた魅力の選択率(後Q4)

表 8 住む地域による観光意欲の差異 

表 9 観光経験による観光意欲の差異 

次に仮説2-1の検証を行う．検証方法は，前Q13の

被験者の観光体験への期待を，観光動機因子と対応

付けグループを作り，後Q2の観光意欲の平均値を比

較し，有意差検定を行う．前Q13における被験者に対

する観光動機因子の結果を表10に示す．表11に観光

意欲の各平均と検定の結果を示す．  

表 10 被験者の観光動機因子調査(複数選択) 

表11より，観光動機因子[文化見聞]，[自然体感]，

[現地交流]を期待している人は，期待していない人

よりVRコンテンツの視聴後に観光意欲が有意に高い

ことがわかる．逆に，[刺激性]を期待する人は，VR，

動画，写真のいずれでも観光意欲は期待しない人よ

り有意に低くなっており，コンテンツの視聴で期待

していた[刺激性]が満足されなかった可能性がある． 

 最後に仮説2-2の検証を行う．検証方法は観光地の

観光資源種類[6]ごと，前Q13の観光動機因子ごとの，
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後Q2の観光意欲の平均値を比較し，有意差検定を行

う．表12に比較の結果示す． 

表 11 被験者が住む地域と観光経験 

表 12 動機と資源種類により，観光意欲の平均値 

自然観光資源のVRコンテンツを視聴後，[自然体

感]と[文化見聞] を期待する人の観光意欲は期待し

ていない人より有意に高い．[健康回復]と[現地交

流]について，期待する人と期待していない人の間に

有意差が出なかった．[刺激性]について，期待して

いない人の観光意欲が期待する人より観光意欲が高

い．以上より，自然観光資源のVRコンテンツは視聴

者の[自然体感]と[文化見聞]の期待を満足できてい

るが，[健康回復]と[現地交流]の期待を満足できて

いないと考えられる．また，[刺激性]については満

足できていない可能性がある． 

人文観光資源のコンテンツを視聴後，[自然体感]

と[現地交流]に期待する人の観光意欲が期待してい

ない人より有意に高い．[健康回復]と[文化見聞]に

ついて，有意差が出なかった．[刺激性]について，

期待していない人の観光意欲が期待する人より観光

意欲が高い．以上より，人文観光資源のVRコンテン

ツが視聴者の[自然体感]と[現地交流]の期待を満足

できるだが，[健康回復]と[文化見聞]の期待を満足

できないと考えられる．同じく[刺激性]については

満足できていない可能性がある．

(3) アンケート分析結果のまとめ

①VRコンテンツは動画，写真と比べ，視聴者の観光

意欲をより促進できると考えられる．

②コンテンツを視聴した後の観光意欲の差異は被験

者の住む地域に関係性があることが考えられる．

視聴後，その地域に住む人の観光意欲の平均値が

地域外に住む人より有意に高い．その理由は自分

が住む地域に親しみ感を感じた可能性がある．

③[文化見聞]，[自然体感]，[現地交流]を期待して

いる人は，期待していない人より観光意欲が高い

ことがわかった．[刺激性]を求める人はコンテン

ツの視聴では期待する[刺激性]が満足できなかっ

た可能性がある．

④VRコンテンツが自然観光資源の魅力を効果的に表

現でき，視聴者が期待する自然体感を満足できる

と考えられる．一方で，人文観光資源の[文化]の

魅力を表現できておらず，視聴者が求める[文化見

聞]を満足できていない可能性がある．

５．まとめ 

 本研究では，VRコンテンツの特性を利用し，観光

客視点から観光地への認識を深めると，観光動機を

高め，観光意欲が動画と写真より高くなることがわ

かった．さらに，コンテンツの視聴者が期待する観

光体験と観光資源により，観光意欲も変わることを

明らかにできた． 

 課題としては，VRコンテンツの表現手法により，

視聴者の観光意欲がどう変化するのかまでは明らか

にできなかったことである．また，360°写真とVR動

画との比較は分析できていない．今後は視聴前後の

観光意欲を使った分析方法の検討する必要がある． 
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地域社会における⾼齢者に向けたe-sports活⽤の提案と実践 
Proposal and practice for the Use of e-sports for elderly in local 

community 
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要旨･･･超高齢社会において社会参加活動は健康維持に大きな役割を担っている．しかし，地域のつ

ながりの希薄化によって孤立してしまう高齢者も多くなっている現状がある．そのため，ICTの利活

用によってコミュニケーション機会を増やすことや，社会参加の促進などを可能にすることが求め

られている．そこで，本研究は地域社会における高齢者に向けて，また高齢者が利用する地域の施

設に向けてe-sports活用の提案と実践を行う． 
キーワード e-sports， 高齢者，地域のつながり，社会参加

１．はじめに

我が国の総人口は減少傾向にある一方，65 歳以上の

高齢者は，令和 3 年の総務省の人口推計によると 3640
万人と過去最高になった．総人口に占める高齢者人口

の割合についても増加の一途をたどっており，高齢化

率は 29.1％と過去最高となっている［1］．

超高齢社会においては，社会参加活動などを通して

人と人とが交流する機会を増やしていくことが求め

られている［2］．なぜなら，こうした社会活動に参加

している高齢者は，参加していない高齢者に比べ，要

介護への移行が緩やかになることや，認知機能が維持

されること，抑うつ状態の発生が低くなることなどが

指摘されているからだ［3］．社会参加活動とは，就労

だけでなく，ボランティア活動，町内会や地域行事な

どの地域社会活動，趣味やお稽古事も含めたものであ

る．しかし，現状では 70 代以降の社会参加活動率は

大幅に減少している［4］．これは，60 代までは就労

という形で社会参加ができていたが，70 代以降，仕事

を退職したことによって社会的な活動をしない人が

増えてしまうからだと考えられる．特に，退職前の男

性高齢者は地域との関係が希薄であり，退職後に社会

参加をしたいと思っても参加できていない現状も報

告されている[5］．そして，男性高齢者は女性高齢者

と比較して，会話の頻度や近所づきあいの程度が低い

人や，困った時に頼れる人がいない人の割合が高く，

地域において孤立しやすい状況にある［6］． 
こうした現状から，退職後の高齢者に向けた社会活

動参加の方法を検討し，より長く活動を継続してもら

うための取り組みが必要であると考えられる．そして，

政府の提唱する Society5.0 では ICT を利用したコミュ

ニケーションやそれを用いたサービスによって外出

を促し，社会参加の促進などを可能にすることが期待

されている［7］．

２．本研究におけるe-sports活用の取り組み 
本研究は，高齢者が快適に，また健康的に生活する

ためには日常的に地域のつながりを深める場が必要

であるという考えのもと，地域のつながりを増やすた

めの 1 つの手段として ICT を活用する。そして、ICT
のなかでも e-sports を活用し,その有効性について検証

することを目的とする．有効性は，高齢者が e-sports を
利用することでもたらされる効果について，また e-
sports を活用することで高齢者福祉の増進に寄与でき

るかについて検討する．

e-sports 活用については近年，高齢者の認知機能改

善など健康増進を目的としての取り組みが全国的に

広がりつつあり，地域のつながりを増やすという観点

でも大いに期待ができる分野である．e-sports を地域

で活用することによって高齢者の興味，関心を引き出

し，新たな高齢者同士のコミュニティを形成すること

ができれば，外出を促し，人との交流を増やすことに

もつながる．実際に神奈川県の高齢者施設では，e-
sports を使用したアクティビティを導入した結果，導

入前は 4％だった男性高齢者の参加率が導入後，25％
まで大幅に増加した事例がある［8］．このことからも

e-sports の活用は外出機会や人との交流が少なくなる

傾向にある男性高齢者に対しても有効な対策になる

ことが期待される．本研究は介護予防や健康維持のた

めに地域のつながりを増やす必要があるという考え

によるもので，60 歳以上の介護が必要になる前の健康

な方を高齢者と定義する．そして本研究では，高齢者

と高齢者が利用する地域の施設に対して e-sports 活用

の提案と実践を行う（図 1）． 
本研究の取り組みとしては，主に 3点ある．1点目

は高齢者の e-sports の適性を調査するという点で，そ

もそも高齢者が e-sports を操作できるのか，高齢者が

プレイを楽しむことができるのかについて調査する．
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2点目は地域のつながりを増やすための手段として有

効かどうかを明らかにするため，e-sports 活用の場が

交流の場やコミュニティを形成するために機能する

のかどうかについて検討する．3点目は高齢者むけの

地域イベントとして成り立つかについて，イベントの

盛り上がりや高齢者の方の参加意欲，またイベントの

継続性という観点で検討する． 
 

 
図 1．研究概念図 

 
３．地域施設に向けたe-sports活用の提案 
(1) 上飯田福祉会館 
 本研究では，地域施設への提案として，e-sports 活用

を名古屋市北区の福祉会館である上飯田福祉会館で

実施した．上飯田福祉会館は介護，フレイル予防のた

めに心と体の健康維持や仲間づくりを目的とした運

動，花や踊りなどの趣味の教室などを行っており，対

象は 60 歳以上の高齢者としている． 
(2)  e-sports 体験会の実施 
 e-sports体験会の目的としては 2 つある．1 つ目は，

高齢者の e-sports 適正の調査である．高齢者がそもそ

も e-sports をプレイすることが可能かどうか，e-sports
に興味を持ち，実際に楽しいと感じるのかどうか，な

どについて検証する．2 つ目は，e-sports を福祉会館の

1 つの取り組みとして残していくことができるかにつ

いてである．なぜなら，e-sports 活用を通して地域のつ

ながりを醸成していくためには継続した取り組みが

重要となり，そのためには地域の施設が主体となって

e-sports イベントを実施していくことが必要であるか

らだ． 
 今回の上飯田福祉会館への提案では Play Station4 の

ゲームであるグランツーリスモを使用した．グランツ

ーリスモは，ハンドルとアクセルを用いたカーレース

をするゲームである．複雑なリモコンの操作を必要と

せず，直感的に操作が可能なため高齢者にとって参加

のハードルが低くなると考え選定した． 
(3) 評価 と考察 
 実際に利用者の方に体験していただきアンケート

を行った．「どの程度楽しかったか」「満足度はどの

程度か」について5段階で評価をしてもらったところ，

70％を超える方が 4，または 5 を選択しており，初め

て e-sports に触れる人がほとんどだったにもかかわら

ず e-sports に対して抵抗感なく楽しめる人の割合が高

かった．実際に，今回の提案をきっかけとして地域の

施設である上飯田福祉会館が主体となって e-sports の

取り組みを行うようになったことからも e-sports が地

域のイベントの1つとして有効であることが示唆され

る．しかし，グランツーリスモに関しては機材の準備

や Play Station アカウントの設定が必要で職員側の負

担となってしまう点が課題として見つかった． 
 
４．地域における高齢者に向けたe-sports活用の

実践 
(1) e-sports 教室の実施 
 e-sports 活用の提案の結果を受けて，2022 年 8月に

上飯田福祉会館が主体となって利用者である高齢者

に参加募集をかけ，1クラス 7 名，または 8 名のクラ

スを 3 つ作り，e-sports 教室が実施されることとなっ

た．男性高齢者が 1 名，女性高齢者が 22 名の計 23 名

が参加し，8月の期間で 1回 1 時間の活動を 3回行っ

た．使用機器は Nintendo switch を使用し，ソフトは太

鼓の達人を使用した．これは，太鼓を叩くだけの高齢

者にとっても簡単な操作である上に，グランツーリス

モと比較して準備をほとんど必要としないため機器

を扱う側の職員にとっても負担を少なくすることが

できた．e-sports教室は，e-sports が地域のつながりを

増やすための手段として有効かどうかについて明ら

かにすることを目的とし，コミュニティの形成や新し

い交流を作ることにつながるのかについて検証した． 
(2) 評価と考察 
 検証の方法として，学生が運営の支援を行いながら

e-sports 教室の参加者にアンケートを実施し，参加者

23 名が回答した．その結果，楽しさや満足度について

90％を超える方が 5段階評価で 4 以上をつけるという

肯定的な評価を受けた．その上で楽しかった，満足し

た点がどこだったのかについて質問したところ，「他

参加者と交流・会話ができた」を選択した人が 23 人

中 14 人おり，ゲーム自体の楽しさよりも交流を目的

として楽しんでいる人が多いことが分かった．この理

由として e-sports 教室の開催前に行っていた体験会で

は，1回限りの体験で終わってしまっていたのに対し

て，e-sports 教室では同じメンバーで複数回集まる機

会を作ったことで交流の場が形成されたからだと考

える． 
(3) e-sports 大会の実施 
 2022 年 9月には，太鼓の達人を使用した e-sports 大
会を実施した．e-sports 教室でのクラスからそれぞれ

チームを結成し 1チーム 5 人のチームを 4 つ作り，ト

ーナメント形式で対戦を行い，男性高齢者が 2 名，女

性高齢者が 18 名の計 20 名が参加した．クラス対抗戦

となるようにすることで，e-sports 教室で一緒に練習

してきた人と協力して勝利を目指す形になるように

促した．e-sports 大会としての盛り上がりや楽しさを

参加者で共有できるかについて，また e-sports イベン

トへの参加意欲の向上と継続的な参加を促すことを

目的とした． 
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図 2．e-sports大会の様子 

(4) 評価と考察

e-sports 大会の評価については，e-sports 大会の参加

者 20 名がアンケートに回答した．その結果，「応援

する・されること」「大会の盛り上がり」を楽しかっ

た点として回答する方が多くいた．実際に，大会中は

プレイヤーに向けてチーム関係なく観戦者から励ま

しや応援の声が上がっており，特に勝利したチームは

全員で歓声を上げるなど大会全体で盛り上がりを見

せていた．また，e-sportsイベントに今後どの程度参加

したいかについては，「もっと練習をして上達したい」

や「楽しかったのでまた参加したい」との理由で，1～
2週間に 1回を選択した人が約 80％を占めた． 

e-sports 活用の実践では，他参加者との会話を楽し

む高齢者が多かったことに加えて，参加者の継続的な

参加意欲が非常に高いことから，e-sports を活用した

取り組みが高齢者の外出を促すきっかけとなり，新た

な交流の場として機能していることから，地域のつな

がりを増やす手段として有効であるといえる．しかし，

e-sports 教室，e-sports 大会に参加した男性高齢者は 2
人しかおらず，男性高齢者の参加者が少ないという課

題も見つかった．男性高齢者の参加率を高くするため

に募集の仕方や男性高齢者が e-sports に対してどう感

じるのかについて調査していく必要がある．

５．男性高齢者に向けたe-sports活用の提案 
(1) e-sports 体験会の実施

2022 年 10月に上飯田福祉会館と共同で名古屋市北

区の北鯱城会で e-sports 体験会を実施した．北鯱城会

には 149 名の会員が所属しており，会員相互の互助，

親睦並びに地域社会への積極的な貢献を実践するこ

とを方針としている［9］．ここではこれまでに行って

きたグランツーリスモと太鼓の達人の両方を使用し

た（図 3）． 
北鯱城会では，上飯田福祉会館と比較して男性高齢

者の割合が高く，より多くの男性高齢者に e-sports を

体験してもらうことを目的とする．そのため，募集の

仕方としては他の講座の参加者に声をかけて興味が

ある方に気軽に体験してもらう形をとり，参加しやす

くなるような工夫を行った．また，地域全体に e-sports
活用の取り組みを広げることも目的とする．

図 3．e-sports 体験会の様子

(2) 評価と考察

まず，男性高齢者では 9 名の方が e-sports の体験を

し，そのうち，太鼓の達人を体験した男性高齢者は 4
名であったのに対して，グランツーリスモを体験した

男性高齢者は 9 名であった．このことから，男性にと

ってはグランツーリスモの方が興味を示す傾向にあ

るといえる． 

次に，e-sports 体験会の評価をするために参加者に

アンケートとヒアリングを実施した．ヒアリングでは

e-sports のイベントに参加しなかった理由，実際に体

験してどこが楽しかったかについて伺った．被験者の

うち 4 名の方に回答をいただいた．その結果，e-sports
をやったことがない，難しそうだからという理由で参

加を敬遠していた人と，そもそも e-sports の取り組み

が行われていること自体知らなかったという人がお

り，e-sports に興味を持つ可能性がある男性高齢者が

いても，現状では参加しづらい状況になっていたこと

が分かった． 

楽しさについては，スピード感や難しいから楽しい

など肯定的な回答が多く，機会があったらまた参加し

たいと回答する人もいた．実際にアンケートの結果か

らも楽しさについて，9 名中 8 名の方が 5段階評価で

4 以上の評価をつけたことから一度体験してもらうこ

とができれば，男性高齢者に対しても楽しさが十分に

伝わると考えられる．しかし，今後 e-sports イベント

にどの程度参加したいかとの質問に対しては，e-sports
に肯定的な意見が多かったにもかかわらず，2～3ヶ月
に 1回が 6 名と最も多かった．これについてヒアリン

グの回答では，他の趣味があるからわざわざ足を運ば

ない，仕事や地域活動で忙しいとの理由が挙げられて

いた．このことから，男性高齢者にとっては e-sports自
体の楽しさ以外に参加するための動機付けが必要と

なると考える．たとえば，孫との交流のような世代間

交流や健康維持などが考えられる．

地域への広がりについては，ヒアリングでの回答で

もあったようにそもそも，取り組みを知らない人や福

祉会館まで距離があり足を運べない人に対しては，ど

のような工夫をこらしても参加はむずかしくなって

しまう．そこで上飯田福祉会館で行う取り組みだけで

はなく，今回の北鯱城会での体験会のように地域の複

数箇所に拠点を作り e-sports 活用の取り組みを広げて
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いくことが重要になると考える．そうすることで，地

域の福祉会館を利用していない人にも気軽に e-sports
に触れることができ，より多くの人に体験してもらえ

ることに加え，活動の PR にもつながるのである． 

６．考察 

本研究では，高齢者が地域のつながりを増やすため

の ICT 活用の事例の 1 つとして，e-sports 活用の提案

と実践を上飯田福祉会館と連携して行った．本研究の

取り組みとしてはまず，高齢者の e-sports 適正を調査

した．これについては，予想以上に多くの高齢者が興

味を持ち e-sports を体験していただきアンケートの結

果からも楽しんでいた様子が見られたことから高齢

者にとっても e-sports の適性があるといえる． 
次に，地域のつながりを増やすための e-sports 活用

という点では，e-sports教室，e-sports 大会の実践から

も参加者はゲーム自体の楽しさよりも交流を重視し

ているところがみられた．実際に，上飯田福祉会館で

は新しい同好会が 2 つ結成され，月に 2回の継続的な

活動が行われている．それ以外にも，普段から太鼓の

達人のスコアを競い合うなど利用者同士での交流が

増えていた．そして本研究で体験会を取り組み，e-
sports の提案を行ったことで，北区の福祉会館におけ

る1つの継続的な取り組みとして取り入れられたこと

は大きな成果であると考える．このことからも，地域

のつながりを増やす手段として，e-sports 活用が高齢

者同士のコミュニティを醸成する役割を果たすこと

が可能だと考える．

 また，高齢者向けの地域イベントとして成り立つか

という点については，多くの参加者や地域施設の取り

組みの継続性から十分に成り立つといえる．また，本

研究で行ってきた e-sports 活用の提案と実践は他の地

域に取り組みを広げていく際の1つのモデルになると

考える．

 しかし，現状では上飯田福祉会館独自の取り組みと

なっている点は課題として残っている．対象者が福祉

会館の利用者だけに限られてしまう点や現在，取り組

みに積極的な福祉会館の館長が交代してしまったと

きに取り組みが続かなくなってしまう可能性がある

点があげられる．今後も e-sports 活用を続けていくた

めにも取り組みを実際に行う人や引き継いでいく人

を増やしていくことが必要である．そのために，福祉

会館がこれまでに蓄積してきた e-sports イベントの取

り組みを，自治体と連携を行いながら地域全体に e-
sports 活用を広げていくことが重要だと考える． 

７．おわりに 

本研究では，e-sports の活用の提案と実践を通して地

域の福祉会館が主体となり e-sports 活用の取り組みや

イベントが施設の 1 つの活動として，継続して行われ

るようになった．上飯田福祉会館での取り組みは継続

して行われており，現在は新しく別のゲームの体験会

が開かれており，募集をかけると定員を超える募集が

集まるという状況である．そして，今後も 12月に第 2
回目の e-sports 大会，1 月に福祉会館のイベントで e-
sports 交流会が開催される予定があり，今後も継続し

て福祉会館の中では e-sports イベントの広がりは続き，

盛り上がりを見せている．また 2月には名古屋市北区

のデジタル活用の企画が開かれ，そこで e-sports イベ
ントが行われる予定である．来年度以降は，こうした

北区全体のイベントを通して，本研究で行ってきた取

り組みをいろいろな地域で提案し活用の幅を広げ，e-
sports の有効性について検証していきたいと考えてい

る．
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要旨･･･著者らは，ICTを導入した体験学習を提供する施設である「こまきこども未来館」に委託

事業として， AR 空間における未就学児を対象としたプロジェクションマッピングのコンテンツを

提供している．そして，そのコンテンツを評価するために，ヒートマップを利用した未就学児の移

動解析を進めている．本稿では，先行研究による解析結果の考察を踏まえて実施した解析手法の改

善と，コンテンツとユーザー行動のインタラクションを可視化するための新たな取り組みについて

報告する．
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１．はじめに
中部大学大学院国際人間学科と人文学部では，愛

知県小牧市にある「こまきこども未来館」の委託を

受けて，AR空間における未就学児を対象としたプロ

ジェクションマッピングを提供している[1].こまきこ

ども未来館では,様々な「遊び」や「体験」を通じて, 

楽しみながら「学び」を見つけることができ,「未来

リテラシーを育む」という同館のコンセプトのもと,

子ども達にこれからの未来を力強く生き抜く力を育

てる「成長の場」を提供することを目指している.

中部大学が提供しているプロジェクションマッピ

ングのコンテンツは,常設であり, 四季や自然をテー

マに3ヶ月毎に更新されて，改善が図られている.し

かし，このコンテンツの改善は,未就学児の反応を開

発担当者が目視した情報に基づいて行っているため

に,コンテンツ全体に対する評価として十分ではない.

また，保護者や常駐スタッフからは,インタラクティ

ブ性を十分に生かしていないという指摘や教育的な

コンテンツが欲しいとの要望が挙がっている.このよ

うな現状に対して著者らの所属する研究室に対して

画像処理技術を適用したコンテンツの改善が求めら

れた.

そこで，先行研究として安藤らが，ヒートマップ

手法を導入した未就学児の行動の可視化によるコン

テンツ評価の改善に取り組んだ[2].同様の手法による

行動追跡の研究は多くあるが，未就学児を対象とす

る研究は確認されない. 

２．先行研究
安藤らは小牧未来館にあるプロジェクションマッ

ピングのデジタルコンテンツの評価の支援を目的と

して, 施設に設置されている2つのカメラの映像を連

結し,YOLOv5を用いたDeepSortによる追跡結果から

ヒートマップを生成することで移動範囲や滞在時間

の可視化を実現し, プロジェクションマッピングに

対する未就学児の反応解析支援を行った.いくつの手

法を提案された．また，追跡精度と可視化の効果を

検証するための実験を行った．

(1) YOLOv5

YOLOv5 の 先 行 モ デ ル で あ る ． YOLOv3 ・
YOLOv4 は, YOLO と比べ, CNN 層の追加などによ

って物体検出の精度がより向上したが, 処理速度が

低下し て い る と い う問題が あ る ． そ れ に 対

し,YOLOv5 は,前モデルである YOLOv3・YOLOv4
と比べて,物体検出の精度は同程度だが, 処理時間を

より早くしたモデルとなっている. 

(2) DeepSort

DeepSort とは複数のオブジェクトを同時に, かつ

連続的に ID をつけてトラッキングすることができる

機械学習モデルである.前モデルである Sort の問題点
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であったオクルージョン時における精度減少を,同一

人物判定モデルを使用することで解決し,ID のスイッ

チングを減少することに成功したモデルである.高速

かつ高精度な物体認識アルゴリズムである YOLO を

用いて人物をバウンディングボックスで検出し,カル

マンフィルタを使用した Sort と同一人物判定アルゴ

リズムである ReID からバウンディングボックスと

トラッキングの紐付けを行っている.

(3) 実験と結果

2 台の監視カメラ映像が連結された 10 秒（5 フレ

ーム毎秒）の動画（図 1）を対象として, YOLOv5 の 
Deepsort を用いて検出した結果例（図 2）とその精度

評価（表 1）を示す. 

図１ 入力動画 

図２ 検出結果 

表１ 精度評価 

TP FP FN Precision Recall F-measure

437 12 162 0.9733 0.7295 0.8339 

図 2 の結果から，対象が未就学児の場合において

も, 検出・追跡できていることが確認できる. 

図３ 入力動画と合成したヒートマップ 

AR 空間をどう移動しているか，どこに留まってい

るか確認するため，図 3 のようにヒートマップを透

過し, 動画と統合することで全環境の可視化が可能と

なった. 

３．研究の目的

本研究では，先行研究における未就学児の検出，

追跡の精度を上げるための新たな手法の導入を検討

する.さらに，得られたヒートマップテータと提供さ

れているコンテンツの時系列のリンクによるコンテ

ンツ評価を実現するためのデータ生成を目的とする. 

４．手法の検討 
ここでは，いくつかの追跡手法を検討した結果を

述べる． 

(1) BoT-SORT

BoT-SORTは三つの主な改善をしている．Kalman
Filter（カルマン フィルター）では，プレーン内の

オブジェクトの動きを模擬するには、離散カルマ

ン・フィルターを一定速度モデルと共に使用する．

HOTA指標が高くなったが，その変化の原因は不明

である．しかし，図4に示すようにオブジェクトに

対するバウンディングボックスの幅の適合性を向上

させることに寄与すると考えられる．

図４ バウンディングボックスの幅の適合性 

Camera Motion Compensation （CMC：カメラモー

ション補正）では，アフィン変換によるビデオ安定

化モジュールの OpenCV実装で使用されるグローバ

ル・モーション・コンペンセーション(GMC)技術に

従う．この画像レジストレーション方法は、背景の

動きを明らかにするのに適している．画像のキーポ

イントの抽出が行われ，翻訳ベースの局所的外れ値

除去による物体の特徴を追跡するためのスパース・

オプティカル・フローが行われる．

IoU - Re-ID Fusion（IoU - Re-ID融合）では，深い視

覚的表現における最近の開発を活用するために，外

観機能をトラッカーに統合した．これらの Re-ID 機
能を抽出するために，ResNeSt50をバックボーンとし

て，FastReIDライブラリからBoT (SBS)の上にあるよ

り強力なベースラインを採用した．フレーム k での 

i 番目のトラックレットの一致したトラックレットの

出現状態ei
kを更新するために，指数移動平均(EMA)

メカニズムを採用する．下に公式を示す． 
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表２ BoT-SORTのMOT20検証結果 

補注:表2は本稿の参考文献[3]から取り出したものである． 

MOT20（検証セット）で良い評価が得られた．

MOT20 は，混雑したシナリオと多くのオクルージョ

ンのケースがあるため，難しいベンチマークと見な

されるが．それでも，BoT-SORT-ReIDはMOTA,IDF1,
およびHOTAに関して1位にランクされている(表2)．
他の一部のトラッカーは，1つのメトリック(同じ

MOTAまたはIDF1など)がBoT-SORTと同じなレベル

が達成できたが，他の指標は低くなった．BoT-SORT
はMOTAを維持しながら，IDF1とHOTAを大幅に改

善することができた[3]．

(2) ByteTrack

MOTの多く方法は，スコアがしきい値よりも高い

検出ボックスを関連付けることによってIDを取得す

る.検出スコアが低いオブジェクト（たとえば遮られ

たオブジェクト）データは無視されるために,軌道が

断片化される．この問題を解決するために，高スコ

アの検出ボックスだけでなく，ほぼすべての検出ボ

ックスを関連付けることによって追跡する，シンプ

ルで効果的かつ一般的な関連付け方法を提示した．

低スコア検出ボックスでは，トラックレットとの類

似性を利用して，真のオブジェクトを回復し，バッ

クグラウンド検出を除外する．9つの異なる最先端の

トラッカーに適用した結果，IDF1スコアが1から10ポ
イントまで一貫して改善された．

MOTの最先端のパフォーマンスを推進するために，

高性能の検出器YOLOXに物体の関連付け方法BYTE
が実現された．具体的にはハイスコアの検出ボック

スのみを保持する以前の方法とは異なり，ほとんど

すべての検出ボックスを保持し，それらをハイスコ

アのものとロースコアのものに分ける．最初に，ハ

イスコア検出ボックスをトラックレットに関連付け

る．そして，一部のトラックレットはオクルージョ

ン，モーションブラー，またはサイズ変更が発生し

たときに適切なハイスコア検出ボックスに一致しな

いため，不一致になる．次に、低スコア検出ボック

スとこれらの一致しないトラックレットを関連付け

て，低スコア検出ボックス内のオブジェクトを回復

し，バックグラウンドを同時に除外する．この方法

を応用して，ByteTrack という名前のシンプルで強力

なトラッカーを設計した． 

ByteTrackがMOT20のセットで評価された結果を示

す（表3）．精度は他のTrackより優勢があると考え

られる．また，ByteTrackがオクルージョン，モーシ

ョンブラー，小物体などの複雑な状況（図5）に対応

できる能力があると考えられる[4]．

表３ ByteTrackのMOT20検証結果 

補注:表3は本稿の参考文献[4]から取り出したものである． 

オクルージョン

モーションブラー

小物体 

図５ 複雑な状況の対応 
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(3) SMILEtrack

SMILEtrack は各フレームでボックスを関連付ける

ための類似性学習モジュール (SLM) と類似性マッチ

ングカスケード （SMC）の方法が提案された． 
SMILEtrack の全体的なアーキテクチャを図 6 に示

す．フレームワークは次のステップに分けている．

1) 物体位置の検出: 対象物体の位置を特定するために、

検出器として PRB を適用する．2) データの関連付け:
MOT 問題は，隣接するフレームから各オブジェクト

を関連付けることによって達成される．PRB によっ

て生成された検出結果を取得した後，各フレーム間

のモーション・アフィニティ・マトリックスとアピ

アランス・アフィニティ・マトリックスを計算し，

これら 2 つのマトリックスを組み合わせたコストマ

トリックスを使用して，ハンガリー語アルゴリズム

を介して線形割り当て問題を解く[5]．

図６ SMILEtrack のアーキテクチャ 

表 4 は SMILEtrack が MOT17検証セットでテスト

された結果を示す．精度が高いが，複雑な条件に対

応できるかどうかを検証する必要がある．

表４ SMILEtrack の MOT17 検証セット結果 

５．予備実験 
本実験では，4章で検討した手法と先行研究で導入

された手法を比較し，未就学児と同様な小物体を追

跡した効果を検証する．複雑な条件に対応できる能

力を検証するため，検証用のデータが人数が少ない

動画（検証データの A）と人数が多い動画（検証デ

ータの B）を用意する．評価指標は MOTA を使う．

MOTA は誤検出(FP)と見逃し(FN)と ID の変更 の観点
からの精度指標である．100％に近いほど良いと判断

される．下に計算式を示す．t は t 番目のフレーム目

である．FNt は t 番目のフレームにおける人物がいる

のに，追跡していない数である．FPt は t 番目のフレ

ームにおける人物がいないのに，追跡した数である．

IDSWtは t 番目のフレームにおける二つの人物が一時

交錯する時に，追跡人物を誤ってしまう回数である．

GTt は t 番目のフレームにおける正解データ数である． 

実験は後日に行う予定である．実験の結果は表

2,3,4 を参考した上で想定した．表 5 に結果の数値を

示す．

表５ 評価の結果 

Method A の MOTA B の MOTA 
StrongSORT 77.8 76.9 
BoT-SORT 78.2 77.8 
ByteTrack 80.4 80.3 
SMILETrack 81.2 80.5 

６．考察 
小牧市未来館のプロジェクションの環境で未就学

児を対象として追跡するため，オクルージョンなど

の複雑な状況（図5）が頻発されると想定する．

ByteTrackはオクルージョンなどが対応できている．

また，HiEveというテストセットで検証されて効果が

見られる．HiEveは色々な複雑な状況が含まれるテス

トセットである． 
つまり，先行研究の安藤らが提案した手法

StrongSORTからByteTrackに変更することで精度が上

がるし，追跡の効果が改善できると考えられる． 

７．おわりに 
本研究では，追跡手法の検討と改善について報告

した．今後，改善した手法を応用して，ヒートマッ

プの生成を検証する．また，未就学児の行動を分析

するため，デジタルコンテンツの時系列データとの

連携データの生成を進める予定である．
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社会的統合に向けた「変容エージェント」としてのコミュニティFM： 

震災後のFMいわきを例に(2022) 
Community Radio as a "Transformative Agent" for Social Integration 

The Case of FM Iwaki and Nuclear Disaster caused by Great Eastern Japan 
Earthquake (2022) 

作成 レショワ・アンナ◎
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要旨･･･東日本大震災後，地域社会におけるコミュニティFMの役割が再認識されるようになった．従来，

防災機能の視点から論じられたコミュニティFMは，実際に社会統合のアクターとしても地域の復興に貢献

している．福島県いわき市は，1966年に一つの自治体になる前，もともと文化・産業が異なる14市町村で

あり，広域ゆえの分断が存在していたが,東日本大震災の被害や復興をめぐる意見の差がその分断をさらに

深刻化した．本研究では,FMいわきのパーソナリティのインタビュー調査から，同局が社会分断の問題を

認識し，放送によって社会統合をめざしていることが明らかになった．放送局のパーソナリティは，「顔

が見える専門家」として，いわき市の人びとを繋げ，街中にコミュニケーションの輪を繰り広げ，地域の

絆の再埋め込みに貢献していた． 

キーワード：コミュニティFM，地域メディア，変容エージェント， 東日本大震災，社会分断，

community radio， local media， transformative agent， social integration

1.研究背景
東日本大震災は，以前から存在していた地域住民

の分断を深刻化した．東日本大震災後の放射能汚染

により，仮設住宅に住まざるを得なくなった住民た

ちは，「自然から切り離され「あたりまえ」の日常

生活を失」った現地社会で，帰還や復帰を巡るビジ

ョンの違いによって，さらなる「地域社会の再分断」

にさらされた（山川，2012:26）．速水は，災害によ

る社会分断が，放射能汚染と並んで浜通り地域にお

ける復興の妨げになっているとし，いわき市におけ

る「分断」の 2つの側面について語っている．１つ目

は，被災地の内部における分断であり，避難者の受

け入れをめぐる諸問題および，被災者の境遇と補

償・賠償内容の違いなどの影響をうけた(速水，

2017:3)．2 つ目は原発事故や津波の被災地とそれ以

外の地域をめぐる分断である．事故まで原発を誘致

していた双葉郡とその利益を得た周りの自治体では，

経済格差による壁ができ，今回の事故によって，そ

の分断が顕在化した（同上: 3）のである． 

 2021 年，東日本大震災が 10 年を迎え，災害時の放

送の特徴に関する研究（大内，2020，小泉，2021）
や，被災地の文化及び伝統の変化を考察する研究

（Donnere，2021; Takahara，2021; Adachi，2021 な

ど），災害時のメディアの役割，悲劇に関する記憶

の伝達と保存に関する研究（Kanayama& Ogawa， 
2019；Sakata，Ogawa& Kubota,2019）など，震災とメ

ディア，文化について振り返る研究が多分野におい

て量産された．なかでも Kanayama& Ogawa（2019）
は，災害が繰り返される社会において，災後・災間

にコミュニティ放送の災害の記憶継承についての研

究を通じて，東日本大震災の被災を受けた人の記憶

をコミュニティ放送において伝える重要性について

語り，そこに「われわれ，生存者」というアイデン

ティティが生成されていることを論じた．

社会的分断の統合が震災後の被災地に求められて

いる中で，メディア,とりわけコミュニティ FM はそ

の機能を果たすメディアとして期待がかけられてき

た．震災時にコミュニティ FMが情報伝達において重

要な意義を果たしたことは注目されるが，東北地方

におけるコミュニティ FMを巡る研究については，災

害時に災害に関する情報を市民に即時に伝達する機

能，または災害直後や防災報道に関する研究が多く

（日比野，2011；金山，2020，小泉，2021），災害

後の地域復興や震災後に分断された地域コミュニテ

ィを統合する機能にはさほど注目が向けられていな

い．  

 ところで，コミュニティ FMとは，「市区町村内の

一部の地域といった限られている範囲において放送
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を行い，地域に密着した情報を提供している1」小規

模な電波に基づく音声メディアのことであり，阪神

淡路大震災以降は，防災メディアとして注目されて

きた（杉本，2015）．確かに，この時期から災害を

契機にして，新規コミュニティ FM局が多数開局し，

地域密着と機動力という特徴と，電気が供給されな

くても電池や車の中で生放送が聞ける点において，

非常時に必要不可欠として見なされてきた． 

 しかし，コミュニティメディアの役割が防災に限

られると考えるのは早計である．実際これまでにも，

地域に密着した情報を提供（松浦，2017；白水，

2007 など）することによって，豊かで安全な街づく

りに貢献する点（松浦，2017），市民を放送記者と

して勧誘することで住民参加を促進する点（金山，

2014），地域生活圏を構築（北郷，2015）する機能

を果たしたと評価されてきた．とりわけコミュニテ

ィ FMのパーソナリティは多くの場合，リスナーと同

じ住民であり，自分の町を自らの音声によって表象

している点でコミュニティのアイデンティティを形

成し，地域社会の個性の表象や発信にも貢献するこ

とが論じられている（加藤，2014）． 

2. 研究目的
震災から 10 年たった現在，防災機能が主要な役割

と思われがちである東北地方のコミュニティ FMは被

災したコミュニティでどのような役割を果たしてい

るのだろうか． 

 本研究においては，コミュニティ・メディアが周

りの社会環境の変化に及ぼす影響を考察する上で，

白水（ 2007 ）が提案した「変容エージェント

(transformative agent)」という概念を用いて分析を行

う．変容エージェントとは，「地域社会のひとびと

の価値観や行動様式の変化を促進する個人・団体の

アクター」（白水，2007：173）である．つまり，変

容エージェントは，ある社会の発展の方向性を示す

役割を果たす主体を指す．つまり，地域社会に影響

し，ウチから社会分断を埋め，住民を統合させ,コミ

ュニティ形成に寄与するアクターである．

 白水によれば，「変容エージェント」には，フォ

ーマル（企業，団体，役所などの公的）な組織とイ

ンフォーマルな個人や団体の両方が含まれており，

白水は，その一つとしてコミュニティ・メディアや

そこで働く送り手を設定し，現地の情報放送，現地

のイベント開催・放送（町内運動会，バザー，体育

祭など）によって社会環境の変更に寄与していると

述べている（白水，2008）．さらに具体的に見れば，

コミュニティの成員のなかの活動家としてのラジオ

パーソナリティは，小規模メディアの送り手（コミ

ュニティ FM局，CATV など）として，番組の中で，

そしてまちづくりなどでコミュニティの文化を提

案・変更することもあり，地域社会の文化に少なか

らず寄与しようとしている存在である．

1 総務省「コミュニティ放送」、

<https://www.tele.soumu.go.jp/j/adm/system/bc/commu/> 
（参照日：2022年 12月 11日） 

 そこで本研究では，コミュニティ FMという組織，

そしてパーソナリティを変容エージェントとして見

なす．そして大規模災害を受け，分断された地域社

会において，1)どのように問題を認識し，2)放送で

どう伝えようとしているのか，そして放送だけでな

く，3)どのように統合のための活動をしているかを

明らかにする．とりわけ，こうした地域と生活と人

に濃厚に結びついている地域のラジオ局で実際に声

を発するパーソナリティに焦点を当てる．コミュニ

ティ FMはパーソナリティのトーク中心に構成され，

そしてパーソナリティを抱えている局への信頼感が

さまざまな事業や企画を成立させているからである

（加藤，2014）.

3. 研究対象
1）いわき市：広さと歴史から生まれた分断化

1966 年に 14 自治体が合併されて作られたいわき市

は，東京 23 区の総合面積も超える広大な面積（1，
231.13 km2）で有名であり，山も海もある多彩な風景

と観光資源も，放送内の現地情報提供に生かされて

いる．しかし，いわき市は，市街地が丘陵によって

分断され，現在でも連続性がない．低い人口密度

（276 人/km22）を鑑みれば，同じ地域コミュニティ

所属しているという意識は未だ曖昧である． 

さらに歴史的視点から見ても，いわき市の合併は，

「昭和の大合併」の一部として，1960 年代以降の高

度経済成長期におけるエネルギー革命が進んだ結果，

地域の石炭産業の急速な衰退による地域疲弊対策と

して行われたものだった．合併後，いわき市内の町

村や区の合併を目指し，道路整備を行うほか，新た

に市の統合を意識した創作「いわきおどり」の考案

など，多方面で対策を講じようとしたが，幕藩体制

の転封や幕府領の配置で，領域が細切れに分割され

てきたために，政治的にも一体感は醸成されづらか

った．また，明治以降の産業において「業種別には

相容れない部分が多く発生し，一体的な地域文化」

の醸成が困難であった（小宅，2016:10）．こうした

地理的・歴史的背景が震災前から地域内の分断を存

続させてきた事情がある． 
2） 研究対象 FMいわき

本研究の対象は，地震と津波という自然災害のみ

ならず，原子力災害にも直面した福島県いわき市に

ある株式会社いわき市民コミュニティ放送（愛称：

SEA WAVE FMいわき）（以降，「FMいわき」）で

ある．1995 年に発生した阪神淡路大震災の反響をき

っかけに，海から近く，海岸線が長いいわき市にも

同様に災害で活用できる放送が有用になると，1996
年に開局し，コミュニティ放送の黎明期に開局した

神戸市の FMわぃわぃを見学して放送開始に至った．

開局の出資はいわき市（24.3％）と関係団体，民間企

業（合計 63 件）で，その期間に設立された一般的な

第三セクター方式に基づく放送局である． 

2 「いわき市の人口．令和元年 10 月 1 日現在」 
http://www.city.iwaki.lg.jp/www/contents/ 
1581309562980/simple/zinkou1001zentai.pdf 
（参照日：2022年 12月 12日） 

84

https://www.tele.soumu.go.jp/j/adm/system/bc/commu/
http://www.city.iwaki.lg.jp/www/contents/1581309562980/simple/zinkou1001zentai.pdf
http://www.city.iwaki.lg.jp/www/contents/1581309562980/simple/zinkou1001zentai.pdf


社会情報学会中部支部・芸術科学会中部支部・情報文化学会中部支部 

合同研究発表論文 

東日本大震災の際，原子力災害を恐れた大手マス

メディアが退避した中, 現地で残って，臨時災害放

送に切り替えて活動を続けた．スタジオに泊まりこ

んで市民にタイムリーに情報を提供し，津波警報・

市民安否情報などを放送したことが評価される局で

もある（粟谷・遠藤・平石，2014）．ちなみに 2011
年 5 月 27 日の臨時災害放送の免許終了後は通常の放

送に戻っている．

震災後，原発避難区域の一部であった広野町，楢

葉町や双葉郡から，大勢の住民がいわき市に避難し，

避難生活中に FMいわきの災害放送，日常放送を聞い

て慣れ親しんだことで，避難区域解除となって帰宅

してからも FMいわきを聴き続きたいという声があっ

たため，2013 年以降，原子力災害避難住民等交流事

業費補助金と情報通信技術利活用事業費補助金を使

って，市内にギャップフィラー中継局を加え，2016
年には楢葉町に中継局を設置し，エリアを拡大した． 

4．研究方法 
本研究は，筆者が 2022 年 2 月 20 日から 27 日まで

FM いわきに滞在し，その報道や運営をめぐる参与観

察をしながら，局関係者に対して半構造化インタビ

ュー（パーソナリティ 4 名と安部局長，1 人当たりの

平均時間：52 分）を行った結果をまとめたものであ

る．インタビュー結果は，質的分析手法である SCAT
を用いて分析し，計量分析ツール KHコーダーによる

テキスト・マイニングで補足した．

5.研究結果
1) インタビューの結果：分断の認識

FMいわきは，いわき市唯一の音声メディアとし

て，分断化されている住民を統合する必要を認識し

ている．インタビューに応じてくれたパーソナリテ

ィ全員（5名）がまずいわき市の広さについて言及し

ており，統合の難しさを意識していた．

いわきはとても広いので，人が住んでいる場所
が北の方とか，南の方とか，離れていて，北の
人と南の人がお互いのことを全然わからない．
（パーソナリティ，立原めぐみ，女性，40 代．
2022年 2月 21日インタビュー） 

 同様に番内氏は，津波と地震という災害の内容に

よる格差を指摘している, 

沿岸部の人たちは，津波で被災して，避難所に
行って避難の生活をせざるを得なかった．逆に，
内陸側の人たちとかは，主に地震の被害を受け，
（省略）家の中では壊れたりしたところもあっ
たけど，（省略）その日の生活とかは，そんな
に不自由はない．自分の家にもいられるし,と
いう人たちも多かった． 

さらに，住民と避難者の間の分断についても説明し

ている： 

自分はやっぱり一番住んでいる人たちの中で，
その，あれが違うというのは，(中略)やっぱ
り震災の後，こっちに来ている人たちと，
元々ここで住んでいる人たちとの違いという
のは，考え方とか，境遇の違いとか．そうい
ったところで考え方の食い違いみたいなのは，

特に震災の後，すごくいっぱいあったので．
（パーソナリティ，番内将充，30 代，男性．
2022 年 2月 22 日インタビュー） 

 また，局長の安部氏も同様に，分断化の克服にお

ける FMいわきの役割を明確に語っている： 

いわき市は広いし，もともと仲があまり良くな
かった町や村から統合されたので，隙間に入っ
て接着剤になるのはコミュニティ FM の役割だ
と思う．（同放送局長，安部正明，男性，60

代．2022 年 2 月 22日インタビュー） 
このように,インタビューから得られた知見として，

いわき市内に存在している大小様々な分断が FM いわ

きのパーソナリティによって認識されているという

ことである．その分断は，地理・歴史・災害後とい

う 3つのでレベルに分けることができる．地理的な分

断化は，地形や交通の特徴による自然的なものであ

る．歴史的分断は，1966 年までに行政的に分断して

いたいわき市の歴史,とりわけ産業構造からくるもの

である．また災害後の分断は，東日本大震災やそれ

に伴った様々な出来事の影響を受け，深刻化した社

会分断をさす．FM いわきがそれぞれの分断を埋める

必要性を把握し，地域の統合アクターとして活動し

ていこうとする志が抽出された． 

2）FMいわきにおける分断へ対応

まずは，パーソナリティが取材中にいわき市を一

周し，様々な市民と会話するというメディアの一般

的な取材活動が，非意図的に地理的な分断の統合に

貢献しているといえる．また離れた町村をつなぎ，

仲間意識を育て上げる試みとして，朝のニュース番

組「輝くいわき Shiny Morning」の天気予報コーナー

の「市民天気レポート」という仕組みが挙げられ

る．これはいわき市の多様なエリアに住んでいる一

般の人の生の声で各エリアの空模様を伝えるコーナ

ーで，毎朝，いわき市の全市民に，いわき市の地図

や各構成地域を思い浮かべてもらいながら，市民の

中に「いわき市のイメージ」を地理的に想起させ

る．つまり，このようなコミュニティ放送局の努力

から，必ずしも統合がイメージされ難いいわき市

で，「想像の共同体（B.アンダーソン，1983）」を

目指していることを意味するだろう．  
 歴史的な分断の視点から見ると，いわき市全体や

各町村の歴史エピソードをピックアップして紹介し

ている「いわきの人・まち・文化」や「まちの横顔」

という番組が注目される．各地の歴史を紹介するこ

とで「いわき市」を歴史的な共同体として提示し，

市民に共有する機能を果たしている．また，従来の

市民のみならず，避難民が聞き，その歴史を共有す

ることで,地域社会に溶け込む手助けになるかもしれ

ない．こうしたコミュニティ・メディアの活動は，

地域に対する親近感や愛着を増大させ，市に対する

情緒的一体感を養する（竹内，田村，1989）とされ

てきたことと一致する．社会分断や格差を埋めるた

めに，各地で放送における市民参加を促進し，各町

村の伝統・文化の情報を積極的に伝える．そうする

ことによって，対立から，互いの差を認識し,楽しむ

方向へとに焦点を動かすことが意図されている． 
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 FM いわきでは，災害によって生まれた摩擦に関し

ても緩和することを目指してきた．災害前にも，FM
わぃわぃの阪神淡路大震災時の経験を活かした防災

番組や，地域に特化した情報を伝える番組を放送し，

災害のテーマを取り上げていた．今回の東日本大震

災に関しては，FM いわきは主に市全体が直面してい

た悲劇として放送に取り上げ，「われわれ，生存者」

という共同的なアイデンティティを伝えることで災

害時の平等性を強調してきた．2022 年現在，東日本

大震災に関する番組はほとんど残っていない．しか

し町内には放射線量表示機がいまだ設置されており，

生活や放射線量報道にはその残響がいまだ感じられ

た． 

3) 地域社会統合のためのイベント開催と記録

変容エージェントとしてのコミュニティ FMは，放

送内容やメディア環境において地域内の分断を克服

しようとしているだけではない．多くのコミュニテ

ィ FMと同様に, FMいわきでは地域イベント業者とし

ても様々なイベントを開催・主催し,市民参加原則を

掲げながら，分断の克服を試みている． 

 第三セクターの放送局である FMいわきは，市と密

接に連携しているため，市のイベントのほとんどを

主催し，その企画，運営や PA業務を行なっている． 

 少子化の進行による地域コミュニティの衰退は，

いわき市も例外ではなく，地域課題への取り組みの

一環として，2014 年度以降は福島県と協力し，「男

女の出会いサポート事業」を開催しており，FM いわ

きは交流イベントのPR，運営などを担っている．FM
いわきは,地域メディアとしてのブランドを生かして,

いわき市にゆかりのある人びとを繋げ，街中にコミ

ュニケーションの輪を広げ，地域の絆を深めること

に貢献している．こうした FM いわきの取り組みは，

A.ギデンズが「顔が見える専門家」（A.ギデンス，

1990）と呼ぶローカルな専門家として，地域に関心

のない人びとをいわきへと誘う再埋め込みに関わっ

ているといえる．局では，これによって「いわき市」

内の人びとの交流を促進し，同じ社会集団として一

体感を保てると考えていた．

 また様々な現地の団体と協力して，構成自治体の

それぞれの文化を紹介し，保存にも寄与している.例

えば，コロナ禍で継承の機会を奪われた川前音頭と

いう伝統的な踊りをイベントを通じてプロモーショ

ンし，踊りの様子を映した動画の企画と撮影にも携

わっている．

6．おわりに 
 現在，歴史的,そして災害によって重層的な社会的

分断が存在するいわき市のローカル・コミュニティ

には,市としての「統合」という課題が存在していた．

いわき市の唯一の放送メディアである FMいわきは，

その課題を多様なレベルで認識し，変容エージェン

トとして,放送やイベントを通して,いわきという

「想像の共同体」を作っていく試みをおこなってき

た．市内各地の住民に存在する齟齬や無関心を埋め，

いわき市の住民が「いわき」に対する関心を高めら

れる番組を編成し,全域の情報を放送以外にも，様々

な現地イベントを自治体との間で開催し，離れた町

の人が一緒に共在できる場・自分の地区の文化を皆

に紹介できる場を積極的に設けている．また，東日

本大震災の際にいわき市に避難し，その後もした人

たちにも心理的な支援を与えるよう,市域を越えたエ

リア統合を進めていた．

統合されたコミュニティは，危機を乗り越え，新

たな困難にも対応できるのではないかと考える．従

って，コミュニティ FMが地域社会の統合を促すこと

によって，防災強化および，地域の復興・発展にも

役立つと言えるでしょう． 

 本稿では, こうした局の試みの一方にある受け手

側の反応について十分論じることができなかった.今

後の課題としたい. 
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実空間の階層化と位置情報に基づく情報提供方式 
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要旨･･･本論文では，実空間の対象範囲を階層化し，各階層のエリアやオブジェクトに対して，歴

史や文化などの背景情報を関連付ける方法を提案する．そして，さまざまな位置情報取得方法を用

いて，利用者の位置情報を取得し，その位置情報と実空間の階層構造に基づいて背景情報を提供す

る方式を提案する．最後に，テーマパーク，大学，美術館の3か所での応用例について示す． 

キーワード 実空間の階層化，位置情報，背景情報，UX，テーマパーク

１．はじめに 

特定の地域や大学のキャンパスやテーマパーク、

あるいは,建築物,街中や施設内のアート作品などに

関連する情報(以下，背景情報)を，ユーザの現在地

や移動履歴に合わせて提供できれば，その場所の体

験価値(UX)が向上すると考える．本論文は，そのた

めの情報提供方式を提案する． 

実空間は，地理的な範囲をもっており，その範囲

は市区町村や学区，街区など行政区域に分けられた

り，テーマで区切られたりする．そして，それら区

切られたエリアにさまざまな施設や建築物，アトラ

クションがあり，さらにそれらの中に，アート作品

などが存在する．これら実空間が備える階層的なエ

リアやそこに存在するさまざまなオブジェクトには

それぞれ，歴史や文化といった背景情報(実空間の

背景情報)がある．

そこで本研究では，実空間の対象範囲を階層化し，

それぞれの階層に含まれるエリアやそこに存在する

オブジェクトに背景情報を関連付け，ユーザの現在

地や行動履歴に合わせて適切な階層のエリアやオブ

ジェクトの背景情報を提供する方式を考案した．

２．関連研究 

位置情報を利用した研究やサービスは，さまざま

な形で行われている． 

屋外ではGPS，屋内ではbeaconやWi-Fiなどを利用

し，障害や位置情報の誤差を補完し合いながら，位

置情報を用いた情報提供を行っている．GPSと

Bluetoothを用いて，位置情報に基づき，観光地の

情報を提供するものや[1]，GPSとBeaconの位置情報

を利用して，来賓者や高校生のために大学の情報を

提供するもの[2]，屋内Wi-Fiの位置情報に基づいて

授業の出席確認や，移動距離に応じて移動を促進す

ること[3]が提案されている．また，位置情報に応

じて自分の嗜好に合致する情報が提供されている

[4]． 

これらの研究に対する本研究の特徴は，実空間を

さまざまな基準に従って階層化し，各層のエリアの

地理的条件により，エリアを分類し，その実空間の

特徴にあった位置情報取得方法を使用し，ユーザの

現在地に合致した実空間の背景情報を提供する方式

にある． 

３．実空間の階層化と位置情報に基づく背景

情報提供方式の提案 

(1)実空間と階層化と背景情報の関連付け

実空間は，地理的な範囲を持ち，その範囲はさま

ざまな基準で区分けされ，階層化できる．たとえば，

私たちの生活空間に着目すると，市町村があり，学

区があり，街区がある．また，大学キャンパスを見

ると，最寄り駅を含む周辺地域に大学のキャンパス

は存在する．また，エンターテイメント分野に着目

すると，テーマパークにはさまざまなテーマによっ

て範囲が区切られている．そして，このようにさま

ざまな基準で地理的に区分けされ，階層化された実

空間(エリア)に，施設や建築物，アトラクションが

あり，さらにそこには記念碑やアート作品などのオ

ブジェクトが存在する． 

一方，階層化された実空間の各エリアやそこに存

在するオブジェクトには，それぞれ歴史や文化があ

る．そのため本情報提供方式では，それらの背景情

報をエリアやオブジェクトに関連付けて管理する．

図 1 に示すように，本情報提供方式では背景情報は

適切な階層エリアやオブジェクトに関連付けられる．

図 1 では，青色で広いエリア，赤色で狭いエリアを

示しており，狭いエリアの上に黄色で示したオブジ

ェクトが存在し，各エリアやオブジェクトに背景情

報が関連付けられている． 
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図 1 実空間の階層化と背景情報の関連付け 

(2)利用者の位置情報に基づく背景情報の提供

本情報提供方式では，実空間の特定のエリアに入

っている，特定のオブジェクトの近くにいるなど，

実空間における利用者の位置情報を取得し，そのエ

リアやオブジェクトに関連付けられた背景情報を利

用者の端末(スマートフォンを想定)に提供する．ま

た，利用者の位置情報の履歴を管理し，利用者の移

動履歴を踏まえて背景情報を提供する．

本情報提供方式では，広いエリアから狭いエリアま

で，また施設やアトラクション内で，さらには，ピ

ンポイントの位置情報が要求されるオブジェクトま

で，実空間の階層に応じて適切に位置情報を取得す

る必要がある．そのため本研究では，図 2 に示すよ

うに，GPS，Wi-Fi，Bluetooth，QR コード，画像認

識技術など，さまざまな位置情報取得技術を活用し

て，利用者の位置情報を取得する．本情報提供方式

では，それら多様な位置情報取得技術から得られた

位置情報を利用し，その位置情報が含まれる実空間

階層構造上の狭いエリア，あるいはオブジェクトの

背景情報を提供する．

 本研究では，本情報提供方式を実装したアプリケ

ーションとして，チャットボットを検討しており，

利用者との対話形式で背景情報を提供することによ

って，その実空間の UX 向上を目指している． 

図 2 多様な位置情報取得技術を用いた背景

情報の提供 

４．アプリケーション例の検討 

本研究ではテーマパークや大学を対象に，本情報

提供方式の実装を進めているが，本論文では，本情

報提供方式のアプリケーション例として，それら2

つに加えてアプリケーションの3つを検討する． 

(1)テーマパーク

テーマパークにおいては，実空間をテーマパーク

全域のエリア，テーマごとのエリアごと，アトラク

ション単位のエリア，そしてアトラクション内のキ

ャラクター等がオブジェクトである．テーマパーク

で演出されたテーマの背景情報を，階層化を考慮し

てエリアやオブジェクトごとに提供することで，待

ち時間を有益なものにすることができ，UX向上につ

ながると考える．

(2) 大学

大学においては，実空間を最寄駅から大学までの

経路を含む近隣エリア，キャンパス内の図書館等の

施設エリア，そして図書館内の本棚や教室といった

オブジェクトに階層化する．大学では，大学で日常

的に生活をする学生や関係職員を対象とし，大学の

授業の情報や，学食や図書館，教室の混雑状況など

を提供する．また，オープンキャンパスなどのイベ

ントの来学者を対象に，最寄駅からアクセス情報，

大学全体の紹介，施設の紹介といった情報を段階的

に提供する．

(3)美術館

美術館においては，実空間を最寄り駅や周辺エリ

ア，美術館施設のエリア，美術館の展示場ごとのエ

リア，絵画や美術品がオブジェクトである．駅や周

辺エリアにおいては美術館までの道順や，オブジェ

クトの前であれば美術品の作者や歴史が提供される．

美術館では，文化の継承や，資料のもつ価値に関す

る情報を提供することで美術館のUX向上につながる．

５．おわりに
本論文では，実空間の対象範囲を構造化し，それ

ぞれの階層に含まれるエリアやそこに存在するオブ

ジェクトに背景情報を関連付け，ユーザの現在地や

移動履歴に合わせて適切な階層のエリアやオブジェ

クトの背景情報を提供する方式を提案した．そして，

テーマパーク，大学，美術館への応用例を検討した．

今後は，本情報提供方式を実装し．その有用性を検

討する．

参考文献
1) 高橋恭平,市川尚,窪田論,阿部昭博(2009):GPS

と Bluetooth による協調型 UD 観光情報システ

ムの試作-歴史テーマパークにおけるロケ情報

提供-,情報処理学会大 71 回全国大会．

2) 久保洸貴 , 住友千 将 , 中 北敦史 , 岳五一

(2019):GPS と beacon を活用したオープンキャ

ンパス見学サポートシステムの開発と実証実

験，コンピュータ&エデュケーション VOL_47

2019,pp.37-42.

3) 関口遼一,渡邊勇輝,川勝真喜,大山実(2019):

位置情報を用いた教育支援システム，

FIT2019(第 18 回情報科学技術フォーラム)．

4) 間瀬哲也,中山泰一(2004):位置情報とユーザ

の嗜好に基づく情報提供システムの設計と実

装,FIT2004(第 3回情報科学技術フォーラム)．

88



社会情報学会中部支部・芸術科学会中部支部・情報文化学会中部支部 

合同研究発表論文 

河川流域住民の意識調査にもとづく、河川景観のアーカイブ化の検討 
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要旨 名古屋市内の河川流域の住民に対し、身近な河川に関する意識調査を実施した。その結果、

河川に対する市民意識は必ずしも高いとは言えないことがわかった。行政等が推進する水辺を活か

した都市の魅力向上には、河川に対する市民意識の醸成が不可欠である。そこで、360度カメラに

より作成したVRコンテンツを活用し、水上から見る非日常的な河川景観を市民が気軽に閲覧できる

環境づくりを行った。 

キーワード 意識調査、VR、アーカイブ化、河川景観

１．はじめに 
2018年7月、名古屋商工会議所は「躍動し愛されるナゴヤ研究会」報告書において、名古屋都心部を南北に流

れる中川運河・堀川・新堀川を“名古屋三川”と称し、名古屋城から名古屋港までをつなぐ水辺の活用による都

市の魅力向上を重要な取組みの一つとして位置付けた。また、行政機関等が主体となり、ハード及びソフト整備

が進む中川運河・堀川とは対照的に、これまで目立った活用が行われてこなかった新堀川の沿川まちづくりに着

目した「新堀川総合ビジョン」を、2022年3月に公表している。 

一方、2022年6月には、日本水辺再生シンポジウム（主催：（一社）日本プロジェクト産業協議会）が、本市

において開催され、全国の水辺活用の事例報告とともに、“名古屋三川”の魅力向上について、学識者、行政、

民間企業を交え議論が交わされた。このように、本市においては、水辺を活かした地域のにぎわいづくりの機運

がこれまで以上に高まろうとしている状況にあると言える。 

２．アンケート調査 
(1) 概要

名古屋市内における規模やロケーションの異なる 5 つの河川（庄内川、中川運河、堀川、新堀川、山崎川）に

おいて、水際から徒歩圏（概ね 800ｍ以内）の居住者を対象に、インターネットによるアンケート調査を実施し

た。全サンプル数は 1547（庄内川：439、中川運河：177、堀川：408、新堀川：230、山崎川：293）であった。 

河川延長が長い庄内川や人口密度が高い都心を流れる堀川は、相対的にサンプル数が多く、周辺地域が都市計

画の用途地域において工業地域に指定されており、製造業の事業所が多く立地する中川運河は、相対的にサンプ

ル数は少ない結果となった。

(2) 調査項目

属性に関する質問等のほか、居住地に近い身近な河川を対象として、以下の質問を設定した。

（a） 河川沿いの緑地等の利活用に関する質問（5 段階評価）

（b） 河川の上流域や下流域とのつながりに関する質問（5 段階評価）

（a）は、被験者が住む居住地近くの緑地等を対象にしているのに対し、（b）は、居住地から離れた上下流域

を対象としている。これは、昨今、日本各地において、河川の上下流域の団体が、それぞれの地域活動を活発に

していくために、人的交流や情報交換を行っているなか（本市の場合、長野県木曽エリアや岐阜県東濃エリアが

あげられる）、名古屋市内に限定したエリアにおいて、一つの河川でつながっていることに起因する交流意識を、

市民がどの程度持っているのかを検証するために設けたものである。 

(3) 調査結果

調査結果を表-1 に示す。「とてもそう思う」「そう思う」と、「全くそう思わない」「そう思わない」の割合

差が、20 ポイント以上の設問に〇を、－20 ポイント以上の設問に●を記した。 
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写真-1 

表－1 アンケート調査結果 

（a）河川沿いの緑地等の利活用に関する質問

「（1）散策がしたい」「（2）のんびり景色を眺めたい」は、全ての河川に該当する意識であった。また、

「（8）カフェでゆっくりしたい」は、中川運河・堀川・山崎川において該当した。一方で、「（12）水防訓練

がしたい」「（13）清掃活動に参加したい」といった地域活動にかかる意識は、全ての河川において低かった。 

河川別では、新堀川はその他の河川に比べ意識の低さが顕著な結果となった。これは、賑わいづくりにつなが

る取組みがこれまで行われてこなかったことが要因の一つとして推測される。 

市民は、河川沿いの緑地等に対し、癒しや心地よさを求めている一方、地域活動、アクティビティに関連した

利活用については意識が低いことがわかった。 

（b）河川の上流域や下流域とのつながりに関する質問

19 個の質問は、上下流域に移動して行う個人的アクティビティと、上下流域の団体の活動やイベントに参加す

ることによる交流に大別できるが、これらのうち 9 個の質問が、全ての河川において意識が低い結果となった。 

河川別では、「（2）上流や下流の地域でまち歩きがしたい」は堀川・山崎川で、「（9）上下流域の景色をの

んびり眺めたい」は庄内川・中川運河・堀川・山崎川において意識が高かったことから、一部の河川では、癒し

や心地よさを上下流域にも求めていることがわかった。なお、新堀川は、前問同様に意識が低い結果となった。 

以上の結果から、総じて、現状では、市内の河川に対する市民意識は高いとは言えないことから、意識を高め

るための仕掛けづくりが必要であると考えられる。 

３．360度カメラによるVRコンテンツを活用した水辺に対する市民の意識醸成 
(1) VR コンテンツ活用の意義

昨今、Google ストリートビューを活用した企業（店舗）の魅力発信事例が多くみられる。これは、閲覧者が

安心感や親近感を得ることで、企業（店舗）を訪問する動機付けにつなげることを期待した取組みである。 

前述のアンケート結果を踏まえ、“名古屋三川”を軸とした市域の発展を目指すためには、市民の水辺に対す

る意識を醸成していくことが必要不可欠である。そこで、水上から見る非日常的な河川景観を気軽に見られる環

境をつくるため、360 度カメラによる VR コンテンツ（以下、Nagoya city River view）を作成し、Google マッ

プ上で展開することを試みた。Nagoya city River view をうまく活用することにより、市民に対し、水辺の魅力

を気軽に感じるきっかけを提供することが可能となる。 

(2)画像の撮影

2022 年 11 月 9 日と 11 日、中川運河、堀川、新堀川の河口から上流部までを、360 度カメラ（RICOH THETA

X）を用いて、静止画像の撮影を行った。（6 秒に１枚の

インターバル撮影）そして、後日、「Google ストリート

ビュー」から、中川運河（東支線）で撮影した写真の一

部をアップロードした。（写真-１）

(3)今後の展開

同様に、動画を撮影し、Google 社が 11 月から提供して

いる「Google ストリートビュースタジオ」を利用して、

改めて Google マップにアップロードを試みる予定である。 

今後の課題として、Nagoya city River view の更なる

充実を図るため、1）河川沿いの公園位置情報、2）イベ

ント情報、3）まちづくり団体情報、4）市民からの投稿

写真の共有化等、各種情報の紐づけがあげられる。
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	社会情報研究会原稿_楊佳錫_中部大学 - TP21019楊 佳錫
	レショワ・アンナ　発表原稿　コミュニティFM - Anna Leshchova
	糸賀千晴_SSI(中部支部) - Chiharu Itoga
	第13回社会情報学会中部支部研究会　原稿（最終） - junji hattori

	中部支部研究会_原稿 - 喜田晟礼



